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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　「赤と青」







　その大地は、黒い煤すすを噴ふき上げながら燃えていた。

　赤茶けた荒こう野や。地表は尋じん常じようならざる業ごう火かによって炙あぶられて、草は焼けこげ、小石は強きよう烈れつな熱波によってことごとく吹ふき飛ばされていた。

　灰色の雲海が広がる、その下で──

「……ぐっ……」

　地に片かた膝ひざをつく銀ぎん髪ぱつの青年。

　その右みぎ肩かたには痛々しい火傷やけどを負い、身にまとう暗色のローブも全身の各所が炎ほのおに炙られ黒く炭化しているのがわかる。

「禰ネ鈴レ……」

「まあ。なんと情けないお姿ですか、ネックザールお兄様」

　苦く悶もんに満ちた表情と姿を、丘おかの上から悠ゆう然ぜんと見下ろすのは小こ柄がらな少女だった。

　ネックザール──そう呼ばれた青年と同じ色味の銀髪。さらに、その両目の瞼まぶたがかたく閉じられているのも共通だ。

「それでも禰ネ鈴レのお兄様ですか？　福音機関・青の第三相ともあろうお兄様が、この程度で地に膝をつくなんて。……禰ネ鈴レは悲しいです」

　悲しい。

　その言葉と対照的に、ネックザールという青年を兄と呼ぶ少女の表情は、クスクスと、喩たとえようのない悪意ある笑えみに満ちていた。

「ねえお兄様？　お兄様はなんでそんなに弱いのですか。ほら、早く水精霊ウンデイーネを召しよう喚かんしてください。大氷狼フエンリルを見せてください」

「目を覚ませ禰ネ鈴レ！……もうやめろ。昔の禰ネ鈴レに戻もどってくれ……」

　かたく目を閉じたままの少女に向けて。

　よろめきながらも立ち上がり、ネックザールは擦かすれた声を喉のどから振ふり絞しぼって叫さけんだ。

「禰ネ鈴レ！」

「戻る？　何を言っているのですか。禰ネ鈴レは昔から、お兄様の知る妹のままです。禰ネ鈴レには新約召喚の才能がある。そう褒ほめてくれたのはお兄様ではありませんか」

　淡たん々たんと返す少女。

　その周囲に控ひかえる幻げん獣じゆうたち。

　牙きばをむき出しにする赤獅子マンテイコア、悠然と上空を旋せん回かいする炎翼竜ドレイク、火の粉を散らす炎コ妖ロ精ナ。どれもがおとぎ話にしかみられないような空想上の生物だ。

　しかし今いる幻獣たちはすべて本物。禰ネ鈴レと呼ばれた少女が、新約召喚によって招いた本物の伝説生物たちにほかならない。

「違ちがう！　俺が言ったのは……お前の言うような意味じゃない」

　奥歯をかみしめて、後こう悔かいと悲ひ哀あいの混じった声でネックザールは口にした。

「今のお前の、そんな新約召喚なんて俺は望んでない。もうやめろ、これ以上……自分を傷つけようとするな。お前の召喚は間違っている！　自らを傷つけて、自らの血を代だい償しようにして得た力なんて……それが何になる！」

　少女の肌はだからしたたり落ちる鮮せん血けつ。

　およそ日焼けとは無む縁えんの白磁の肌には、肩かたから肘ひじ、そして太ももにかけて乱雑に包帯が巻かれており、その包帯には褐かつ色しよくの血けつ痕こんがにじんでいる。

　赤の新約召喚。

　禰ネ鈴レという少女が新約召喚を発動させるための触しよく媒ばいは、指先に付けた鋭えい利りな付け爪スカルプチユアで自らの肌を抉えぐることによって流れる鮮血そのものだった。

　鮮血色の触媒──

　たとえば紅玉ルビーや真しん紅くの薔ば薇らなど、それが赤色であればどんなものでも赤の新約召喚を発動させるための触媒になりえる。

　だがそんな触媒にも、より強力な新約召喚を導くための等級がある。

　自らの血は、赤の新約召喚にとって諸もろ刃はの剱つるぎ。強力無比な触媒となるかわりに、それがもたらす代償は自傷行こう為いというあまりに凄せい惨さんな儀ぎ式しき。

　常人ならば誰だれもが躊躇ためらうだろう。しかし禰ネ鈴レという少女は、その凄惨たる儀式をあまりに容易に、無む垢くに、躊ちゆう躇ちよや迷いの欠片かけらも見せずに行ってしまう。

「くっ……！」

　痛みを感じるほどに強く拳こぶしを握にぎりしめ、ネックザールは、禰ネ鈴レという少女の背後に佇たたずむ灰色のローブ姿の男を見上げた。

「銀の第一相イスカリオテ、禰ネ鈴レの洗脳を解け！　もうやめろ、わかっているはずだ。禰ネ鈴レには大だい特とく異い点てんになる才能なんかない！」

　フードに覆おおわれた男の顔をじっと睨にらみつける。

　が、灰色のローブを羽織った男の応こたえは沈ちん黙もく。

「答えろ、銀の第一相イスカリオテ！」

「この特とく殊しゆ訓練は、お前の実じつ妹まい──つまり赤の第二相から志願したものと聞いている」

　ぼそりと、独り言のように小さな声で男が口を開いた。

「そして訓練については『観察者』主導によるものだ。願いでる相手が違うのではないか？　そもそもお前が真天使フィオラミリス奪だつ回かいに失敗しなければ、お前の妹がこうして計画の前面に出ることもなかっただろうに」

「だがあれは……！」

　ネックザールの言葉に混じる躊躇ためらいと苦く悩のうの声こわ音ね。

「想定外の妨ぼう害がい者がいたと報告したはずだ。レイベルト・レイ・ラクシズ。福音機関を抜ぬけた裏切り者が、フィオラミリス奪回を妨害した」

「それで？」

「それに……ミソラという並行世界側の人間だ」

　全身に包帯を巻き、茨いばらの冠かんむりをつけた銀髪の少女。

　そして、その背後に佇む灰色のローブの男。

　福音機関の幹部級にあたる二人を、ネックザールは懇こん願がんの面おも持もちで見上げた。

「中セ央ン統ト合ラ樹ルの理装執行者シミユレーターではない。だがそれと似た能力を持ち、さらに俺の新約召喚を逆召喚するという想定外の戦力がフィオラミリスを防衛していた」

「それで？」

「フィオラミリスの奪回は──」

「作戦失敗はやむなし、とでも言いたいつもりか？」

　嘆たん息そく。

　あきれ混じりの吐と息いきをこぼし、銀の第一相イスカリオテがゆっくりと首を横にふる。

「世界連結を引き起こした『ネクサス事象』。その発ほつ端たんが、真天使フイオラミリスと『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』との衝しよう突とつによるものであることはお前も承知のはず」

「…………」

「新約召喚を司つかさどる『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』の完全覚かく醒せい。これにより、福音機関の新約召喚はさらなる次元へと進化する。しかし真天使フイオラミリスがいる限りその目的が果たされることはない。なぜならば──」

「かつて『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』を拘こう束そくし、連結した世界の狭はざ間まに封ふう印いんした張本人が、ほかならぬ真天使フィオラミリスだったから」

「わかっているではないか」

　嘲ちよう笑しようの吐息を言葉に滲にじませながら、銀の第一相イスカリオテ。

「真天使フイオラミリスを拘束することが、福音機関にとっての最優先事じ項こう。そのために派は遣けんされたのがお前であり、その任務を自ら志願したのもお前だ。それが失敗？　予想外の妨害？　言い訳にもならない。そうした妨害をも突とつ破ぱしたうえでフィオラミリスを奪回するのがお前の任務だったはず」

「それは……」

「お兄様、禰ネ鈴レもお兄様の妹として悲しいですわ」

　口元に壊こわれた笑みを浮うかべる禰ネ鈴レ。

「でもご心配なく。お兄様が捕ほ獲かくできなかった真天使フィオラミリスは、禰ネ鈴レがちゃんと、捕つかまえてさしあげますから」

　はるか丘の上から、眼下の兄を見下ろす少女。

「行くぞ。すでに黒の第一相イスカリオテは別ルートで『傷きず痕あと』へ向かっている」

「ま、待て禰ネ鈴レ────」

「さよなら、お兄様」

　背を向ける少女と銀の第一相イスカリオテ。

　もはや興味も失うせたと言わんばかりの歩調で遠ざかっていく福音機関の幹部二人の背中へとネックザールは手を伸のばし、そして。

「…………」

　ふらりと、意識を失ってその場にくずおれた。







　　　フェーズ１　「青の第三相」







　　　　１




　きらびやかな陽光が照らしだす部屋。

　一人暮らしの学生用ゆえ決して広いとはいえない間取りながらも、小こ綺ぎ麗れいで、淡あわい花はな柄がら模様の壁かべ紙がみと暖色の絨じゆう毯たんに彩いろどられたリビング。

　そこで──

「ねえねえミソラ、まだですか？　奈な々なさんまだですか？」

　絨毯に正座した少女が、そわそわと何かを待ちわびた様子で声を弾はずませる。

　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　ここＳＩＲＥＮサイレンでは珍めずらしい白銀めいた黄金プラチナブロンド。それも、窓から差しこむ陽ひがそのまま同化するような淡い長ちよう髪はつが印象的な女の子だ。

　儚はかなさのなかにも愛らしさを湛たたえた面立ちに、宝石のごとく輝かがやく蒼あおの双そう眸ぼう。

　その華きや奢しやな肢し体たいもあいまって、まるでおとぎ話にでてくる妖よう精せいのようなある種の幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを湛えている。

　そんな彼女が、もう待ちきれないといった表情で片かた膝ひざを立てて。

「わたし、キッチン見にいきたいです！」

「落ちつけって。待つのも楽しみの内ですって言ったのフィアだろ」

　そんなフィアを押しとどめ、ミソラはこっそり苦く笑しようした。

　こちらは紺こん色いろに近い髪かみに黒の双眸をした少年だ。

　年ねん齢れいは十七歳。十代の少年らしい細身ながらも均整のとれた体つきに、あどけなさを残しつつもそこそこに整った目鼻立ち。

　と同時に、次バ世イ代オ新テ生ス物タであるフィアの管理者でもある。

「だってぇ……」

「もうそろそろだってば。おーい奈々。フィアがそろそろ限界っぽいぞ」

　絨毯に座ったまま、ミソラは後ろのキッチンへと振ふり向いた。

　と。

「はーい、お待たせ！」

　キッチンから聞きなじみのある少女の声が返ってきたのは、その時だった。

「焼けたよー。フィアちゃん要望のレモンパイ」

「待ってました！」

　きつね色に焼けたパイ生き地じのケーキを運んでくる奈々の姿に、じっと絨毯で正座していたフィアが歓かん声せいを上げて飛び跳はねた。

「奈々さんすごい！　お店のレモンパイみたいに上手です！」

「見た目はうまくできたかな？　あたしも料理部でアップルパイは作ったことあるけど、レモンパイは初めてだから味が心配だったり」

　焼きたてのパイをテーブルに置く奈々。

　皿にのったスプーンで、パイ生地の上にたっぷりのった甘そうなメレンゲをすくって。

「フィアちゃん、味見だよ。あーんして」

「こうですか？」

　言われるまま口を開くフィアに、スプーンにのったメレンゲを食べさせてやる奈々。

「どう？」

「美お味いしい！　甘くて、レモンの酸味もきいてて……もう芸術的です！」

　子供のように目をきらきら輝かせるフィア。

「わたし感動しました！」

「そ、そんなことないよ。料理本のレシピ通りに作っただけだから……」

　あまりに大層な感激ぶりに、逆に恥はずかしげに手をふる奈々。

　三み咲さき奈々。

　学園研究機関アカデミーに通うミソラのクラスメイトであり、小こ柄がらな背せ丈たけと愛あい嬌きようのある童顔の少女だ。日ひ頃ごろは料理部の活動に精を出しながらも、将来の夢であるバイオテスタ専門の獣じゆう医いになるための勉強も欠かさない努力家という一面も持っている。

「悪わりぃな奈々。休日にフィアと押しかけて、しかもこんなお菓か子しまで用意してもらって」

「ううん、あたしが作りたくて作っただけ」

　にっこり笑え顔がおでパイを切り分けながら、奈々。

「ウチはあたしとブルちゃんだけだしね。こういうケーキって作る機会ないの。ブルちゃんも虫歯になるからお菓子食べられないし。ね、ブルちゃん？」

『それはその通りですが。しかし原人、感謝するがいい。ご主人はこのパイを焼くために朝の五時から奮ふん闘とうしていたのだぞ。最初の一枚目が火加減に失敗して黒くろ焦こげになってしまったからな』

「ちょ、ちょっとブルちゃん!?　それは内ない緒しよだってば!?」

『むぐっ……』

　奈々にあわてて口元を押さえられる子犬のような動物。

　見た目だけならば小型のブルドッグそっくりではあるが、いま人語を発したこの生物は、ブルドッグでもなければそもそも犬ですらない。

　バイオテスタ──ここＳＩＲＥＮサイレンによって研究されている次世代生物工学が生み出した、既き存そんの生命体系とは全く異なる生物種たち。その中には、おとぎ話に出てくるような伝説上の幻想生物も数多く含ふくまれている。

　このブルちゃんと呼ばれるバイオテスタもそう。

　正式名めい称しよう『拒魔犬シエパード』。古くから寺院の入口や本ほん殿でんの両りよう脇わきに奉たてまつられており、現代の狛こま犬いぬの由来である空想生物を原存在モチーフとしており、立場上は奈々のお守もり役になっている。

「おかわりです！」

「速っ!?」

　空になった皿を高々と持ち上げるフィアに、ミソラは驚おどろきの声を上げた。

　ちょっと奈々と話をしていた数秒の間に、この金きん髪ぱつの少女は自分の分のレモンパイを食べきっていたらしい。

「はいはい、おかわりだね」

「待った奈々。ほらフィア、まず俺の分やるから」

　奈々を押しとどめ、すでに切り分けられた自分のパイを差しだしてやる。

『む？　どうした原人？　貴様が食しよく欲よくないとは珍しい』

　奈々に抱だっこされたブルちゃんが、不思議そうな様子で首をかしげてみせる。

　小型犬そのものの姿でありながら、こうした仕草や会話まで人間そっくりにこなせるのもバイオテスタの特とく徴ちようだ。

「いや、ないわけじゃないけどさ」

　奈々の家のリビングに腰こしを下ろしたまま、横目で玄げん関かんの方を見やる。

　鍵かぎのついた金属製の扉とびら。

　ほかの家屋のソレと何ら変わらない扉だが、つい数日前、この扉が木こっ端ぱみじんに砕くだけていた光景を目もく撃げきしたばかりだ。

　……あれ見たばかりだし。

　……まだ落ちついてケーキ食べれる気分にもなりにくいよな。

「奈々、例の──」

「キリシェちゃんでしょ。あと妹のカルラちゃん」

　ブルちゃんを抱きしめながら、奈々が上うわ目め遣づかいにこちらを見つめる。

　含みのある視線。

　しかしそこに、恐きよう怖ふや怯おびえといった負の感情は見られなかった。

「あの後ってミソラの家には来なかったんだっけ？」

「そうだな。やっぱり奈々の家に寄ったのが最後で、それきり目撃情報は無し」

　竜りゆう人じんキリシェ。

　ＳＩＲＥＮサイレンの第四衛星都市で、ある無名の研究施し設せつが次バ世イ代オ新テ生ス物タに関するあらゆる禁きん忌き条じよう項こうを無視して研究を進めた結果生まれた竜型バイオテスタだ。

　通つう称しよう『赤色標識レツドコード』。

　過去のべ何十人という制圧機動隊と、彼らが有する最さい新しん鋭えいの制圧武器。

　そしてⅠ級理装執行者シミユレーターたちによる連合捕ほ獲かくチーム。

　さらに各都市が有するＡ級バイオテスタへの出動要よう請せいまで行われた。

　だが、それだけの武力を用いても捕獲することはできず、逆に返り討うちに遭あうことから、中セ央ン統ト合ラ樹ルから史上唯ゆい一いつのΩオメガ指定を受けた個体でもある。

　その放ほう浪ろうバイオテスタが奈々の家を襲しゆう撃げきし、そしてミソラと苛か烈れつな激戦を繰くり広げたのが、ほんの数日前のこと。

　……俺もまだ、あの時の傷が治りきってないし。

　……奈々だって昨日の体育の講義、まだ大事をとって欠席してたもんな。

「だいじょうぶだよ？」

　くすっ、と小さく口元に笑みをうかべる奈々。

「ミソラがわざわざ休みの日にウチ来てくれたのも、あたしとブルちゃんのこと心配してくれてるから。それくらいわかるよ。ありがとうね」

「……いや、そんな大げさなもんじゃないって」

　苦笑気味に肩かたをすくめてみせる。

　奈々のまっすぐな言葉に、逆にこっちの方が気き恥はずかしい気分になりそうだ。

「でもまあ白状すると、やっぱり気にはなってたよ。玄関の扉も、話には聞いてたけど綺き麗れいに直ってたのは驚いた」

「でしょ？　キリシェちゃんが直してくれたの。あたしにはどうやったのかもわからなかったけど、本当に一いつ瞬しゆんで直しちゃったんだから！」

　奈々が声を弾ませる。

　自分が襲おそわれたことも忘れ、史上最悪と恐おそれられた竜人キリシェが最後には心を開いてくれたことが嬉うれしくてたまらない。そんな口調だ。

「それで、俺が聞いた話だとキリシェが──」

「うん。あたしに謝ってくれたの。あの時はすまなかったって。なんだかすごく言いづらそうに、恥ずかしそうにしてたから。それでわかったの。『ああ、キリシェちゃんは、本当に心からあたしに謝ってくれてるんだ……』って」

　生しよう涯がいで初めて使ったであろう謝罪の言葉。

　躊躇ためらいながらではあっただろうが、心から憎にくんでいたはずの人間にそう口にすることは、いったいどれだけの覚かく悟ごと心境の変化を要したことだろう。

「だからね、それを聞いた瞬しゆん間かん、あたし嬉しくなっちゃったの」

「なるほどね……」

　そして最強のバイオテスタは姿を消した。

　彼女の心に多少の変化はあっただろう。だが同時に、今までの放浪バイオテスタという生き方も、そう簡単に変えられるものではないのかもしれない。

「ねえミソラ？」

　声を発したのは、今までじっと会話を聞いていたフィアだった。

「わたしもまだあまり聞いてなかったけど、そのキリシェっていう竜型バイオテスタは、もう人を傷つけたりしない……ですよね？」

「そう思いたいけどな」

　期待まじりの双そう眸ぼうを向けるフィアに、ミソラは小さな首しゆ肯こうで返事をした。

「これはレイレイからの情報だけど、あの後、キリシェが理装執行者シミユレーターと激げき突とつしたり、制圧機動隊の警備を力ずくで突とつ破ぱしたっていう話は出てないってさ。あくまで今のところって状じよう況きようだけど」

「きっと平気。キリシェちゃんは、もう心配ないよ」

　抱きかかえていた拒魔犬シエパードを絨じゆう毯たんの上におろす奈々。

「だから次はウチにおいでって誘さそったの。ブルちゃんよかったね。あたしが学園研究機関アカデミーに行ってる時に一いつ緒しよに遊んでくれるお友達ができるよ」

『あ、あの竜人姉妹しまいと一緒に遊ぶ……ですか!?』

「嫌いや？」

『い、嫌ではないのですが……そ、その……あの竜人を怒おこらせるとすぐさま電でん撃げきが飛んで来そうな気がして……』

　しっぽをフルフルと震ふるわせる拒魔犬シエパード。

「つまり怖こわいってわけか」

『こ、怖くなどない！　こら原人、貴様なんだその呆あきれたような苦く笑しようは！　我わが輩はいが本気を出せばあんな竜人など嚙かみつき一発で──』

「あ。キリシェがベランダに」

『竜人ッ!?　ひ、ひぁぁぁぁぁっっっっ、……お、お助けを！』

　ささっと奈々の後ろに隠かくれてしまう拒魔犬シエパード。

　ちなみに、もちろん竜人キリシェの姿などあるわけない。ただ適当な思いつきでミソラが口にしたデタラメだ。

「奈々。お守り役のバイオテスタ、考え直した方がいいんじゃないか？」

「……だねぇ。ブルちゃん、もう少しがんばろっか？」

　怯えっぱなしの拒魔犬シエパードを再び抱き寄せる奈々が、珍めずらしくも困った表情で苦笑い。

「ところでフィアちゃん、レモンパイたくさん焼いたからまだまだあるよ。二切れくらいじゃ足りないでしょ？」

「────」

　金髪の少女からの返事はない。

　レモンパイ用のフォークを皿の上に置き、正座した状態で、半開きになった虚うつろな眼まな差ざしでぼんやりと宙を見上げていて。

「フィアちゃん？」

「おいフィア、なにか考え事か？」

「──────っ！　だ、だいじょうぶ……です！」

　はたと我に返ったようにフィアが首を横にふる。

　けれどその声は消え入るように小さく、その首をふる仕草にいたっては、隣となりで見ていたミソラが不安を感じるほどに弱々しいものだった。

「本当に平気か？　全然、大だい丈じよう夫ぶそうに見えないぞ。目の焦しよう点てんもフラフラしてたし」

「……だいじょうぶです」

　額のあたりを押さえながら、かすれた吐と息いきをこぼすフィア。

「ちょっと……目め眩まいがするだけで……」

「フィアちゃん、顔、真っ青だよ？　風か邪ぜ？　身体からだが寒いとか喉のどが痛いとかは？」

　奈々がフィアの顔を覗のぞきこむ。

「……たぶん……そういうのは平気です……目が回るだけで」

「うーん。でも、その目眩が体調悪いことの信号かもしれないし。ねえミソラ、フィアちゃん今朝の具合はどうだったの？」

「いや、平気なように思ったけど……」

　隣のフィアを横目で見守りながらミソラは答えた。

　奈々の家に遊びに行くということで朝からフィアも喜んでいたし、何よりたった今までレモンパイを口にしつつ、会話も普ふ通つうにできていた。

「じゃあバイオテスタ特有の症しよう例れい？　でもそんなのあったっけ？」

　青ざめた顔色のフィアの背をその手で支えながら、奈々が眉まゆをひそめてみせる。

　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　──天使型バイオテスタ。

　バイオテスタ工学における世界的権けん威いにして、ミソラの師・アナスタシアに創つくられた個体。人間と酷こく似じした肉体組成であっても、フィアという少女が次バ世イ代オ新テ生ス物タであることには違ちがいない。人間にない不具合をきたすことも十分に考えられる。

「ミソラはわかる？」

「ちょっとすぐには原因が思いつかないかな。……一度、家に戻もどって様子見るくらいしか方法もないだろうし」

『駄だ犬けん、ならばそこに寝ねかせるか？』

　拒魔犬シエパードが視線で指し示したのは奈々のベッドだ。

『ご主人、いかがでしょう』

「うん。ブルちゃんの言うとおりだよ、ベッドに寝てもらって休んだ方がいいかも」

「い、いえいえ！　ほ……本当に……大丈夫です。わたし、ちゃんと歩いて帰れますです。レモンパイ食べれなかったのは残念ですけど」

　よろよろと立ち上がるフィア。

　けれど歩き出そうとする矢先、何もない絨毯の上で何かに躓つまずいたかのように膝ひざが折れ、その場にくずおれかけて──

「っと。だから、そんな無理すんなって」

　倒たおれかけたフィアを、すんでのところでミソラが受け止めた。

「……でもぉ」

「わかったわかった。奈々に迷めい惑わくかけたくないんだろ？」

　弱々しいまなざしでこちらを見上げる天使型バイオテスタに、ミソラは溜ため息いき混じりの頷うなずきで応こたえた。

「奈々、急で悪いけど俺たち家に戻るよ。フィアの調子がいつ戻るかわからないし、そんな状態で奈々のベッドいつまでも借りてるわけにもいかないだろ？」

「肝かん心じんのフィアちゃんは、帰れそう？」

「俺がおぶって帰る」

　そう言って、ミソラは有う無むを言わさずフィアを背負った。華きや奢しやな外見どおり、背中に伝わる彼女の体重は驚おどろくほどに軽い。

「……ごめんなさい」

「気にすんな。それじゃ、悪いな奈々。また明日あした学校で」

「うん。フィアちゃんのことちゃんと看みてあげてね。あたしも、呼んでもらえればいつでも駆かけつけるから」

　控ひかえめな仕草で手をふる奈々。

　玄げん関かんの扉とびらを開ける彼女に背を向けて、ミソラはフィアを背負って歩きだした。
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　バイオテスタ。

　それは既き存そんの遺伝子工学による品種改良種とは一線を画す、まったく新しい生物たちだ。

　たとえば高度知性やコミュニケーション能力に優すぐれた『水精霊ウンデイーネ』。

　大気中の窒ちつ素そガスを固定する根こん粒りゆう菌きんを宿し、大地に根をはることで荒あれ果はてた土ど壌じようの修復活動を行う『樹木精ドリアード』など。

　自然の生態系とはまったく異なる生物。次世代生命工学によって創られた生物たちはいずれも、人間との新たな共存関係となる新生物の開発を目的とした研究の成果だ。

　そして、その研究をさらに発展させるため大陸政府の採さい択たくをへて設立されたものが──




　次世代新生物統合研究特区。

【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life】

　略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』。




　広大な研究エリアの中央に位置する全権統とう括かつ機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』。

　それをとりまく四大都市が、第一衛星都市『紅こう楼ろう』、第二衛星都市『蒼そう河が』、第三衛星都市『碧へき陽よう』、第四衛星都市『黄おう蓮れん』。

　これら五エリアの総そう称しようがＳＩＲＥＮサイレンとなる。

　そして、ミソラの居住地であるのが第三衛星都市『碧へき陽よう』だ。

　その第三衛星都市『碧へき陽よう』・第９区画──

　隣りん接せつする第二衛星都市との区界でもある川と並走する道を、ミソラはフィアをおぶって歩いていた。

「……ごめんなさい」

「もう何度目だっての。だから何も謝ることなんてないって」

　ぎゅっと自分ミソラの背に摑つかまるフィア。

　弱々しいながらも、まるで縋すがるようにしがみついているのを感じる。

「体調悪くするなんて誰だれにでもあるし。それに、こうやって背負ってウチまで運ぶのも初めてじゃないからさ」

「え？　そ、そうでしたっけ？」

「まあ、フィアは覚えてないと思うけど」

　驚いた様子のフィアに、無意識のうちに苦笑がこぼれた。

　……初めて会った時だよ。

　……大海蛇シーサーペントに襲おそわれて意識を失ったのを、ウチまで運んだ時。

「そういえばココもか」

「え？」

「いやいや、ちょっとした独り言」

　川沿いの道。

　ガードレールの下、舗ほ装そうされた斜しや面めんを下った先を流れる川をちらりと横目に眺ながめる。

　福音機関──フィアの精神世界に宿った真天使フィオラミリスを求め、このミソラたちの世界とはまるで別の並行世界からやってきたという襲しゆう撃げき者。

　青の第三相ネックザール、そう名乗る男と初めて相あいまみえたのがちょうどこの場所だ。

　だが、あれ以来一度として福音機関の襲撃はない。

　諦あきらめたか？

　そんな希望的憶おく測そくも何度かは脳のう裏りをかすめていったが、ミソラ自身、それがあまりに安直な思考であることも自覚している。

　……この道も、あんまり通りたくはないんだけどな。

　……でも今はフィアがこんな調子だし。

　この道を迂う回かいすると、ミソラの家までは相当な時間が必要になる。今は一刻も早く自宅についてフィアを休ませたい。

「少し早歩きになっても大丈夫か？」

「はい……」

　幽かすかな答え。ともすれば川のせせらぎの中にすら消えてしまいそうな声を背中に感じ、ミソラは無言で足を速めた。




　高層マンションの一階。

　その角部屋にあたる自宅の扉を開けてすぐ──

『おっかえり！』

　リビングから通路をかけて走ってきたのは、全身透とう明めいな水色をした少女だった。

　ディーネ──正式名めい称しよう、精霊型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　高分子化合物である形状記き憶おく液体ジェルに高度プログラム化された電子神経と判はん断だん中ちゆう枢すうを組みこみ、高度知性を宿すことに成功させた次バ世イ代オ新テ生ス物タ。その身体の構成要素のほとんどが水分であるというのも特とく徴ちようの一つだ。

　空想の物語に出てくる精霊『水精霊ウンデイーネ』を原存在モチーフとしたバイオテスタで、ミソラ家ではほとんど彼女が家事や家計の管理をしてくれている。

『帰ってくるの早かったじゃない。奈々の家に遊びに…………って、あれ？　フィアってば妙みように顔色悪そうだけど』

「ご覧のとおりだよ。それで早めに帰ってきた」

『あらら。今朝は元気そうだったけど。まあそういう時もあるかな。あたしみたいなバイオテスタだと体調不良になったら原因もすぐわかるけど、フィアは人間とほとんど変わらない身体してるもんね。単純な見た目だと体調なんてわからなさそうだし』

　素す肌はだの上に直接エプロンを着こなすディーネが腕うで組ぐみ。

『それでフィア、調子はどうなのよ？』

「……頭と目の前がグルグルしてます」

　頭を垂れたまま呟つぶやくフィア。

「でも、ちょっとした目め眩まいだけなので……一晩休めば……治るかなって」

「もし治らなかったら病院だからな」

「注射は……断固反対です」

「子供かよ。だったらおとなしく寝てろって」

　リビングのソファーベッドへとフィアを寝かせる。

　その様子を不思議に思ったらしく、宙に漂ただよっていた花精フエアリー二体がゆっくりとフィアの枕まくら元もとへと下降してきて。

『フィア、ドウシタノ？』

『ネムイノ？』

　心配そうにフィアを見つめる花精フエアリーたち。

　リビングの隅すみで気ままに寝ころんでいた妖精猫ケツト・シー、そしてベランダの手すりに止まっていた金翅鳥ガルーダも、フィアの寝ね床どこに近づいて様子をうかがっている。

　いずれもミソラが拾って管理しているバイオテスタたちだが、種は違えど同じバイオテスタであるフィアが弱っていることを不安に思ったのだろう。

『ほらみんな、フィアは平気だから離はなれてて。そうしないとフィアも寝れないでしょ』

　ディーネの一声で、それぞれ元の居場所に戻もどっていくバイオテスタたち。

「……みんな優やさしいです」

　目をつむったまま微び笑しようを湛たたえる少女。

「早く治しますです……」

「ああ。そうすれば奈々も安心できるし」

　布ふ団とんをかぶるフィアに頷いて、ミソラはリビングのテーブルに腰こしかけた。

　頰ほお杖づえをついた姿勢で、横たわったフィアを横目に見つめる。

　……原因不明の目眩か。

　……一時の体調不良で済んでくれればいいんだけどな。

　痛みや悪お寒かんといったものと同じように、目眩というのもまた身体からだが発する一つの信号だ。何かしらの根本的な原因があって、それに付ふ随ずいする症しよう状じようとして目眩に至る場合が多い。

　そしてその原因は、実は身体における深刻な問題である場合がある。

「せめて人間側の方であってくれればな……」

　フィアの肉体は、その89パーセント以上が人間の少女と同一。

　これはフィアが、製造者アナスタシアから聞かされたものだから間ま違ちがいない。そして目眩の原因が人間に起きるのと同じような原因であれば、素す直なおに医師の診しん断だんに従えばいい。

　問題は残り11パーセント、つまり天使型バイオテスタとしての理由で、フィアの身体に異変が発生していた時だ。

　おそらく、一いつ般ぱんのバイオテスタ獣じゆう医いでは原因解明の糸口さえも摑めまい。

　世界最高のバイオテスタ研究者と目される師アナスタシアが、真天使フィオラミリスとの融ゆう合ごうを可能にさせるために設計した調和体ハイブリツド。その完成形であるフィアの身体が、どれだけ繊せん細さいで複雑な組成になっているのかは想像に余りある。

　……そうだよな。

　……先生のいない今だからこそ、俺がフィアのこと助けてやらないと。

『ミソラ』

「ん？」

　思いめぐらせている中、肩かたをツンツンと突つついてきたのはディーネだった。

『いろいろ考え中のところ悪いけど、フィア、寝たみたいよ』

「……え。いつの間に」

　ベッドから聞こえてくる微かすかな寝ね息いき。

　ほんの数十秒。ミソラが意識をフィアから逸そらした間での出来事だ。

「俺らを安心させるための寝たフリとか、気絶じゃないといいけど」

『フィアはいい子だけどそういう知ち恵えが働く子でもないでしょ。あと、あたしの見た感じだと普ふ通つうに寝たように見えたかな』

「そっか。なら、このまま様子見だな」

『単に疲つかれてたのかもよ。慣れない学園研究機関アカデミーの勉強も頑がん張ばってたじゃない。楽しい分、張りきりすぎてたようにも見えたし』

「明日あしたになってみればわかること、か……」

　頰杖をついたまま、ミソラは自分に言い聞かせるつもりでそう呟いた。
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　赤みを帯びた陽がさしこむ早朝。

　朝日に照らしだされたリビングのベッドに、寝ているはずのフィアの姿はなかった。

　そのかわり──

「おはようございますっ！」

「……おう。すっかり治ったみたいで何より」

　元気に身体を伸のばし、満面の笑えみで挨あい拶さつする金きん髪ぱつの少女。

　青ざめていた顔色はすっかり本来の血色のよい薄うす紅べに色いろに戻り、それが決して空元気の類たぐいでないことを教えてくれる。

　あまりの回復具合に、心配していたミソラの方が苦笑しそうになったほどだ。

「疲れが溜たまってたのが原因か？」

「ええと、それがわたしにもわからなくて」

　自分でも不思議と言わんばかりにフィアが腕組み。

「なんだか耳鳴りというか、夢の中で誰かと会話してるみたいな感じでした」

「会話？」

「わからないんです。でもソレ自体は嫌いやな感覚じゃなかった気がします。目眩はその副作用というか、夢ゆめ心地ごこちになりすぎた結果というか。とにかくそういう感じで……」

　夢の中で誰かと会話。その言葉で真っ先にミソラが思い浮うかべた記憶が、フィアの精神世界に宿った真天使フィオラミリスの発言だ。

　竜りゆう人じんキリシェとの決戦直前──




〝私が顕けん現げんする直前、相方に「ミソラを助けて」と言われてしまった〟

〝フィアに？〟

〝私もフィアも、互たがいの精神世界がすれ違ちがうことはあれど、それが交こう叉さする──つまり会話などありえないと思っていた〟




　並行して存在するはずの精神世界。

　天使型バイオテスタであるフィアとは独立して存在する、フィオラミリスの精神世界。

　その邂かい逅こう。

　フィアの幻げん聴ちようがそれと同じ現象か、類るい似じするものである可能性は低くない。だとすれば、その周期が短くなることでフィアへの影えい響きようも大きくなってきている？

「…………」

「ミソラ？　あの、わたし大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ああ、それは俺もわかってる。いつもの顔色に戻ってるし。ところでその耳鳴りみたいなのはもう聞こえない？」

「はい。一晩ぐっすり眠ねむったら治まりました！　もうバッチリ元気です！」

　服をなびかせながらフィアがその場で一回転。

「早く、早く学園研究機関アカデミーに行きましょう！　昨日のこと奈々さんにも心配かけたし、ちゃんとわたしから謝りたいです」

「いやいや、まだ登校時間どころか正門すら開いてないって」

　両手で服の裾すそを引っ張ってくるフィアへ、地平線の先の朝日を指さしてみせる。学園研究機関アカデミーの多くの生徒は登校どころかまだ寝ている時刻だ。そうでなくても、ようやく朝食の準備に取りかかった頃ころだろう。

「ディーネ、フィアが急せかしてくるからさ。食事の支し度たく早めにできる？」

『あいよー。フィアはいつものホットケーキでいいの？』

「お願いします！」

『了りよう解かいっと。じゃあちょっと待っててね』

　椅い子すにかけたエプロンを着けるディーネ。

　精せい霊れい型バイオテスタである彼女はほとんど睡すい眠みんを必要としない。おかげでこの早朝でも、急な家事を頼たのめるのが心強い点だ。

　と──

『ああ、そうそう。ご飯できる前に、フィアにいいものがあるよ』

　そのディーネが、台所から顔だけをリビングに覗のぞかせた。

「わたしにですか？」

『うん。昨日、奈々の家に遊びに行ってる間に届いたの。そこのクローゼットに入ってるから開けてみてよ』

「え？　クローゼットですか？」

　ぽかんとした面おも持もちのフィア。

　それでもディーネの指さすとおり、リビング手前のクローゼットまで歩いていって。

「わっ！　これ、わたしの制服ですか!?」

　皺しわ一つない新品の制服。

　学園研究機関アカデミーの女子用の学生服を一目見て、フィアが歓かん声せいとともに飛びはねた。

「そっか。注文してた服、そろそろ届くって言ってたもんな」

「嬉うれしいです！　サイズもぴったりみたい」

　クローゼットの鏡の前で、制服をかかげる金髪の少女。

「ねね、ミソラ、さっそく着てみていいですか」

「もちろん。その服はフィアのだから…………って、ちょっと待った!?　頼むから、服を着き替がえる時は浴室で！」

「え？　あ……そ、そうでした！」

　白のワンピースを脱ぬごうとして服をめくりあげたフィアが、あわててワンピースの裾を膝ひざ下したまで押しもどす。

「き、着替えてきますです！」

　赤らめた頰ほおを制服で隠かくしながら小走りに駆かけていく少女。その背中をぼんやりと見送って、ミソラはディーネと顔を見合わせた。

「元気がありすぎるっていうのも困りものだよな」

『いいじゃない。その困るっていうのは、きっと幸せな困り方なんだから。あとフィアが着替え終わったら、ちゃんと似合うって褒ほめてあげなさいよ？』

「……わかったってば」

　楽しげな口ぶりのディーネに、ミソラは肩をすくめてみせた。




　　　　２




　第９区画・通学路──

　朝焼けの残る空の下を、制服を着た金髪の少女がスキップ調で駆けていく。

「早く、早くミソラ！　走って走って！」

「だから早いって。学園研究機関アカデミーに着いたって誰だれもいないから。まだ朝の五時半だぜ？　部活の朝練習も始まってない時間だし」

　常に数メートル先から手招きしてくるフィア。

　走るたびに制服のスカートがふわりと浮いて白い太ももが露あらわになりかけるが、それを気にした様子もない。むしろ服が風になびくことすら楽しそうに見つめる姿は、ただただ無む邪じや気きな子供を想おもわせる。

　……新しい服っていっても普通の制服だけど。

　……そんなに嬉しかったんだ。

　嬉しくて走ることをやめられない。

　そんな気持ちを自分が最後に経験したのは、いつのことだろう。

「ねえミソラ、何だか飛びまわりたい気分です」

「それだけは勘かん弁べんしてくれ……」

　飛びまわりたいという言葉。それが彼女の場合は決して喩たとえでないことはミソラが一番よく知っている。

　天使型バイオテスタであるフィアは、その背中に一対ついの翼つばさが生えている。

　普ふ段だんはそれを背中に隠しているが、そもそもフィアが稀き少しような天使型バイオテスタであることを知っているのは、奈々をはじめＳＩＲＥＮサイレンでも数えるほど。それを、こんな場所で翼を顕現させればいったい誰に見られるかもわからない。

「でもほら。この道、朝早いからまだ誰もいないです」

　自分たち以外に人ひと影かげのない公道を指さすフィア。民家に囲まれた通学路ではあるものの、前にも後ろにも、そして奥の十字路にも学生の姿はない。

「道にはいないけど、家のベランダとか窓とか、外を見てる誰かに偶ぐう然ぜん見られることだって考えられるだろ」

「……はぁい」

　渋しぶ々しぶと片手を上げて答える天使型バイオテスタ。

　とはいえ、たとえば福音機関あるいは中セ央ン統ト合ラ樹ルがフィアを狙ねらって襲しゆう撃げきしてきた時は、どんな場合であっても飛行で脱だつ出しゆつしろというのはフィア本人にも告げてある。その準備として、フィアの制服には翼を出すための切れ目を背中側に入れてある。

「あと、あんまり走ると危ないぞ。道の角から車が曲がってくることもあるから」

「気をつけます！」

　そんな返事とは裏腹に、弾はずむ足取りでどんどん先へと進んでいく少女。

　さすがにそろそろ止めないと。

　そうミソラが口を開きかけた矢先、フィアの足取りが不意に止まった。

「…………」

　道の真ん中で立ち止まる彼女。こちらに振ふり返ることもなく、じっと目の前の十字路を凝ぎよう視ししたまま動きを止めて。

「フィア？」

「……精霊です。水精霊ウンデイーネの気配が、すぐそこまで来てます」

　一いつ瞬しゆん。

　フィアが口にした言葉の意味が理解できず、ミソラは言葉を返すことができなかった。

　ミソラが我に返るまでの、その数秒にも満たない合間に。

「来ます」

『────』

　フィアの発した声に同調するタイミング。

　十字路の曲がり角から姿を現したのは、透すきとおった水色の身体からだをもつ女性だった。

　……ディーネ？

　そう言いかけた言葉を喉のどの奥へと押しもどす。

　精霊型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　ここＳＩＲＥＮサイレンで量産化の研究が進められているのは周知の事実であり、第三衛星都市の中でもディーネ以外の水精霊ウンデイーネが歩いている姿は決して珍めずらしいものではない。

　だが、何かが違う。

　この目の前にいる個体は、まさか……




「見つけたぞミソラ、そしてフィオラミリスとの調和体ハイブリツド」




　十字路の影かげ。

　そこに同化するように重なっていた人影が、ゆらりと陽ひの下もとへと姿を現した。

　魔ま術じゆつ師しめいた暗色のコートを羽織った青年。

　外見年ねん齢れいは二は十た歳ち前後だろう。端たん整せいな顔だちに、逆立てた短めの銀ぎん髪ぱつ。そして何よりの特とく徴ちようと言えるのがその両目。

　──凍こおりついたように固く閉じた瞳ひとみ。

　決して開かない瞼まぶたの奥に、しかし明確な敵意の視線を感じさせるその男。

「ネックザール！」

「ようやく……見つけた……ぞ」

　呪じゆ詛そのごとく低い声こわ音ねでそう呟つぶやき、福音機関の刺し客かくである男が一歩近づいてくる。

　だが。

　……どういうことだ？　服のそこら中が真っ黒に煤すすけてる。

　……それに全身の傷。あれは火傷やけど？

　福音機関・青の第三相ネックザール。
















　初めてミソラが遭そう遇ぐうした並行世界からの襲撃者だが、その男の様子がおかしいことに気づくまで時間は数秒とかからなかった。

「フィオラミリスを……渡わたして、もらおう……か……」

　荒あら々あらしい吐と息いきを隠そうともしないネックザール。

　いや、隠すこともできないほど焦しよう燥そうしているといった方が適切だろう。それほどまでに、この刺客は疲ひ弊へいしきっていた。

　──下がってろ。

　フィアを後退させて、自分は逆に前へ出る。

「渡す？　こんな住宅地のど真ん中で言えるような内容だっていうのか」

「それは……お互たがい様さまだろう……お前とて、その天使型バイオテスタに隠された真天使フイオラミリスの存在、知られたくはあるまい？」

　ここで一戦交えれば、周辺の住人が一いつ斉せいに気づく。

　そこでフィオラミリスの存在を広められれば、それはたちどころに中セ央ン統ト合ラ樹ルをはじめ、衛星都市にも情報として広まるに違ちがいない。

「何の心境の変化だよ。前はもっと慎しん重ちようで計画的だったんじゃなかったか？」

「…………」

「福音機関おまえたちこそ、新約召しよう喚かんと幻げん獣じゆうのデータを知られたくないはずだろ。まだＳＩＲＥＮサイレンが知らない幻獣や真しん獣じゆうも山ほどいる。違うか？」

「……俺には時間がない。手段を選ぶだけの時間がな」

「時間？」

　自じ嘲ちようにも聞こえるネックザールの答えは、想定にないものだった。

「時間っていうのはどういうことだ？　お前の──」

「貴様には関係ない。これは俺がやらねばならない任務。ただそれだけだ！」

　コートの袖そで口ぐちからこぼれ落ち、ネックザールの手に収まる瑠璃ラピスラズリ。

　深い青みを帯びた宝石からあふれだす強い蒼そう光こう。そして放出される光の糸が、空中で織り合わさって複雑な光の文様を描えがきだしていく。

「新約召喚!?　フィア、後ろに走────」

　そう言いかけて。

　だがその言葉が最後まで紡つむがれることはなかった。

　……弱まっていく光。

　発動させた新約召喚を完成させることなく。




　青の第三相ネツクザールは硬かたい地面に膝ひざからくずおれ、そしてうつぶせに倒たおれていった。




「ネックザール？」

　返事はない。

　力を失った手から、硬い地面へと転がっていく瑠璃ラピスラズリ。

　意識を失っている。その結論にミソラが至ったのは、ネックザールに付き従っていた水精霊ウンデイーネが、倒れた彼にかわって自分とフィアの前に立ちはだかってからのことだ。

『────』

　倒れたネックザールの前から動こうとしない水精霊ウンデイーネ。

　片手を水平に掲かかげて威い嚇かくの姿勢。その姿は、新約召喚で召喚された従者という立場をこえて、ネックザールを慕したう守護者のようで。

「……お前、ネックザールを守ろうとしてるのか？」

『────』

　水精霊ウンデイーネは無言。

　ただ頑かたくなに、ネックザールの傍そばで微び動どうだにしない。

「ミソラ」

　不意に。

　背中からおそるおそる声をかけてきたのはフィアだった。

「水精霊ウンデイーネ、ミソラと戦う気はないって言ってます」

「水精霊ウンデイーネが？」

「そのネックザールさん……ていう人ですか。その人が弱ってるから、それでこの世界に留とどまり続けてるだけだって」

「フィア？　この水精霊ウンデイーネがなに言ってるのかわかるのか!?」

　バイオテスタの水精霊ウンデイーネと違い、新約召喚によって召喚された水精霊ウンデイーネは一いつ切さいの人語を話さない。そう思っていた矢先のことだ。

「なに言ってるかって……あの……普ふ通つうにしゃべってますけど……」

「俺、一言も聞こえてない」

「え!?」

　驚おどろきの声をあげるフィア。目をみひらいて水精霊ウンデイーネとこちらを見比べる彼女に、ミソラは無言で首をふってみせた。

　フィアの特性？

　それともフィオラミリスとの交感の影えい響きようによるもの？

　……いや、それを考えるのは後だ。

　……今はこの場にどう対処するか考えないと。

　召喚者の命令を失った水精霊ウンデイーネがいつまでこの世界に留まるのか。そしてさらに、ネックザールを守ろうとしている水精霊ウンデイーネが、これからどんな行動を取るのか読めない。

「ミソラ。この人、助けてあげないと」

「…………」

「だって、ひどい火傷してるから。早く手当してあげないと大変です」

　フィアの意志。

　それはミソラも予想できないわけではなかった。いや、むしろフィアならば必ずそう言うだろうという確信も心のどこかにあった。

「お前とフィオラミリスを狙ねらって襲おそってきた張本人だぞ」

「……はい。それはわかってます。でも」

　ふれる指先。

　ぎゅっと自分ミソラの服の肩かた口ぐちをつかむ少女が、懇こん願がんするような面おも持もちで見上げてくる。

「やっぱり、このまま見捨てたり知らないフリをするのは……したくないです」

「…………」

「ミソラ」

「……わかったよ」

　数秒の逡しゆん巡じゆんをへて、ミソラは小さく息をついた。

　福音機関について問いつめる機会。そう考えれば、決して理り屈くつの合わない行動ではない。

「病院に連れん絡らくしてケガの手当だな。でもその後に聞きたいことが山ほどあるから、治ち療りようはどこか信しん頼らいできるところに預けないと」

「は、はい！」

　いくぶん緊きん張ちようを取り戻もどした声で何度もうなずくフィア。

「──ていうわけだからさ」

　意識を失った福音機関の使者。その男を庇かばおうとする水精霊ウンデイーネに向けて、ミソラは両手を広げてみせた。

　こちらも敵意はない。

　異世界の、それも人間でない相手にどこまで伝わるかはわからないが。

「こいつを病院に……ああ、ええと、その……こいつを助けてやるから。だから、ここは退ひいてもらえるとありがたいんだけど」

『────』

　無言でこちらを見つめる水精霊ウンデイーネ。

　ディーネをはじめとした精霊型バイオテスタとは違う。本物の精霊と、ここまでじっと視線をかわしたのは初めてだ。

　そして。

「ミソラ、水精霊ウンデイーネが消えていきます!?」

　会え釈しやくにも似た仕草を残して消えていく精霊。地表に一ひと滴しずくの水すい滴てきを残して、ネックザールを守護していた幻獣は淡あわい光の中へと消えていった。

「……還かえっていったんですか？」

「そうだと思う。わかってくれたみたいで良かったよ」

　内ポケットから認証ライセンスを取りだす。バイオテスタ暴走時における鎮ちん圧あつ許可証。薄うすいカード型の精密機器であるソレを握にぎりしめ、その液えき晶しよう部分を操作する。

「……まずは病院。それでレイレイにも連絡だよな」

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　ミソラの相方でもあるⅠ級理装執行者シミユレーターであり、フィアに宿った真天使フィオラミリスの存在を知る唯ゆい一いつの相手でもある男。福音機関や新約召喚について、初めてまともな情報を提供してくれたのもレイベルトだ。

「だけど、どう話せばいいやか……」

「あったことそのまま話したらダメですか？」

「俺たちの前に現れて、でも襲ってくる前に勝手に力つきて倒れたって話すのか？」

　そう、まずは状じよう況きようの確かく認にんからだ。

　福音機関の使者であるこの男が、なぜこうも満まん身しん創そう痍いの姿になっていたのか。

　……俺たちより先に別の理装執行者シミユレーターと戦っていた？

　……いや、それならそうした情報がとっくに俺に届いてるはず。

　気がかりなのは、先のネックザールの一言だ。




〝……俺には時間がない〟




　傷つき、そして焦あせっていた。

　福音機関の巡じゆん礼れい戦せん闘とう者であるはずの、この男がだ。

「いったい何が起きてるんだよ……」

　レイレイが応答に出るまでの待機時間。

　認証ライセンスを握りしめたまま、ミソラはぼんやりと天を仰あおいだ。







　　　インターミッション１







「これが本当の始まりだ」




　凍こおりついた海。

　どこまでも続く蒼そう天てんと、その下に広がる凍いてついた蒼そう海かい。

　空に浮うかぶ雲も、飛沫しぶきをあげて盛り上がった波も、何もかもが停止した空間──

　大気の流れも音の広がりもそこには無い。

　静かに。

　その世界は時の流れから忘れ去られ、ただ静かに、眠ねむりについていた。

「そう。すべてはこの時、この場所で、『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』が眠りについた時から始まった」

　その凍りついた海面の上に──

　ただ一人立ちつくす、白の研究衣を羽織った男性の姿。

「懐なつかしいな。この氷の鏡界……」

　上着のポケットに無造作に手を入れた恰かつ好こうで。

　研究主任エルベルト。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルでそう呼ばれる若き天才は、どこか自じ嘲ちようじみた笑えみを浮かべていた。

　──『Ｎ因子』施せ術じゆつの安定化技法の発見。

　すべての理装執行者シミユレーターはＮ因子施術を受けている。彼こそがその発見者であり最大の貢こう献けん者でもある。さらに中セ央ン統ト合ラ樹ルで研究されている新型のバイオテスタ開発もそう。中セ央ン統ト合ラ樹ルの研究グループが成功させた新型バイオテスタの製造には必ずと言っていいほどに、彼がその協力者として関かかわっている。

　その出身、過去の素す性じようの一いつ切さいが不明。

　ただ一つ明白であることは、この若き研究者こそ中セ央ン統ト合ラ樹ルを代表する最高頭脳であるということのみ。

「凍とう土どの下でひっそりと春を待つ花の種子のように、『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』もまた、この氷海の下でゆっくりと成長を続けている。あとはこの封ふう印いんが解けるのを待てばいい。真天使フィオラミリスが並行世界を連結させることで施ほどこしたこの封印は、新約召しよう喚かんによって『世界の傷きず痕あと』が広がるごとに弱まっていく」

　そして振ふり返る。

　彼の後ろに立つ、聖なる法ほう衣いをまとう女性に向けて。




「そう。キミが懸け念ねんしたとおりだよ。アナスタシア」




　その場に立つのは、神秘的な蒼あおの長ちよう髪はつをした女性だった。

　無風の世界で──

　まるで何かの波動を受けているかのようにゆれる長髪と、神聖な法衣。

「久しぶり。しかし皮肉だね。僕もキミも互たがいを探し求めた挙げ句、僕は『反こ波ち動ら世が界わ』、キミは『約束の庭はるかむこう』。二人して別世界ですれちがってしまっていたとはね。互いに互いを知りすぎているがゆえに、かえって勘かんが外れてしまったわけだ」

「……そうね」

　一切の感情を込こめない声こわ音ねで返す、彼女。

　そんな彼女が見下ろすのはナザリエルと呼ばれた研究主任ではなく、彼女の立つ凍てついた海面の、そのさらに奥だった。

　はるか海底。

　蒼あおい氷ひよう塊かいが音もなく軋きしみ、そして罅ひびが入っていく光景。

「『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』の生長が気になるかい？」

「いいえ」

「気に留めずか。確かに、今さら手の打ちようがないなら傍ぼう観かんに徹てつするというのは一つの真理だ。こちら側の真なる赤き実のなる大樹ネクサスを止めたくても、此こ処こにいないキミではどうしようもない。すでに『こちら側』の世界に、福音機関の幹部三名がやってきている。彼らが『こちら側』で新約召喚を発動させることも、そしてそれによって『世界の傷痕』が拡大していくことも止められない」

「…………」

　無言を保つアナスタシア。彼女の足あし下もとには影かげがなかった。

　まるで陽かげ炎ろうのように。はるか彼方かなたの映像を投とう影えいしたに過ぎない。それを示すかのように、彼女の存在感もまた幻げん影えいのごとく希き薄はくだった。

　そんな彼女に横顔を向けながら──

「ああ、そうだ。私用が入っているのを失念していた。今から面会の予定があるんだ」

「ウソ。私用ではなく企たくらみでしょう？」

「そう言いきるところがキミの好いいところだ。まあ正直、僕としてもここでキミと話していた方が有意義なんだけどね。こう見えて面めん倒どうくさい立場にいるものだから」

　影なきアナスタシアに背を向ける。

　どこへ行くとも知れず、白衣の研究主任は彼女に背を向けた。

「すぐ戻る。話の続きはそれからにしよう。もっともその時には、福音機関の幹部が神性幻げん想そう種フィオラミリスを拘こう束そくした後かもしれないけれど」







　　　フェーズ２　「赤の大だい特とく異い点てん」
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　南の大ゲ審ー門ト。

　大陸とＳＩＲＥＮサイレンとを隔へだてる、高さ二十メートル以上におよぶ鋼鉄の壁かべ。その壁に取りつけられた両開きの機械扉が音もなく開いていく。

　武装した制圧機動隊が二十四時間体制で見張るなか──

　その扉を通過したのは異様な装よそおいと、そして異様な空気をまとった二名だった。

　一人は銀ぎん髪ぱつの少女。

　両目はかたく閉じられ、その首や両手、両りよう肩かたには金属製の拘束具が取りつけられている。さらに不気味なのは彼女の両りよう腕うでや肩に巻かれたボロボロの包帯だ。

　褐かつ色しよくに変色した包帯と、その内側から赤黒くにじみ出ている出血の痕。

　痛々しい姿。

　しかし銀髪の少女に、その傷に対する苦痛の反応らしいものは皆かい無む。

　むしろ少女の表情にはうっすらと笑みすら浮かんでいる。

　──壊こわれた笑顔。

　──感情の何かが欠落したかのような、放心的な微び笑しようが。

「あら？」

　大ゲ審ー門トを通過してすぐの道路の真ん中で、少女がぴたりと足を止めた。

「まあ、お兄様ったら」

「どうかしたか？」

　そう尋たずねるのは、灰色のローブを頭からすっぽりと覆おおった大おお柄がらな男だった。

　ローブから露ろ出しゆつしているのは両手と靴くつと、そして顔の口元だけ。

　少女のまとう不気味な空気とは別に、その男からにじみ出る雰ふん囲い気きはただただ圧あつ倒とう的てきな存在感と攻こう撃げき的な圧力。

　その男が、隣となりを歩く少女へと抑よく揚ようのない声でそう聞いた。

「お兄様も『こちら側』の世界に来ているみたい。前回と同じ『傷痕』を経由して」

「ネックザールが？　禰ネ鈴レ、なぜお前にそれがわかる？」

「わかりますわ。それが兄妹きようだいというものでしょう」

　くすくすと、歪いびつな笑みをうかべる少女。

「でもダメ。フィオラミリスは禰ネ鈴レの獲え物もの。お兄様が欲ほしがったってあげません。子供の頃ころからそう。禰ネ鈴レがお願いすれば、優やさしいお兄様はいつだって禰ネ鈴レにくれたでしょう？　フィオラミリスも禰ネ鈴レのものです」

「────」

「さあ行きましょう。黒の第一相イスカリオテは、一足先に中セ央ン統ト合ラ樹ルでしたっけ？」

「奴やつは『観察者エルベルト』に用があるだけだ。フィオラミリス奪だつ回かいという我々の作戦に参加することはない」

「そうですか。いずれにせよ楽しみですわ」

　ＳＩＲＥＮサイレンと大陸とを遮しや断だんする大ゲ審ー門ト。

　本来ならば厳格な身分確かく認にんが行われるはずのところを、わずか一枚の通行許可証の提示だけで二人は進んでいく。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルに潜ひそませた内通者『観察者エルベルト』が手配した通過許可証。

　ゆえに制圧機動隊の誰だれもが二人を疑わしいと感じながらも、それに対して制止の言葉をかけることはできなかった。

「目的の場所は、第三衛星都市とやらでしたっけ？」

「そうだ。ネックザールの報告によれば、そこに真天使フィオラミリスと、そしてソレを守る人間がいる」

「新約召喚を解除するという少年、そうお兄様から聞いた覚えがありますわ」

　足首を拘束する鈍にび色いろの鎖くさりを地面に引きずるように、一歩一歩、ゆっくりと銀髪の少女が先を進んでいく。

「ま、どれだけ本当かは怪あやしいですが」

「中セ央ン統ト合ラ樹ルの新技術という可能性もある。ゆめゆめ気を抜ぬかぬことだ」

「もちろん。禰ネ鈴レは、ネックザールお兄様と違ちがって優ゆう秀しゆうですから」

　少女の艶つややかな唇くちびるからこぼれる冷笑。

「ああ楽しみ。フィオラミリスを捕つかまえて、早くお兄様に見せてあげたいな。そうしたらお兄様、禰ネ鈴レのこと褒ほめてくれるかしら」

「────」

　兄への嘲ちよう笑しようめいた言葉と同時に、兄に対する親愛の情をも口にする彼女。

　乖かい離りする二つの感情。

　そのどちらが少女の本音であるのか、その壊れた笑みから読み取ることは難しい。

「さあお兄様、禰ネ鈴レの晴れ姿を見ていてくださいね。華か麗れいで、優ゆう雅がで、残ざん酷こくに燃え上がる狂きよう騒そうの始まりですわ」

　赤の第二相と銀の第一相イスカリオテ。

　福音機関の幹部二人が、ＳＩＲＥＮサイレンに侵しん攻こうした瞬しゆん間かんだった。




　　　　２




　第三衛星都市・第２区画。

　第四衛星都市との区界となるエリアの総合病院。そのひっそりと静まりかえった入院棟とうの三階通路に、黒コートを羽織った男が無言で佇たたずんでいた。

「や。レイレイお待たせ。朝早くから悪い、ちょうど寝ねるところだった？」

「……まさにそうだな。お前の通信で起こされた」

　黒コート姿の男が物もの憂うげなまなざしでそう答え、ゆっくりと壁から身を起こす。

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　光を反射しない黒の長髪に、強い意志を感じさせる切れ長の双そう眸ぼう。

　目鼻立ちは凜り々りしく逞たくましく、細身ながらも鍛きたえあげられた長身。一流の双そう銃じゆう使いとして第三衛星都市に広く知られる理装執行者シミユレーターであると同時に、フィアに宿る真天使フィオラミリスのこと、そして福音機関の存在を知る数少ない人物でもある。

　……これでレイレイが夜型でさえなければなぁ。

　……夜に起きて朝に寝るせいで、連れん絡らくもロクにとれないことが多々あるし。

　認証ライセンスによる通信。

　通信に出ない時には録音メッセージに伝言だけでも残そうと思っていたが、寝る直前に通信がつながったのは不幸中の幸いと言えるかもしれない。

「眠ねむそうな目してるけど、意識の方は？」

「問題ない。普ふ段だんなら眠ねむ気け覚ざましに缶かんコーヒーの一本でも要求するところだが今回は……さすがに驚おどろきで目を覚ました」

　気だるそうな面おも持もちながらも、その言葉にはそれを裏づけるだけの強さがあった。

「ネックザールの襲しゆう撃げき地点は第９区画で間ま違ちがいないな？」

「ああ、学園研究機関アカデミーの通学路で待ちかまえられてた。一応、前に見つかった道とは違う道を通ってたんだけど……」

「おおかた学園研究機関アカデミーの場所を先に押さえて、そこに通じる道を片かたっ端ぱしから監かん視ししていたんだろう。人海戦術ではあるが、それは召しよう喚かんした幻げん獣じゆうに任せれば造作ないことだ」

　口早にそう答え、コートをひるがえして歩きだすⅠ級理装執行者シミユレーター。

「この入院棟の３０９号室だったか？」

「そう。俺がさっきまで一人で見張ってた。意識はあるけど、まだすぐには動ける状態じゃないって担当医が言ってた」

「新約召喚の触しよく媒ばいは没ぼつ収しゆうしただろうな」

「もちろん。救急車呼んで、それが来るまでの時間で取り上げられるだけ取り上げた。今は病院側で用意した服を着せてるから、触媒を隠かくし持つこともできないって」

　油断こそできないが、すぐさま再び襲撃してくるような事態は考えにくい。

　……あとは、ネックザールの監視をレイレイに頼たのんで。

　……俺はフィアを守ることに専念できるし。

「とにかく、今のアイツはすぐ暴れられるような状態じゃないと思う」

「状じよう況きようは了りよう解かいした。あと一つ確認しておくと、奴をわざわざ第９区画から離はなれた総合病院に運んだのは──」

「ウチの近くの病院なんかに運んだら、家の場所が特定されかねないから」

「いい判断だ」

「あと、フィアは受付ロビーで見み舞まい客と同じ待合い席に座ってもらってる。おとなしくしてれば一いつ般ぱん人の中に隠れて目立たないだろうし」

「それも妥だ当とうな選せん択たくだな。あとは福音機関側の出方次し第だいか」

　通路を進みながら、レイベルト。

　早朝。まだ他ほかの見舞い客も少ない通路に響ひびきわたるはずの靴くつ音おと……は、隣を歩くミソラがかろうじて聞き取れるほどに微かすかだった。

「わかっていると思うが、いつ福音機関側の刺し客かくがネックザールの救出に駆かけつけるか読めない。ネックザール一人を無力化したとしても気は緩ゆるめるな」

　珍めずらしい。

　いや、初めてかもしれない。

　レイベルトが気配を殺して歩くという所作。普段ならどんな場面であっても自分の歩調を崩くずさずに進んでいく男が、いま明確に足音を抑おさえている。

　──それほどの相手。

　緊きん張ちようとも警けい戒かいともつかない張りつめた空気の中、ミソラとレイベルトは同時に足を止め、目の前の病室をまっすぐ見つめた。

「────」

　壁かべに接するように身体からだを預け、扉とびらを開けるレイベルト。

　たった今までミソラが監視していたのと同じく、部屋に入ったすぐ先に、銀ぎん髪ぱつの青年がベッドに横たわる光景があった。

「────」

　無言で顔を上げる青年。

　福音機関・青の第三相ネックザール。白を基調とした入院服だが、そこからのぞく素す肌はだのいたるところが包帯に覆われている。

　症しよう状じようは、全身にわたる打だ撲ぼくと火傷やけど。

「目を疑う光景だな」

　その姿に、淡たん々たんと言葉を発したのはレイベルトだった。

「何かの冗じよう談だんとしか思えないが、ソレは俺たちの目をお前に集中させるための陽動か？　それとも福音機関で内部分ぶん裂れつでも起こしたか？」

「…………」

「俺の方で第三衛星都市の理装執行者シミユレーターほぼ全員に確認はできている。お前のその傷、理装執行者シミユレーターと交戦したものではないな。誰にやられた？」

　答えは、沈ちん黙もく。

　一方でレイベルトもまた、それを見み透すかしたように言葉を続ける。

「先のフィオラミリス奪回に失敗したことで福音機関も策を講じてきているはず。お前が単独でＳＩＲＥＮサイレンに侵しん入にゆうしているとは考えがたい」

「…………」

「お前以外に何人、福音機関の巡じゆん礼れい戦せん闘とう者が派は遣けんされている？」




「話すことなどない」




　たった一言。

　それが福音機関からの答えであり、何より強い意志の表れだった。

「見てのとおり。俺はこの身ザ体マで、新約召喚に使える触媒もない。好きにするがいいさ。尋じん問もんによる長期戦も、拷ごう問もんによる短期戦も思うがまま試ためせばいい。だが──」

　瞳ひとみをかたく閉じたまま、福音機関の刺客は静かに告げた。

「お前たちにそうするだけの人手と時間はない。この世界はまだ新約召喚も幻獣の存在も知らないまま。なにより真天使フイオラミリスの存在を知られて困るのはお前たちの方だ。中セ央ン統ト合ラ樹ルに報告もできないし、仲間の理装執行者シミユレーターに協力も仰あおげない。つまりレイベルト、ミソラ。お前たちが独力で、俺から情報を引き出さなくてはならないわけだ。違うか？」

「……正論だな」

　眉まゆ一つ動かさずに認めるレイベルト。

「よくこちらの状況と手の内を分ぶん析せきしている」

「ならば──」

「じゃあどうして、俺とフィアの前にそんな焦あせって姿を現したんだ？」

　ネックザールが言い終わるより先。

　ミソラの発した一言が、その言いかけた言葉を搔かき消した。

「俺やレイレイの立場を理解してる。だったらなおさら用よう意い周しゆう到とうに準備して、お前以外の福音機関の仲間とも一いつ緒しよに攻せめてくればよかった。でもお前は違った。勝手に意識を失うくらいの重傷なのに、どうしてそんな焦って現れたんだ？」

「…………」

「それに倒たおれる直前の、あの『時間がない』っていうのはどういう意味だよ」

「貴様も物好きだな」

　ベッドに横たわったまま、顔だけをこちらに向けるネックザール。

「話すことなどない。たとえ相手が誰だれであってもな」

　静せい寂じやく。

　ネックザールの瞼まぶたは、今も、一いつ切さいの表情を隠すかのように閉じたまま。

　そんな緊きん迫ぱくした対たい峙じがどれだけ続いたことだろう。

「埒らちがあかないな」

　不意に組んでいた腕うでをほどき、レイベルトがネックザールに背を向けた。

「ミソラ」

　ついてこい。

　そう告げる背中を追ってミソラが通路に出たところで。

「埒があかない。これ以上は時間の無む駄だだ」

　嘆たん息そくじみた息を吐はき、レイベルトが首を横にふってみせた。

「奴やつの動機は確かめる必要があるが、今すぐには難しいだろうな。奴ネツクザールの言うように尋問の基本は長期拘こう束そくによる精神の摩ま耗もうを待つものだが、その間にアイツの負傷が回復しては元も子もない」

「回復されて、脱だつ走そうされちゃ意味がないってことか……」

「それどころか再びの襲撃もありえる。そしておそらくだが、ネックザール自身も俺たちがここまで考える程度は予想しているはず」

「……わかってる」

　下した唇くちびるをかみしめて、ミソラはぼんやりと虚こ空くうを見上げた。

　時間がない。

　ネックザールのあの言葉の意味も気になるが、状況は自分たちも変わらない。福音機関が次の手を打ってくる前に、何としてでも対たい抗こう策を考えなければ。

　……それにはネックザールから福音機関の情報を聞き出すのが一番確実。

　……だけど、それは俺たちが思ってる以上に難しいはずなんだ。

　福音機関の刺客である男が多少の脅おどしで動どう揺ようするとも思えない。かといってこの病院にいつまでも居させるわけにはいかない。ネックザールを人知れず監視でき、そして行動を制限できるような場所。

「なあレイレイ──」

「奴を拘束できる施し設せつなら、一つだけ思いあたる場所がある」

　同じ事を考えていたのだろう。

　間かん髪はつ入れずにそう告げるレイレイが、小さく首しゆ肯こうしてみせた。

「第一条件が信しん頼らいできる組織であること。さらに新約召喚について熟知し、ネックザールが脱だつ出しゆつをはかった際にも最低限の対応ができる人員が揃そろっていること。最後に、その拘束場所が福音機関側に特定されにくいという条件の場所だ」

「そんな場所が？」

「お前も知っているはずの組織だ。暴イ君ドと言ったか。あのバイオテスタを鎮ちん圧あつするにあたり、中セ央ン統ト合ラ樹ルから特命を受けた派遣員が現れたはず」

「ネオリエ……そっか、『見えざる烙らく印いん』！」

「そうだ。あの鎮圧計画に際し、あの組織の連中が俺の前にも現れた。俺の時は、幻獣の目もく撃げき者である理装執行者シミユレーターに対しての口止めが目的だったらしいが」




〝両世界にとっての裏切り者。それを捕ほ縛ばくするために急きょ創設されたのが、ウチらの機関である『見えざる烙印』ってわけ〟




　ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。

　ミソラの前に、『見えざる烙印』の一員として現れた女性の名だ。彼女自身もまた新約召喚に熟知しており、中セ央ン統ト合ラ樹ルからの特命を執行する派遣員だった。

　並行世界と福音機関の存在を知っている。

　かつ、ＳＩＲＥＮサイレン側にも一定の理解を示している組織。

「そっか。考えてみれば頼たのむには最適な相手……ていうか、それしかない感じかも」

「そういうことだ。問題は『見えざる烙印』がこちらの要求を承しよう諾だくするかだが、暴イ君ドの鎮圧の際にこちら側が協力したという貸しを交こう渉しよう材料にすれば、まあ無下に断られることはないだろう」

　病室──ネックザールの寝ねかされた部屋の扉を指さすレイベルト。

「奴の監かん視しは俺が行う。『見えざる烙印』への連れん絡らくもな」

「じゃあ俺は、フィアのことを見てればいい？」

「一時とて目を離はなすなよ。ネックザールが真天使フイオラミリスの奪だつ回かいに失敗したことは、遅おそかれ早かれ福音機関にも知られることになる。いつ別働隊がやってくるか。最悪、すでに強力な刺し客かくが第三衛星都市に潜もぐり込んでいる可能性は十分にある」

「……わかった。俺はフィアのことに専念するよ」

　わずかに頷うなずいてレイベルトに背を向ける。

　そのまま通路を伝って階下へ。フィアの待つ一階ロビーへと急いだ。

　だが──

　ミソラも、そしてレイベルトさえもまだ知るよしもなかった。

　福音機関の脅きよう威い。その権ごん化げとも言える最悪の刺客が、既すでに最悪のタイミングで、最悪の場所に現れていたことを。
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　学園研究機関アカデミー。

　ＳＩＲＥＮサイレンの四大衛星都市において、それぞれ一校ずつ創設されたバイオテスタ工学の専門学校として大陸にも広く知られている。

　第三衛星都市の学園研究機関アカデミーは四学年・計二〇〇〇人。

　そこには普ふ通つう科かや進学科はおろか、理系や文系といった区分すら存在しない。在ざい籍せきする学生は誰もがバイオテスタ工学の修得のために入学した者であり、分子生物学、発生学、培ばい養よう学、動物心療法アニマルセラピーにいたるまでバイオテスタ工学に関連する様々な分野を学びながら、教授の指導のもと新たなバイオテスタの開発にとり組んでいる。

　その巨きよ大だいな敷しき地ちの、入口にあたる正門で──

「あ、京きよう花かちゃんおはよ！」

「おはよ奈な々な。早いわね。図書館でいつもの朝自習でしょ？」

　陽気な声を上げる小こ柄がらなクラスメイトに、京花は眠ねむ気けの残る目をこすりながら手をふって応こたえた。

　アリスベル・イア・京花。

　陽ひに輝かがやく天然の赤毛が印象的な少女だ。

　目鼻立ちのととのった端たん整せいな顔だちに、美しく均整のとれた体つき。

　ミニスカートの下からのぞく抜ばつ群ぐんの脚きやく線せん美びもまた単に華きや奢しやなだけでなく、日々の運動によって鍛きたえられ引き締しめられている。

　その京花が右手に握にぎっているのは一枚の硬こう貨かだった。

「京花ちゃんてば、また朝ご飯いつもの焼きカレーパン？　よく飽あきないね」

「朝ご飯どころか毎日三食カレーパンでも平気よ」

　焼きカレーパン用の硬貨。

　早朝の購こう買ばい部で限定三十個のみ販はん売ばいされている大人気の惣そう菜ざいパン。あまりに人気で早い者勝ちであるために、京花のような常連客はこうして登校時に硬貨を用意しておくことで、財さい布ふを取りだすわずかな時間さえも省いているというわけだ。

「……でも、あれ結構カロリー高いんじゃない？」

　硬貨を握りしめる京花の手を見て、奈々が苦笑い。

「あたしはアレ要注意だなぁ。あんなの朝から毎日食べたらすぐ太っちゃいそう」

「運動するのよ。私、帰ってからも訓練あるし。思いっきりご飯食べてないと訓練の途と中ちゆうでお腹なか空すきすぎて倒れそうになるもん」

　学園研究機関アカデミーに在籍する二〇〇〇人の学生のうち、暴走バイオテスタの鎮圧認証ライセンスを取得した八名の理装執行者シミユレーターたち。

　京花はその歴れつきとした一人だ。

　理装執行者シミユレーターとしての階級はまだⅡ級であるものの、ミソラと組んだ暴イ君ドとの対戦経験を含ふくめ、バイオテスタの鎮圧実績はⅠ級理装執行者シミユレーターにも劣おとらない。

「奈々もテニスとかソフトボールとか、運動系の部活どう？」

「ええっ!?　それは厳しいよぉ。あたし、ブルちゃんを散歩に連れていくだけでもヘトヘトになるくらいだし」

　背中のリュックを背負いなおす奈々。

　そんな彼女と、正門から中庭へと歩いていって──

「あれ？」

　奈々の足が止まった。

「なんだろうねアレ。学園祭の仮装衣い装しよう？」

　一時間後には登校の学生でにぎわう中庭もまだ人ひと影かげがまばらな中で、その中心にあたる記き念ねん碑ひの前に奇き妙みような人だかりができていた。

　──灰色のローブで顔までを覆おおった男。

　男だとわかるのはその大おお柄がらな体格と、そしてフードからのぞく口元の輪りん郭かくだ。それが、片手に銀色の剣けんらしきものを握りしめている。

「ねえ京花ちゃん、あの人どうしたんだろうね」

　人だかりを作っているのは学園研究機関アカデミーの学生たち。とはいえ、そんな彼らも一いつ瞬しゆん立ち止まるだけで、奇き異いの視線で男を眺ながめながらも自然と通り過ぎていく。

　早朝の部活動。あるいは図書館での朝自習。

　学生の多くが思い思いの理由を抱かかえ、その男の前を通過していく中で──

「…………」

「京花ちゃん？」

　京花だけはその場で足を止め、全身を戦おののかせながらその闖ちん入にゆう者を睨にらみつけていた。

「……アイツ」

「？　どうかしたの京花ちゃん」

　首をかしげた奈々が、不思議そうな面おも持もちで顔をのぞきこんでくる。

　対し──

「逃げて奈々っ！」

　渇かわききった喉のどで声をふりしぼり、京花は絶ぜつ叫きようでもってそう応じた。

　そして同時だった。




　……チャリン。




　ふるえる京花の手から硬貨が滑すべりおちるのと。

「現れた、か」

　今まで微び動どうだにしなかった灰色の男が忽こつ然ぜんとそう呟つぶやき、京花へと顔を向けたのは。

「──感づかれた!?　まさか、それが狙ねらい!?」

「え？」

「奈々、逃げなさい！」

　小柄なクラスメイトの前に立ち、もっとも近い総務棟とうを指さした。

「アイツ普ふ通つうじゃない！　学校の校舎に避ひ難なんして警備員を呼んで！」

「え？　ええと……」

「早く！」

「…………う、うん！」

　言葉の意味を理解したからではなく。

　奈々が反射的に頷いたのは、そう叫さけぶ京花の青ざめた表情に気け圧おされたから。

　……だけどそれでいい。

　……とにかく説明なんて後。そんな時間なんてない！

「あなた何者なの！　学園研究機関アカデミーの関係者には思えない！」

　スカートの内側──

　太ももに取りつけたホルダーから、両手に一本ずつ投ダ擲ー矢ツを取りだす。

　理装執行者シミユレーターとしての京花の武装。暴走バイオテスタの中でも、とりわけ強力な暴走個体と対たい峙じした時のみ使用する、言うなれば全力という意思表示でもある。

　それをこうして、初対面の人間相手に突つきつけたのは初めてだ。

「何者？　そう仰ぎよう々ぎようしく構える時点で、俺が何者か理解しているだろうに」

「……そうね」

　頰ほおを伝っていく冷たい汗あせ。

　こうして面と向かっているだけで、氷柱つららを背中に押しつけられたような寒気を感じずにはいられない。

　まるで経験したことのない異質な怖おぞ気け。

　暴走バイオテスタと対峙した時に感じる重圧感ではない。それよりも薄うすく微び弱じやくな気配でありながら、全身に不快な呪じゆ詛そがまとわりつくような不気味な感覚。

　──狂くるおしき害意。

　招かれざる侵しん略りやく者だけが有する負の感情。

　京花はそれを理解してしまった。

「それだけ嫌いやな気配まき散らかしておいて、よく金翅鳥ガルーダに見つからなかったわね。どうやって侵しん入にゆうしたのかしら」

「普通に正面から。しょせんは獣けものだ」

　あっさりと答えるその男。

　学園研究機関の正門には、見張り役の鳥型バイオテスタ『金翅鳥ガルーダ』がいる。人間の十倍近い視力でもって、数百メートル離れた地点からでも不ふ審しん人物の接近を探知する。

　そのはずが、真正面から正門を通っても金翅鳥ガルーダが感知できなかった？

　無気配。どれだけ気配を隠かくせばそんな所業が可能だというのか。

「……待ってたんでしょ。私がここにやってくるのを」

　目的まではわからない。

　だが間ま違ちがいなく、この男はここで網あみを張っていた。自分という突とつ然ぜんの侵入者を前にして、一目で「危険」と見み抜ぬける相手を。
















「少なくとも、アンタが知り合いになりたくない奴やつってくらいはわかってるつもりよ」

「十分ではないか」

　フードの下、その男が唇くちびるの端はしをわずかにつり上げた。

「銀の第一相イスカリオテ」

「……え？」

「なるほど、福音機関の存在は知らないと。つまりネックザールの報告にあった理装執行者シミユレーターの一人ではあるが、真天使フイオラミリスについて問いただすのは無む駄だというわけか」

「……何よ。福音機関？　それ、アンタの所属する組織の名前？」

「どうでもいいことだ」

　その呟きが音として消え去るより先。

　灰色のローブを羽織った男は、既すでに京花の眼前にまで迫せまっていた。

「なっ!?」

　振ふり上げられる銀色の片かた刃ば剣けん。その煌きらめきを認にん識しきするや、反はん撃げきも反論も一いつ切さいの余地なく、京花は後方へと跳とび退のいた。

　──無音。

　何の音も、そして感かん触しよくもなく。

　はるか後方へと着地した京花の胸むな元もとから、斜ななめに切断されたリボンタイがひらひらと宙を舞まいながら地面へと落下していった。

「悪くない反応だ」

　振り下ろした剣を一瞬で手元に引き戻もどす、その男。

「理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルとやらか？」

「…………」

　それに応こたえる気はなく。

　京花は無言で、胸元に残るリボンタイの生き地じに指先で触ふれてみた。

　……あと少し反応が遅おくれてたら。

　……斬きられてたのはリボンタイじゃ済まなかった。

「どうした？　ずいぶんと神しん妙みような表情ではないか。理お装ま執え行た者ちは常に、バイオテスタという生き物とこうした交戦を繰くり広げていると聞いたが？」

「バイオテスタの暴走には理由があるわ」

　緊きん張ちようでふるえそうになる喉を、決死の精神で押さえつける。

　努めて平静に。

　……この男の、今の動きはなんだっていうの？

　……重反応加速アクセルで反応強化した私が、それでもぎりぎりの反応が精せい一いつ杯ぱいだった。

　先の言葉からして理装執行者シミユレーターでないことは確実。ではミソラのように理装執行者シミユレーターではないものの重反応加速アクセルが使える人間であるかというと、それも違ちがう。

　何も使っていない。

　本当に、何の仕し掛かけもないただの疾しつ走そう。

　だがそれが暴走バイオテスタを遥はるかに上回る脚きやく力りよくでもって、そして神がかり的に静せい謐ひつな所作でもって地を駆かけてきたのだ。いったいどんな修練を重ねれば、ここまで超常の脚力を身につけられるというのか。

「アンタの目的は何よ？　こんな通り魔まみたいな真ま似ねして。しかもわざわざ学園研究機関アカデミーで理装執行者シミユレーターを待ちかまえる理由もわからないわ」

「ミソラという男、この学園研究機関アカデミーにいるはずだ。どこにいる？」

「ミソラですって!?」

　脳のう裏りをかすめていくクラスメイトの少年の顔。

「知ってどうするの」

「さあな。それこそお前が知ってどうする？　余計な詮せん索さくは控ひかえた方が身のため。それがわからぬわけでもあるまいに」

「……っ！」

　片手に握にぎった剣を水平に構え、ゆっくりと近づいてくる銀の第一相イスカリオテ。

　対し、京花はそれと同じ速度で後ずさった。

「そしてもう一人。レイベルト・レイ・ラクシズという男。この学園研究機関アカデミーの所属ではないだろうが、同じ理装執行者シミユレーターとして連れん絡らく先さきくらいは知っているだろう？」

「レイ様まで!?　アンタ、いったい本当に何を狙ってるのよ!?」

　投ダ擲ー矢ツを握る手が震ふるえているのがわかる。

　ミソラは他ほかならぬクラスメイト。

　そしてレイベルト・レイ・ラクシズは、かつて京花が命を救われた恩人であり、京花がもっとも憧あこがれている人物だ。

　だが、この男がそんな二人を求める理由は明らかに違う。

　──殺気立つ追つい跡せき。

　まるで獲え物ものを追いかける狩人かりゆうどさながらの雰ふん囲い気き。

「……気が変わったわ」

　頰の内側をかみしめて、京花は投ダ擲ー矢ツを力いっぱい握りしめた。

　直後。

　学園研究機関アカデミーのいたる箇か所しよに設置された放送機器から、けたたましい音量の緊サ急イ警レ報ンが鳴りだした。総務棟に避難させた奈々によるものだろう。

　そして集まっていた学生たちもまた、この男が京花に一ひと太た刀ち見み舞まった時点で蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

　……この場は私とコイツの二人だけ。

　……なら、少しくらい派手に暴れたって問題ないわよね。

「表情が変わったな？」

「ええ。アンタ、ここでぶっ飛ばして中セ央ン統ト合ラ樹ルに引き渡わたすわ。学園研究機関アカデミーで刃は物ものふりまわす危険人物なんて放ほうっておけない」

「虚きよ勢せいを張る必要などあるか？」

　淡たん々たんと告げる灰色の剣けん士し。

「一目見ればわかる。その手の震え。怯おびえを必死に隠す形ぎよう相そう。貴様は生きつ粋すいの戦士ではない。痛みを恐おそれ、傷つくことを嫌きらい、逃とう走そうを選ぶ────ただの小こ娘むすめだ」

「なんですって……」

「俺の望みは貴様では満たされない。ゆえに時間の無駄だ。貴様はただ、俺の捜さがす二人の居場所を吐はき、そしてどこへなりとも消えるがいい」

「言いたいだけ、言うんじゃないわよ！」

　同時の跳ちよう躍やく。

　最短距きよ離りを駆けて距離を詰つめる銀の第一相イスカリオテに対し、京花は真横への回かい避ひを選んだ。

　重反応加速アクセルでの超ちよう速そく移動。

　が、それに対して灰色の剣士もまた瞬しゆん時じに反応して追いついてくる。

　その一瞬。直線的な疾走から、こちらを追うためにその速度が落ちた刹せつ那なの虚きよをついて、京花は両手に持つ投ダ擲ー矢ツを投げはなった。

　風を切る矢。

　甲かん高だかい風切り音と共に飛行する矢が銀の第一相イスカリオテへと迫る。

　……さあどうするの？

　……避よける？　それともその剣けんでたたき落とす？

　避ければ距離が一方的に離はなれるだけ。

　それを嫌って剣で投ダ擲ー矢ツを弾はじく選せん択たくをとれば、それこそ京花の狙ねらいどおり。

　──『99パーセントの水』

　二次世代型理装執行者シミユレーターの京花が有する固有能力だ。

　学術名『C3N3H5O9ニトログリセリン』。わずかな衝しよう撃げきに対しても大爆ばく発はつを引き起こすこの有機化合物を、体内にある炭素（Ｃ）、窒ちつ素そ（Ｎ）、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）から生成する。これを体内の水分に溶とけこませて体外に排はい出しゆつさせることで、「水にしか見えない無色透とう明めいの液状爆ばく弾だん」を作りだす。

　……矢の先せん端たんには、たっぷり液状爆弾が塗ぬってあるのよ。

　……投ダ擲ー矢ツを弾いたら、その衝撃で液状爆弾がアンタの手元で爆発するんだから。

　矢を弾けば、まさに爆ばく炎えんの餌え食じき。

　たとえ矢を避けても、投ダ擲ー矢ツの落下した先で発生する爆ばく風ふうを無防備な背に浴びるだけ。

　能力を知られていない相手に対しては必中とも言うべき京花の能力。

　だが。

「そのまま返そうか」

「そんなっ!?」

　悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようをもらし、京花は自分の目を疑った。

　銀の第一相イスカリオテの加速は止まらない。

　迫り来る二本の投ダ擲ー矢ツを空中であっさりと摑つかみ取る。さらにそのまま、手にした投ダ擲ー矢ツを流れるような動作でもって投とう擲てきしかえしてきたのだ。

　──投ダ擲ー矢ツが爆発しない。

　わずかな衝撃に対しても即そく座ざに反応するはずの液状爆弾が作動しない。それはつまり、ほんの微び震しんさえも許さぬ精せい緻ちな所作でもって投ダ擲ー矢ツを受けとめたことになる。

　……理論上は可能。

　……だけど、噓うそでしょ!?

　重反応加速アクセルで加速した自分の投擲をこの至し近きん距きよ離りで見切り、そして受けとめる。

　そんな神がかった技ぎ巧こうは過去のあらゆる理装執行者シミユレーター、そして暴走バイオテスタ相手にもされた記き憶おくがない。

　だからこそ、それは京花にとってまったく未知に等しい反撃だった。

　……私にも同じ真ま似ねができる？

　……いえ、無理。矢を摑むだけでも一発で成功させられる自信はない！

「くっ！」

　猛もう烈れつな負荷に膝ひざがきしむのを感じながらも、その場で身体からだを急旋せん回かい。上半身をひねり反らせることで迫る投ダ擲ー矢ツを避ける。

　通過する矢。その先せん端たんが背後の壁かべに突つきささり、大爆発を引き起こす。

「矢の形をした爆弾。発想は悪くないが、矢に何かを仕し込こんでいるというのは立ち振ふる舞いから筒つつ抜ぬけだ」

「しまっ──」

「何もかもヌルい。しょせん威い勢せいだけの小娘か」

　投ダ擲ー矢ツを避けるために要した時間。

　京花が意識を散らしたその一瞬のうちに、銀の第一相イスカリオテは京花の肩かたを摑みあげ、もう片方の手でもって剣を振ふり下ろしていた。

「ミソラ、レイベルト。この二人の居場所を吐け。さもなくば延々と切り刻むのみ。意識があるうちに降こう伏ふくする方が身のためだ」

　逃にげようがない。

　恐きよう怖ふを予感するより先、ただその無む慈じ悲ひな現実だけを京花は察した。

　そして。




「あいにくと部外者はお引き取り願います」




　振り下ろされた銀ぎん閃せんが、真横からの銀閃によって弾かれたのはその時だった。

「っ」

　灰色の剣士が、京花を摑む手を離して後退。

　一瞬前までその男がいた虚こ空くうを、さらなる追つい撃げきの刃はが通りぬける。

「──エリス!?」

「まったく、やけに朝から騒さわがしいと思えば」

　流れるような所作でもって長ちよう刀とうを黒くろ塗ぬりの鞘さやへと収める、銀ぎん髪ぱつの少女。

　エリス・アーセナル・舞まい花か。

　青みを帯びた銀髪に、鋭するどい灰色の双そう眸ぼう。目鼻立ちのくっきりした面おも立だちと、それに似合う長身。さらには女性らしい起き伏ふくに富んだ体つきも、何もかもが美しい。

　だが一方で、その少女の凜りんとした眼まな差ざしと立ち振る舞まいには、何なん人ぴとも容易に話しかけることを許さない刃のごとき鋭い気き迫はくが宿っていた。

　その姿に──

「好いい目をしているではないか」

　灰色のローブを羽織った剣士が、微かすかな吐と息いきをこぼした。

「名を聞いておこう」

「エリス。エリス・アーセナル・舞花と申します」

　さらさらと銀髪をなびかせて答える少女。

「京花、あなたは退ひきなさい」

「……私じゃ話にならないって言いたいわけ？」

「いいえ。学舎の秩ちつ序じよを守るのは評議会の副会長たる妾わたしの義務。それだけのこと。ゆえにここから先は──」

　静かな口調でそう告げて。

　学園研究機関アカデミーが誇ほこる最強の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターは、再び鞘から白はく刃じんを引き抜ぬいた。

「ここからは、愚ぐ妹まいにかわって妾わたしがお相手をいたします」
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　学園研究機関アカデミーからほど近い、民家に囲まれた住宅街。

　第三衛星都市・第９区画と第８区画の区界にあたる交差点で、ふとフィアが何かを思い出したように空を見上げた。

「ねえミソラ」

「ん？」

「あの……わたし、間ま違ちがったこと言っちゃいましたか？」

　こちらの服の裾すそを指先でつまむように握にぎるフィア。

　朝の日差しに白銀めいた黄金プラチナブロンドを煌きらめかせる彼女の、その不安と疑問の入り混じった視線を感じながら。

「ネックザールのことか？」

「…………」

　こくん、と無言でうなずく少女。

「あの人が倒たおれた時、わたしが助けてあげてって言わなかった方が……ミソラもレイレイさんもこんな大変なことにはならなかったのかなって」

「いや、フィアの方が正解だよ」

　蒼あおの双眸をまっすぐ見つめ返し、ミソラは言葉を口にした。

「むしろあの場面は、ああやって背中を押してくれて良かった。フィアがいなくて俺一人だったら、たぶん延々悩なやんでた。……もしかしたら今でもあの道路で、倒れたアイツを前にして病院に連れていくかどうか頭抱かかえてたかも」

　冷れい酷こくにこちらの状じよう況きようを分ぶん析せきするなら、ネックザールの身を拘こう束そくすることは利点であっても、病院へ運ぶことの利点はない。

「一番現実的な方法は、アイツの手当をしないままレイレイに相談して、『見えざる烙らく印いん』に引き渡して拘束するって方法だったかもしれない。でも、それはやっぱり俺たちのやり方じゃないと思う。だからフィアが正解だよ」

「は、はい！」

　ぱっと表情を明るくする天使型バイオテスタ。

「あとは学園研究機関アカデミーか。運動部だったら朝練習があるから、京花もそろそろ登校してるはず。アイツいつも購こう買ばい部で焼きカレーパン買うのが日課みたいなもんだし」

「京花さんに報告ですか？」

「そこまで大げさな連れん絡らくはしないって。福音機関のことは話せないし。ただ、今日のところは俺もフィアも家で様子見してた方がいいだろ。その欠席の連絡だな。バイオテスタの研究施し設せつから要よう請せいがあって、レイレイと一いつ緒しよに行くってごまかすよ」

　取りだす認証ライセンス。

　通信機能を備えた精密機器の、その操作画面に触ふれようとした矢先──

「……なんだ？」

　指が触れるより先に認証ライセンスの画面が点灯。ミソラとフィアの見ている前で、そこに緊きん急きゆう情報を知らせる赤い文字が浮うかび上がった。




『緊急要よう請せい。第三衛星都市・第７区画──

　訓練施設にて原因不明の出火。暴走バイオテスタの目もく撃げき情報については現在確かく認にん中。

　情報収集および緊急時への待機として参集を求めます』




「ミソラ、この訓練施設って？」

「フィアも知ってる場所だよ。暴イ君ドの件の直前に、京花に話をしたくて夜中に行った場所があっただろ。あの一面真っ白な壁の建物」

　理装執行者シミユレーターの特とく殊しゆ養成施設。中セ央ン統ト合ラ樹ルでＮ因子適合施せ術じゆつを受けた者が、重反応加速アクセルをはじめとする能力を習得するまでの養成所だ。

「え!?　で、でも……あの場所、大火事になるような危険物なんて取り扱あつかってなかったですよね。それにバイオテスタの施設も、そんなの周りにありましたっけ……」

「ない」

　自らに言い聞かせる心地ここちでミソラは口にした。

「そもそもこの指令自体、おかしな点が多すぎる。認証ライセンスによる緊急参集指令の理由が、それこそキリシェみたいな放ほう浪ろう型か、そうじゃなくてもバイオテスタの暴走ならわかる。だけど肝かん心じんの目撃情報を確認中っていうのはどういうことなんだ……」

　暴走バイオテスタがいるかもしれない。

　ミソラの知るかぎり、そんな曖あい昧まいな緊急指令は通常ありえない。

　バイオテスタの暴走が体内のＮ因子化合物の蓄ちく積せきによるものと判明している以上、実験個体は徹てつ底てい管理がなされている。暴走個体が出現すればすぐにわかるはず。

　……暴走バイオテスタが確認できない。

　……もしもそれが、確認したくても確認できないような理由があるとしたら？

「ね、ねえミソラ？　あの……それが幻げん獣じゆうだったら……」

「俺も同じことを考えてた」

　我知らずのうち、握る拳こぶしには過か剰じようなほどの力がこめられていた。

　新約召しよう喚かんで顕けん現げんし、そして時間がたてば本来の世界へと還かえっていく幻獣たち。その姿を確認しようとしても既すでに還った後であれば何も証しよう拠こは残らない。

　まさに今の指令のような状況が起こりえる。

「フィア、今すぐ大急ぎでウチに戻もどってくれ。ディーネに言って、みんなと例の隠かくれ部屋に避ひ難なん。俺が戻るまで絶対に外に出ないこと」

「……ミソラは」

「これが福音機関の仕し業わざだとしたら、狙ねらいは俺かレイレイのあぶり出しだ。連中は、俺のことを理装執行者シミユレーターと思ってるはずだから」

　真天使フイオラミリスを宿したバイオテスタが第三衛星都市に隠れている。

　かくまっているのはミソラという理装執行者シミユレーター。

　この二つの情報を福音機関が得ているのであれば、理装執行者シミユレーターの施設を襲しゆう撃げきすることでミソラの情報が手に入ると考えるのは自然の成り行きだろう。

　……だけど正気か？

　……あの施設には何十人ていう理装執行者シミユレーターがいるんだぞ。

　襲撃したところで返り討うちに遭あう危険性の方が高い。それを承知での襲撃か、そもそも自分の懸け念ねんが杞き憂ゆうであるのか。

「俺が確かめに行くしかなさそうだからさ」

「……気をつけて」

　不安混じりの蒼の双眸でじっと見つめてくるフィア。

「行ってくる」

　ただ一言そう応え、ミソラは民家の連なる舗ほ装そう路を走りだした。
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「俺が何者であるか。目的が何であるか。問いただそうとはしないのか？」

「不ふ遜そんきわまりない侵しん入にゆう者──」

　黒塗りの鞘を地に投げすてる銀髪の少女。

　霜しもが降ったような白の長刀、その切っ先を目の前の男へと突つきつける。

「貴方あなたが何者であるか問いただすのは公安の職務です。妾わたしはただ、学園研究機関アカデミーの侵入者を排はい除じよする。それだけのこと」

「なるほど。その目、その意気、佇たたずまい。中々に小気味いい」

　対し、銀色の両りよう刃ば剣けんを水平に構える灰色の剣けん士し。

　その口元に不敵な笑えみをうかべたまま。

「福音機関より、銀の第一相イスカリオテディルネハイト」

「自ら身分を明かしますか」

「そう。ゆえに若き女剣士よ、……俺の期待を裏切ってくれるなよ！」

　咆ほう吼こう。

　と同時に、銀の第一相イスカリオテのまとう灰色のローブが勢いよく跳はね上がった。

「捌さばいてみせろ」

「元よりそのつもりです」

　交こう叉さする銀ぎん閃せん。

　甲かん高だかい金属同士の衝しよう突とつ音が学園研究機関アカデミーにこだまして、エリスと銀の第一相イスカリオテ、双そう方ほうの振ふり抜いた太た刀ちが、同時に互たがいの太刀によって弾はじかれた。

「っ！」

　漏もれる呼吸。銀の両刃剣と白しろ塗ぬりの長刀──互いの武器を握りしめたまま、ほぼ同時に体勢を立てなおす。

　銀の第一相イスカリオテが斜ななめ下から切り上げる一刀。

　切断されたエリスの銀ぎん髪ぱつが数本、風に踊おどるように宙を舞まう。その一方でエリス自身に傷はない。切っ先がかすめる刹せつ那な、あご先が地につくほどの低姿勢で身をかがめて剣けん先さきをくぐり抜けている。

「返します」

　横よこ薙なぎのエリスの一いち撃げき。常人にはその切っ先の軌き道どうを見切ることはおろか、彼女の腕うでが消失したようにしか映らないであろう超ちよう速そくの反はん撃げき。

　だがこれも、銀の第一相イスカリオテのローブの端をかすめて虚こ空くうを薙ないだだけ。

「やるものだ」

　虚空をわたり、音もなく後方へと着地する灰色の剣士。

「反応、速度だけではない。剣士として磨みがき上げた練度あってこその剣けん戟げき。日々の弛たゆまぬ修練が目に浮かぶ……と言ったところで、貴様はそれに浮かれる類たぐいではなさそうだが」

「生あい憎にくと。目指す地平はいまだ手の届かぬ先です」

「ますます愉ゆ快かいな娘むすめだな、貴様は」

　呼吸一つ乱した様子のない招かれざる者。その男の眼光を真っ正面から受けとめつつ、エリスは瞳ひとみにかかった横髪を手ではらった。

「逆に、妾わたしは不ふ愉ゆ快かいです」

「ほう？」

「今の貴方には違い和わ感かんしかない。いつまで茶番を続ける気ですか？」

「……え？」

　惚ほうけた表情でそう呟つぶやいたのは、はるか後方に控ひかえた義妹キヨウカだ。

「茶番？　エリスそれどういうこと!?」

「気づきませんか京花」

　銀の第一相イスカリオテが右手に握にぎる両刃剣。

　その剣つるぎへと、自らの白はく刃じんの切っ先を突きつけてエリスは続けた。

「さっさと剣を持ち替かえたらどうですか」

「ほう？」

「利きき腕でもない手で剣を振るい、妾わたしの力を推おし量ろうとするその浅ましさ。不愉快です。貴方がそのまま向かって来るというのであれば、妾わたしも一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく貴方を地に打ち倒たおすまで。実力を出さぬ前に敗れさるのを望みますか？」

「……それはご免めん被こうむりたいところだ」

　深みのある重低音の声こわ音ねにまじる、嬉き々きとした昂こう揚よう感。

　むしろ、その言葉を待っていた。

　まるでそう思わせるような笑みを口元に浮かべ。銀の第一相イスカリオテが空からの左手を振り下ろす。

　──ローブの袖そでから滑すべりおちるもう一本の両刃剣。

「なるほど。二刀流でしたか」

「恐おそろしい女だな。わずか一回斬きり結んだだけで見破られたなど、ここ数年記き憶おくにない。……素す晴ばらしき日だ。こうも愉快な武芸者と出会えるとは」

「その気になりましたか？」

「無礼を詫わびよう、異界の女剣士よ。これより尋じん常じように────────参る！」

　灰色の剣士が地を蹴ける。

　爆ばく発はつ音にも似た音の波が押し寄せてくるよりも先、銀の第一相イスカリオテの姿が舗装路を滑るように、無数の残像さえ生みながら接近してくる。

「幻げん影えいっ!?」

　後方から響ひびく京花の悲鳴。

　捉とらえられなかったのだ。極限まで加速した空間認にん識しき能力を持つ理装執行者シミユレーターの視覚でさえ、幾いく重えにも生じた残像から、銀の第一相イスカリオテの本体を見み極きわめることができなかった。

「凄すさまじい技量。ここまでの歩法は妾わたしも初めてです」

　ただ速いだけではない。

　京花、そしてエリスが目をみはったのは銀の第一相イスカリオテのその走法だ。

　両足の踏ふみこみによる緩かん急きゆうの振る舞いと、そして換歩による重心移動。時に直線的に、時に千鳥足のように揺ゆらめく走行が、剣士のまとう一切の装そう飾しよくなき外がい套とうと合わさることで、魔ま術じゆつめいた幻げん惑わく効果すら生みだす歩法へと昇しよう華かする。

　だが──

「此こ処こです」

　長刀を握るエリスの手がひるがえる。

　直後、甲高い金属音の炸さく裂れつとともに、銀の第一相イスカリオテの振りかざした剣が正面から打ち返された。

「そうだろう。貴様ならばこの程度の歩法、惑まどわされることなどあるまい」

　必殺の一撃を弾かれたはずの男の余よ裕ゆうは変わらない。

　弾かれた剣の衝しよう撃げきを膝ひざで受け流し、残る利き腕でもってエリスの死角から剣で薙ぐ。

　捌さばけない。そう察したエリスが一いつ瞬しゆん早く後方へと跳とび退のくものの、さらにそれを予測していた銀の第一相イスカリオテが瞬しゆん時じに距きよ離りをつめる。

「……執しつ拗ような」

「さて、貴様の剣一つで、どこまで受けきれる？」

　灰色の剣士が放つ一の太刀は、いずれもエリスの急所を狙いながら、彼女がそれを避よけるか弾き返すことまで前提のうえで放たれたものだ。

　一の太刀をエリスが捌く。

　その瞬しゆん間かんに生まれる隙すきに、二の太刀が尋常ならざる速度で迫せまってくる。

　──ゆえにエリスは退ひくしかない。

　──それを追いつめていく銀の第一相イスカリオテ。

　二度、三度、そんな一方的な攻こう防ぼう戦が流れるように繰くり返され、エリスの背中へと校門の壁かべが徐じよ々じよに近づいていく。

　窮きゆう地ち。

　固かた唾ずをのんで見守る京花の頰ほおを、緊きん張ちようの汗あせが伝っていく。

　そして。

「なるほど。理解しました」

　エリスがそう呟いたのは、その時だった。

「あなたは違う」

「……なに？」

「その剱つるぎ、断たちきらせて戴いただきます」

　静かに、だが確かな熱と力とをこめたエリスの宣言。

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの振り上げた長刀の切っ先が、銀の第一相イスカリオテが握る右の剣をはじき返し、高々と宙へと打ち上げた。

「女、いま何をした!?」

　今度こそ。

　驚きよう愕がくの感情を隠かくそうともせず、銀の第一相イスカリオテが吼ほえた。

「貴方の呼吸の継つぎ目めを理解した。それだけです」

　振り上げた剣を高速で手元に引き戻もどすエリス。

「白状しますが、困こん惑わくしていました。貴方の振るう二刀流の太刀筋すじ……いや、貴方自身の動きと呼吸が、妾わたしにとっては未知だったから」

「…………」

「貴方の強さは、妾わたしの知る世界中のどんな武術とも剣けん術じゆつとも違う。それが我流か、あるいは妾わたしのあずかり知らぬ流派の剣なのかはわかりません。ですが──」

　形勢が一転した瞬間だった。

　剣を弾かれた灰色の剣士が後退し、それを追ってエリスが前へと走り出る。

「一度見てしまえば、もうそれは妾わたしの知らぬ剣ではない」

「────くっ、ははっ！　この瞬まばたきほどの間に、俺の剣を解したというのか！　これは痛快だ！　異界の女が、まだ年とし端はもいかぬ小こ娘むすめであるお前が！」

「何が可お笑かしいのですか」

「愉たのしすぎる！　怜れい悧りを装よそおいながらも何と情熱的な剣を振るう女よ！　これが……これが歓わ喜らわずにいられるか。この場でなければいっそ求きゆう婚こんさえ願い出ていたところだ！」

「……っ!?……いま、何と言いました」

　鉄の女として知られる銀髪の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　そのエリスが、わずかに片かた眉まゆをつりあげた。

「敬意を以もつて答えよう。お前の推測は正しい。俺はこの世界と繫つながった並行世界の人間だ。お前が俺の剣にとまどったというのも頷うなずける」

「……並行世界？　どういうことですか」

「貴様はまだ、中セ央ン統ト合ラ樹ルの隠している真実を知らない。理装執行者シミユレーターである貴様は、中セ央ン統ト合ラ樹ルの都合のよい駒こまに過ぎぬということだ。そして何より──」

　跳ちよう躍やく。エリスに弾はじかれた剣を空中で摑つかみとる銀の第一相イスカリオテ。

　その手に握られた灰色の刀身から光があふれだす。

　──銀光。

　天上からの陽光でなければ、校舎からもれる照明の明かりを反射しているわけでもない。その輝かがやきは、刀身そのものから生まれたものだった。

「俺の新約召喚ちからを知らない」

　あふれた光が収束。髪の毛のように細かった光の糸が、空中で織り合わさって複雑な光の文様を描えがきだしていく。

「第二位『世界』開放」

　それは扉とびらにも似た光の円えん環かんだった。




　──『Rh/謳えs hec ele Selah世界の扉』──




　その眩まばゆい輝きから生まれたものは。

「新月刀シヤムシール？……面めん妖ような、どこからそんな大量の刀とう剣けんを!?」

　十一本から成る守護剣。

　薙なぎ刀なたのように長大なものからナイフ程度の小型剣まで、その大きさも形状も何一つとして同じものはない。

　それが銀の第一相イスカリオテの周囲を、まるで意志あるように宙で踊おどっているのだ。

　間近で見ているエリスですら、それらがどんな仕し掛かけで顕あらわれ、そして宙を飛行しているのか。その理り屈くつの片へん鱗りんすら理解できなかった。

　……物理的な手品？

　……いえ、とてもそうは思えない。だけど、どう説明しろというのですか。

「この剣たちは、いわば俺だけの貯蔵品ストツク。ただ俺に付きしたがうのみ。これがたとえば、一いつ斉せいに貴様に襲おそいかかるようなことはない」

「……では何だというのです」

「大したことではない。俺が十三刀流の使い手であるという、ただその証明だ」

「なっ!?」

「続きといこう。異世界の女剣士よ」

　宙を舞まう守護剣を無造作に摑み取る銀の第一相イスカリオテディルネハイト。

　右手には湾わん曲きよくした新月刀シヤムシール。

　左手には直すぐ刃はの大剣。

　エリスが身構えるより早く、灰色の剣士は動いていた。

「──くっ」

　長刀を握にぎったままエリスは真横へと跳んだ。

　正体不明の剣たちが浮ふ遊ゆうするカラクリがいまだに謎なぞ。さらにいえば、あの男が握る剣にどんな仕掛けがこめられているかも未知数だからだ。

「思考を巡めぐらせる余裕があるか？」

　右手の新月刀シヤムシールを高速で突つきだす灰色の剣士。

　それを受けるのではなく紙かみ一ひと重えでかわそうと反射的に身体からだを捻ひねる。その直後。

「痛つっ!?」

　エリスの脇わき腹ばらに、灼しやく熱ねつの炎ほのおを浴びたにも似た痛みが襲った。制服の生き地じが切り裂さかれ、そこに露ろ出しゆつした肌はだからしたたり落ちる鮮せん血けつ。

「しまっ……」

　攻こう撃げきを避けたはずが受けている。

　その理由は単純きわまりない。銀の第一相イスカリオテが右の新月刀シヤムシールと同時に、左手に握る直刃の大剣をも突きだしていたからだ。

　──刃の形状、大きさ。

　──剣の重み、そして射程。

　──そのすべてが異なる十三本の守護剣たち。

　射程の短い新月刀シヤムシールをかわすつもりで動いた結果、より長大な間合いをほこる大剣の刃がエリスの脇腹へとかすかに届いていたのだ。だが大剣の方に意識を割さいていた場合でも、複雑に曲がりくねった刀身の新月刀シヤムシールの軌き跡せきを捉えきれず、さらに深い傷を受けていたに違いない。

「傷一つ目」

「……それがどうかしましたか」

　血ち塗ぬられた大剣を弾きかえし、エリスは自ら銀の第一相イスカリオテへと距離を詰つめた。

　可逆生成パラダイムによって痛覚は制せい御ぎよできる。

　ここで痛みに吞のまれ、動きを止めれば状じよう況きようは悪化するのみ。

「痛みに怯ひるまぬか」

「あいにくと、生傷の絶えない任務に身をゆだねる者の宿命です」

「ならば思い出すことになる。身を抉えぐられる恐怖おそれをな」

　頭上から振ふり下ろされる新月刀シヤムシール。

　複雑な形状の刀身を持つ剣を、今度はエリスも避けずに受けとめ、はじき返さずに後方へと受け流す。

　同時、剣けん先さきから伝わる新月刀シヤムシールの重みが消えた。

「自ら剣を手放した!?」

「言っただろう。この十三本の剣、すべてが俺の武器であると」

　剣を受けとめられた瞬間、銀の第一相イスカリオテもまた動いていた。

　握っていた新月刀シヤムシールをあっさりと手放し、空になった手でもって宙を舞う戦輪チヤクラムを指先に挟はさみ、それを手首の返しだけで投とう擲てき。

　……避ける？

　……いえ、角度を調節すれば逆に足あし下もとへとはじき返せる。

　……ならばこの戦輪チヤクラムはむしろ好機？

　一いつ瞬しゆんの思考。

　それはエリスが見せた初めての逡しゆん巡じゆん。だがそのわずかな時間は、福音機関がほこる巡じゆん礼れい戦せん闘とう者にとっては十分すぎる空くう隙げきだった。

「エリス！」

　京花の絶ぜつ叫きよう。後方からの呼び声に我を取り戻した時には、視界を埋うめつくすほど近くに灰色の剣士が迫せまっていた。

「しまっ──」

「一手、誤ったな」

　エリスが反応するより先、超ちよう高こう速そくで迫る銀の第一相イスカリオテの大剣が振り上げられる。

　こだまする衝しよう突とつ音おん。

　硝子ガラスが擦すれ合う音にも似た耳みみ障ざわりな音の波が拡張していく中心に、立っていたのは学園研究機関アカデミーの制服を着た男子生徒だった。

「久く遠どうっ……!?」

「たまには汚お名めい返上ってね」

　黒くろ髪かみを短く切りそろえた、学生らしからぬほど鍛きたえぬかれた体たい軀くの男子。

　久遠真しん一いち郎ろう。

　エリスと同じ評議会に所属する三年生であり、学園研究機関アカデミーがほこる八名の理装執行者シミユレーターの一人。エリスや京花同様、『第二世代型』と呼ばれる固有能力の所持者でもある生徒だ。

　──『不ふ定てい性せい共きよう有ゆう物ぶつ質しつ』

　その彼が炭素同位体ダイヤモンドによって覆おおわれた右みぎ腕うででもって、銀の第一相イスカリオテの振り下ろした大剣を受けとめていた。

「……ぐっ……てめぇ、さっさとどきやがれ！」

　全力をこめた右腕でもって大剣の切っ先を押し返す久遠。

　それを前に。

「話に聞く第二可逆生成パラダイムとやらだな。腕の表面を鎧よろいと化す能力……といったところか」

　後方へと剣を押し返されながらも、灰色の剣士の声に変化はなかった。

　敵側に追加戦力。

　だが銀の第一相イスカリオテが見み据すえるのはあくまでエリスのみ。彼女のみが自分にとっての獲え物ものであり、彼女にしか興味もない。そんな雰ふん囲い気きだ。

「俺としたことが、もはや悪い癖くせだな」

　剣士がそう呟つぶやいたと同時、展開する守護剣たちが光の中へと還かえっていく。

「真天使フイオラミリスの居場所を吐はかせるつもりで来たはずが、つい目の前の相手に夢中になってしまったな。禰ネ鈴レからの連れん絡らくも無し……まあいい。これ以上の時間を浪ろう費ひして余計な相手が増えるのも興ざめだ」

「……意味がわかりかねますが」

　赤く染まった脇腹を押さえながら、眼前の剣士を睨にらみつけるエリス。

「一ひと度たびの猶ゆう予よをくれてやる。異世界の女剣士よ」

「猶予？」

「標的は二人。レイベルト・レイ・ラクシズ、そしてミソラ。この二人の居場所を吐くか、身を刻まれる痛みを再び味わうか決めておけ。お前と、後ろの赤毛の娘むすめの顔は覚えた。もはやこの施し設せつでなくとも、いつどこであろうとお前たち二人を追つい跡せきできる」

　背を向ける灰色の剣士。

　学園研究機関アカデミーに緊きん急きゆう警報が鳴りひびく中──

　エリスの返り血を浴びたローブを悠ゆう然ぜんとなびかせて、その男は学園研究機関アカデミーの敷しき地ちから姿を消した。




　　　　６




　第三衛星都市・第７区画──

　第三衛星都市でもっとも小さい区画であるとして知られている。民家は一つとして存在せず、かわりに広大な敷地を有した研究施設がいくつも並び立っている。

　その中の、さらに中心部。

　とりわけ巨きよ大だいで、さらに窓が一つもないという一種異様な雰囲気を醸かもしだすドーム形の建造物こそ、この第７区画で最も重要な施設であると言っても過言ではないだろう。

　理装執行者シミユレーター限定の特とく殊しゆ訓練施設。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルにおいてＮ因子施せ術じゆつを受けた者が、その能力を使いこなして理装執行者シミユレーターの資格を得るまでの訓練機関だ。アナスタシアから『方程式オムニス』を授さずかったミソラを除いては、京花そして無ゼロ級きゆうのエリスもかつてここに所属していた。

　それが──

「燃えてる……っ!?」

　ドームのそこかしこから噴ふき上がる炎と黒こく煙えん。敷地の立木も芝しば生ふも、豪ごうと猛たける炎にあおられ、その上空は無数の火の粉で赤く染まっていた。

「くそ、どういうことだよ！」

　降り注ぐ火の粉を手で払はらい落とし、ドーム入口へと駆かける。

　敷地に入る前から緊サ急イ警レ報ンが鳴りひびいているのは知っていた。だが心のどこかで、何かの間ま違ちがいであってほしいと信じていた。

　……引火するような薬やく剤ざいなんかないし、消火設備も揃そろってる。

　……何より、ここにいるのは全員が理装執行者シミユレーターか、その候補生だっていうのに。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか！　くそ、何があったんだ……」

　敷地の芝生に倒たおれている理装執行者シミユレーターたち。一人や二人ではない。

　そして、その人数はもちろんのこと、何よりミソラの目を引いたのは彼らの傷の具合だ。

　痛々しい火傷やけど。

　さらには強力な打だ撃げきを受けたと思おぼしき内出血の痣あざと、鋭えい利りな爪つめ痕あと。

　……偶ぐう然ぜんとは思えない。

　その火傷と打だ撲ぼくの痣を、自分ミソラはつい今朝方に見たばかりだ。そう、それはまるで──

「ネックザールと同じ？」




「みーつけた」




　ドームの入口。

　その周りを包むように燃えさかっていた炎が、突とつ如じよとしてはじけ飛んだ。

「お前っ……？」

「やっぱりここにいた。この施設を燃やせば出てくると思いましたわ。羽虫と同じ。眩まぶしい燭しよつ光こうに誘さそわれて飛んでくる。単純なんだから」

　宙を舞まう火の粉に彩いろどられた道を進んでくる銀ぎん髪ぱつの少女。

　……なんだ。

　……あの異様な恰かつ好こう……？

　頭には茨いばらの冠かんむりを戴いただき、その首には金属製の棘とげが何本もついた奇き妙みような首輪。両手は十字型の手て錠じようによって拘こう束そくされ、足首にもまた棘つきの鎖くさりが繫つながっている。

　まるで虜りよ囚しゆう。だが何より奇妙な光景は、そんな少女の両りよう肩かたから肘ひじにかけて、そして両りよう膝ひざから足首にまで巻かれた血染めの包帯だ。

「その服。その左ひだり腕うでにつけた腕うで輪わ……そう、あなたがミソラですわね」

　かたく閉とざされた瞼まぶた。

　本来なら視界の一いつ切さいが閉ざされたはずの彼女が、まるで目を開けているのと遜そん色しよくなく、正確にミソラの腕輪を指さしてみせる。

「……あいにく、俺はアンタに見覚えないんだけどな」

「そうね。でも禰ネ鈴レはあなたのことを知っています。お兄様から教えてもらったから」

「お兄様？」

「そう。あんまりネックザールお兄様が使えないんだもん。だから禰ネ鈴レが、あなたとフィオラミリスを捕つかまえに来ましたわ」

「ネックザールの妹!?　お前が!?」

　驚きよう愕がくとも衝しよう撃げきともつかぬ声が、喉のどの奥から吹ふき上がった。

　青の第三相ネツクザールに妹がいたという事実自体に驚おどろいたのではない。その銀髪も、そして双そう眸ぼうを堅かたく閉ざしているという特とく徴ちようも共通している。

　……ここで倒れてる理装執行者シミユレーターたちの負傷は火傷と打撲。

　……それをやったのがコイツなのは状じよう況きよう的に見て間違いないはずなんだ。

　だとすれば。

　ネックザールがこの理装執行者シミユレーターたちと同じ傷を負っていた。その傷の意味は。

「お前、まさか自分の兄を……」

「赤の第二相──禰ネ鈴レ・Ｏ・イスカ。それでね、禰ネ鈴レはとっても強いのです。あんなに弱いお兄様とは違ちがうんだから」

　舞い落ちる火の粉を、愛めでるように受けとめる少女。

　その火の粉が、彼女の掌てのひらで一瞬にして巨大な火球へとふくれあがった。




「さあ、赤の大だい特とく異い点てんの前にひれ伏ふしなさい」




　少女の言葉に応じるかのごとく天へと昇のぼり、そして急降下してくる火球。

「赤の新約召しよう喚かん。それでこの炎ほのおか……！」

　斜ななめ上空から降ってくる火球の軌き道どうを読んで身をかがめる。

　一いつ瞬しゆん後、すぐ頭上を通過して後方へと炎が着ちやく弾だんし、爆ばく風ふうを吹き上げた。さらに地上の芝しば生ふと立木をも巻きこんで巨大な炎の柱をつくりだす。

「……これが炎の正体か」

　施設をたった一人で襲しゆう撃げきし、炎えん上じようさせた能力の正体はこれで摑つかめた。

　だが肝かん心じんの幻げん獣じゆうは？

「見たい？　なら見せてあげますわ。禰ネ鈴レの可愛かわいい幻獣たち」

　クスッ、と冷たい笑えみを浮うかべる銀髪の少女。

「でも実はとっくに召喚してたりして」

「なに？」

「おいで赤獅子マンテイコア。ミソラが待ちくたびれています」

　炎が、弾はじけとんだ。

　火球から燃え上がった炎の柱が、まるで硝子ガラスが割れるように千々の火の粉となって消えていく。そこから飛びだしてきたものは、灼しやく熱ねつ色の毛並みをもった巨大な獅し子し。

　金色の瞳ひとみに、尻尾しつぽの先にも小さな炎が宿っている。

「赤獅子マンテイコア!?」

　幻げん想そう種。

　獅子の姿ではあるが、その身体からだが炎に包まれていることから、区分としては獣種よりもむしろ妖よう精せい型や精せい霊れい型バイオテスタに近いとされる個体だ。しかし、ＳＩＲＥＮサイレンにおいて製造計画が練られるも、いまだ製造に成功したという話は聞いていない。

　ミソラにとっても未体験となる相手だ。

　……だけど、何だこのバカげた巨きよ体たい。

　……四つ足の状態で俺よりデカいなんて。体高だけで二メートル近い？

　体長三メートルのライオンでさえ、四つ足で立っている時の高さは一メートル程度。

　だがこの赤獅子マンテイコアはどうだ。

　その四つ足の状態でも、優にミソラを見下ろせるほど桁けた違ちがいに大きい。

　一番近いイメージを挙げろと言われれば、暴イ君ド。あの黒き三頭獣キマイラと対たい峙じした時に感じた重圧感と緊きん張ちようが否いや応おうなく記き憶おくの淵ふちからわき上がってくる。

『────』

　真しん紅くの獣、それが芝しばに足あし跡あとを残して大地を蹴けった。

　まるで炎の塊かたまりが押し寄せてくるかのごとく。その地面にある芝を炎上させながら、猛もう烈れつな速度で突とつ進しんしてくる。

「速っ!?」

　重反応加速アクセルで加速したミソラの反応でさえ、赤獅子マンテイコアが地を蹴った瞬しゆん間かん、そのあまりの加速に一瞬姿を見失いかけた。

　地を蹴った瞬間には、十メートル近くあった彼ひ我がの距きよ離りが零ゼロになっている。

「くっ……」

　間に合うか？

　胸にこみあげる不安を押さえつけ、迫せまる赤の巨体へと拳こぶしを突つき上げる。

　交こう叉さ。

　赤獅子マンテイコアの爪つめが首筋をかすめていくと同時に、ミソラもまた、赤き幻獣が飛びかかってきた瞬間にその下をくぐり抜ぬけ、真上にある腹部めがけて拳をつきあげた。

　その結果が、どちらも被ひ弾だんなし。

　互たがいの拳と爪が交叉した刹せつ那な、ミソラが加速すると同時に赤獅子マンテイコアもまた空中で身体を旋せん回かいさせて攻こう撃げきを回かい避ひしたのだ。

　にもかかわらず、苦く悶もんの声を上げたのはミソラの方だった。

「熱つっ。飛び火か!?」

　拳はふれていなかった。

　だが上着の肩かた口ぐちがわずかに赤獅子マンテイコアの毛並みに触ふれた途と端たん、耐たい火か性の化学繊せん維いで編まれているはずの上着が一瞬にして黒く焦こげ落ちた。

　……なんて体温だ。

　……真っ赤な毛並みが、そのまま炎みたいに熱いっていうのか。

　拳で殴なぐればたちどころに皮ひ膚ふが焼けただれるだろう。

　しかもあの突進速度だ。どんなに速く反応しても無傷で避よけ続けるのは至難。身体の一部分でも赤獅子マンテイコアに触れた途端、大火傷になる。

「これが本物の──」

「あら？　だめですよ、禰ネ鈴レのこと忘れないで」

　対峙するミソラと幻獣。

　そこに割って入ったのは、無防備なまでに悠ゆう々ゆうと近づいてくる銀髪の少女だった。

「赤獅子マンテイコア、いい子ね。そのまま動きを止めておいて」

　縛いましめられた両手を持ち上げ、その指先を自らの肩口に突きたてる赤の第二相。

　そして。

「あはっ！　ははははっ！」

　壊こわれた笑い声を響ひびかせて──

　福音機関の少女は、鋭利な刃やいばを思わせる金属製の付け爪スカルプチユアを、自らの肩に突き刺さした。

「……なっ!?　なにやってんだよアンタ!?」

「何って、これが禰ネ鈴レの触しよく媒ばいですし」

　掌に付着した鮮せん血けつ。

　肩からあふれ出る真っ赤な液体を見せつけるように両手を差しだす禰ネ鈴レ。

「第三位『波動』開放」

　少女の手に付着した血が、さながら紅玉ルビーのように輝かがやいて強きよう烈れつな光を放ちだす。

　生まれる一ひと欠片かけらの炎。

　ミソラの見ている前で、それが虚こ空くうで渦うずを巻きながらみるみる肥大化。さらに宙を漂ただよっていた火の粉をも巻きこんで巨きよ大だいな炎の壁かべとして顕けん現げんした。

「──始まりに炎あり」

　波は紋もんのごとく拡張する炎の奔ほん流りゆう。

　ふくれあがった炎の壁が、赤獅子マンテイコアごとミソラを吞のみこんだ。

「ぐっ……痛つぅっ……！」

「あれ、意識が残ってる？　お兄様みたいに青の新約召喚で炎を防げるわけでもないのに」
















「……そう簡単にぶっ倒たおれてたまるかよ」

　ぶすぶすと黒い煤すすが制服のそこかしこから空へと昇のぼっていく。全身に軽い火傷やけどを負いながらも、ミソラは禰ネ鈴レから遥はるかに離はなれた距離で彼女を睨にらみつけていた。

　炎の奔流の射程外。

　あと一いつ瞬しゆん逃にげることに躊ちゆう躇ちよしていれば、あの業ごう火かに包まれていただろう。

　──本命は赤獅子マンテイコアじゃなかった。

　──幻獣はあくまで標的を足止めする役で、その隙すきをついて禰ネ鈴レが炎で仕留める。

　どうする。

　先に、相打ち覚かく悟ごで赤獅子マンテイコアを倒しにかかるか？

「……だけど幻獣相手に意識を集中すれば、それこそ禰ネ鈴レの次の攻撃をかわせなくなる。さあどうしよう？　なんて考えていませんか？」

「お見通しってか」

「でも残念。だって禰鈴の幻獣のなかで、その子は一番弱い子だから」

「なっ!?」

　今度こそ、ミソラは何一つとして言葉を言い返せなかった。

　これだけの巨体と俊しゆん敏びん性。重反応加速アクセルで加速した自分の攻撃がかすりもせず、一瞬にして衣服を炭化させるほどの高熱を帯びた赤獅子マンテイコアが……一番弱い？

「おいで炎翼竜ドレイク」

　禰ネ鈴レの背後で燃えさかる炎が、蠢うごめいた。紅ぐ蓮れんの業火のなか、その奥から何かが這はい上がるようにゆっくりと空へと浮ふ上じようしていく。

「竜りゆう！」

「炎翼竜ドレイクです。このドームにいた理装執行者シミユレーター、ぜんぶこの子が片付けてくれたの。禰ネ鈴レの自じ慢まんの子なんだから」

　大空を悠ゆう然ぜんと羽ばたく真紅の竜。

　その巨大な口からこぼれる強烈な光。赤獅子マンテイコアがその体表に高熱を宿した幻獣ならば、頭上の竜は体内に炎を宿した個体なのだろう。

　……しかも位置が高すぎる。

　……とてもじゃないけど拳なんて届かない。

　地上ではミソラを牽けん制せいする赤獅子マンテイコア、上空にはミソラの死角を狙ねらう炎翼竜ドレイク。

　この二体を倒さない限り禰ネ鈴レには近づけない。しかし厄やつ介かいな点が、この二体をミソラが相手どっている隙に、禰ネ鈴レがさらに新たな幻獣を召喚できてしまうということだ。

「どう？　禰ネ鈴レの幻獣は強いでしょう？」

　さらに一体。

　自分の横に、新たな赤獅子マンテイコアを召喚してみせる赤の第二相。

　その触媒とした血が足あし下もとの芝しば生ふを赤く染めているのを見下ろし、少女の歪ゆがんだ微び笑しようがますます禍まが々まがしいものとなる。

「これが新約召しよう喚かんの特異点。そして禰ネ鈴レは、それを従える大だい特とく異い点てん」

「……大だい特とく異い点てん？」

「そう。規格外の幻獣たち。あらゆる規則と基準の適用を許さない。この子たちの強さは、一体一体がすべて真獣に匹ひつ敵てきする」

「真獣に!?　そんなことが……」

「お兄様から、あなたが幻獣たちを逆召喚できる能力を持っていることは聞いているわ。でもね、禰ネ鈴レの召喚を止められなかった時点であなたの負け」

　宙を滑かつ空くうする炎翼竜ドレイクに、赤獅子マンテイコア二体。

　いずれもが、かつてネックザールの召喚した大氷狼フエンリルにも匹敵する威い圧あつ感かん。召喚士ネレに近づきたくても、この強力無比なる幻獣たちがその接近を許さない。

　さらに禰ネ鈴レの前には、天をも焦こがす勢いの業火が立ちはだかっている。

「ほら、禰ネ鈴レは強いでしょう？　こうして立派に赤の大特異点になれたもん」

　拘こう束そく具ぐつきの両手を空へと伸のばす少女。

　何かを求めるように。

　ここにない何かに縋すがるように、その声は孤こ独どくに渇かわききっていた。

「すべてはお兄様のために……ねえ、これなら褒ほめてくれますよねお兄様。禰ネ鈴レの大好きなネックザールお兄様……褒めて。ねえ、褒めてくださいお兄様……お兄様……お兄様…………ネ、禰ネ鈴レは、はは……禰ネ鈴レ……は………………」

「禰ネ鈴レ？」

　まるで自分のことなど眼中にない。真天使フイオラミリスの奪だつ回かいという目的すら忘れてしまったかのように、延々とネックザールの名を呼び続ける少女。

「お、おい禰ネ鈴レ！　アンタいったい……」




「撤てつ退たいだ。赤の第二相」




　鋭えい利りな刃を想おもわせる声。

　その男は唐とう突とつに、ミソラと禰ネ鈴レの間に立ちふさがるように現れた。

　燃えさかる炎ほのお。三体の幻げん獣じゆう。そして最後に、その幻獣たちと対峙する自分ミソラを眺ながめまわし、灰色の剣けん士しは呆あきれまじりの口調で呟つぶやいた。

「速すみやかに標的を確保しろ、そう告げたはずだが」

「……標的の、想定外の抵てい抗こうがありました」

　男の登場とともに、禰ネ鈴レの奇き妙みような独り言もまたぴたりと止まる。

「ならば退ひく。標的は確かく認にんできた。ここで時間を浪ろう費ひして中セ央ン統ト合ラ樹ルの追つい跡せきを受けるより、頃ころ合あいを見計らって出直せばいいだけのこと」

「わかりましたわ」

　器用に指を打ち鳴らす禰ネ鈴レ。彼女の指令を受けて、召喚されていた幻獣たちが光に包まれて消えていく。

「では行くぞ」

「おい、待てよ！　お前たちは──」

　背を向けようとする灰色の男に向かって、ミソラは声を張り上げた。

　赤の第二相と名乗った禰ネ鈴レ。

　そして彼女と対等以上の立場で会話する灰色の剣士。

　どちらも福音機関からの刺し客かくであることは間ま違ちがいないが、ミソラが気に掛かけたのはその襲しゆう撃げき方法だ。あくまでミソラのみを狙っていたネックザールと、あまりにやり口が異なりすぎている。

「何者かとでも聞く気か？」

「……ネックザールの仲間ってわけか」

　ミソラの言葉に対し。

　灰色のローブを羽織った男の応こたえは、冷笑だった。

「あの役立たずと一いつ緒しよにしてもらっては困る。だが結果的には僥ぎよう倖こうだったな。奴やつのおかげで、あの女剣士と一戦交えられたのは愉ゆ快かいだった」

「……どういうことだ」

「さあな。貴様はただ、真天使フイオラミリスを明け渡わたす用意をしておくがいい。それだけだ」

　きびすを返す灰色の男。

　それに続いて、壊れた微笑を残して禰ネ鈴レもまた背を向ける。

「待て！　お前ら──」

「禰ネ鈴レを追いかける気？　その前に、倒れてる理装執行者そのひとたちを助けてあげないのですか？」

　ふり向きもせずに告げる赤の第二相。

「……お前っ」

「心配しなくても、禰ネ鈴レはまた会いに行きますわ。たとえあなたが望まなくてもね」

　歌うようにそう言い残し。

　福音機関の刺客二人は、ミソラの前から姿を消した。







　　　フェーズ３　「観察者」







　中セ央ン統ト合ラ樹ル──

　それは、ここ『次世代新生物統合研究特区（ＳＩＲＥＮサイレン）』におけるバイオテスタ工学研究の中ちゆう枢すうであり、さらには四大衛星都市を含ふくめた特区のあらゆる統制権を大陸政府から委任された全権統とう轄かつ機関だ。

　いや、もはや大陸政府からもなかば独立した権力を持ちつつある。

　そう表だって発言する学識者も少なくない。中セ央ン統ト合ラ樹ルにおけるバイオテスタ工学の権けん威いと研究深度は、それほどまでに大陸の研究機関を上回っている。

　天を衝つく大樹。

　巨きよ大だいな塔とうである建造物が、そのまま中セ央ン統ト合ラ樹ルの組織でもある。

　その北ブロック『統合研究府』。ＳＩＲＥＮサイレンにおける最高頭脳たる研究者たちが集められ、新たなバイオテスタの創造にとり組んでいる。

　そんな巨大建造物の最上階の、すぐ一つ下の階層で──

「……気に入らないわね」

　そう口にしたのは、漆しつ黒こくのコートを羽織った女性だった。

　艶つやめく濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつに、怜れい悧りながらもどこか物もの憂うげな双そう眸ぼう。彫ほりの深い端たん整せいな面おも立だちでありながらも、その全身から滲にじませる空気は、容易に話しかけることすら憚はばかられる威圧感に満ちている。

　そんな彼女が通路の壁かべに身をあずけ、前を歩いてくる男をじっと睨にらみつけていた。

「話は通していないはず」

「というと？」

「なぜ今日このタイミングで、私が来ることを予見できたのかしら」

　彼女が見つめる先は、白衣の男が手にした珈琲コーヒーカップだ。

　そこから立ち上る芳ほう香こうは、たったいま煎いれたばかりと思おぼしき珈琲。そっと香かおる甘い匂においは、そこにスプーン一いつ杯ぱい分の蜂はち蜜みつが入っているからだろう。

　──彼女の好む飲料と。

　──彼女だけの飲み方。

　彼女が今この瞬しゆん間かんに訪おとずれることを知っていなければ、こうも入念な出で迎むかえの用意などできるわけがない。

「私が『こちら側』へ向かう決定を下したのは二日前。話を通しているのは銀の第一相イスカリオテと赤の第二相の二人だけ。その二人も、私が中セ央ン統ト合ラ樹ルを訪れる時間帯までは伝えてない。なのに、あなたはどうして私の情報を知っているの？」

　湯気だつ珈琲カップ。

　彼女のために用意された珈琲は、彼女が訪れる時間を完かん璧ぺきに把は握あくしていなければ用意できない代しろ物ものだ。

「どういうことかしら、『観察者』エルベルト」

「大したことじゃないよ。何となくそんな気がした。それだけのことだから」

　くすっと、どこか子供めいた笑えみをうかべる研究者。

　まだ若い。二十代の前半から中なか頃ごろ。背せ丈たけは男性のちょうど平均ほどだろう。鍛きたえぬいた体格というわけでなく、かといって研究室に籠こもりがちな研究者に見られる貧ひん相そうな体型というわけでもない。

　そんな彼の──

　たった一つ際きわだった外見的特とく徴ちようが、その煌きらめく蒼そう髪はつだった。

　瑠璃ラピスラズリのように蒼あおめいた輝かがやきを帯びた髪。あらゆる天上の蒼そう穹きゆうよりも深く、あらゆる大海の色よりも瑞みず々みずしい色味。

「それと、ここでは研究主任という名目だから。『観察者』なんていう仰ぎよう々ぎようしい役やく柄がらも、実はそれほど気に入ってはいないんだ。そう、キミが黒の第一相イスカリオテと呼ばれるのを毛け嫌ぎらいしているのと同じように」

「わかっていて、なお口にするのは私に対するあてつけかしら？」

「まさか。本名のミスティシアの方で呼ぶことは重々承知だよ。僕が何かを忘れることがあると思うかい？」

　肩かたをすくめる研究者エルベルト。

　その出身、過去の素す性じようの一いつ切さいが不明。ただ一つ明白であることは、この若き研究者こそが中セ央ン統ト合ラ樹ルを代表する最高頭脳であるということのみ。

　そしてその正体は、福音機関が中セ央ン統ト合ラ樹ルに潜もぐりこませた偵てい察さつ要員。

　──というのが福音機関側の認識だろう。

　──だが果たして、この男は本当に福音機関側の人間なのか？

　黒の第一相イスカリオテと呼ばれる彼女・ミスティシアをしていまだに確信が持てずにいる。

　それがこの観察者エルベルト。

　福音機関が求める『真の赤き実のなる大樹ネクサス』の封ふう印いん場所を、唯ゆい一いつ完かん璧ぺきに把握していると言われる人間だ。

「まあいいわ、私がここに来た理由も省く。どうせわかってるんでしょ」

「『新約計画』の状じよう況きよう確かく認にんならば、今のところ順調と言える」

　手にしたティーカップを、休きゆう憩けい所のテーブルに載のせるエルベルト。

「以前に、これはキミを含めた福音機関の幹部には伝えた内容だけど。そもそも世界連結を引き起こした『ネクサス事象』は、真天使フィオラミリスが『真の赤き実のなる大樹ネクサス』を縛いましめるために発動させたものだ。並行する二世界を連結させての拘こう束そく。二つの並行世界で『真の赤き実のなる大樹ネクサス』を挟はさみこんで封ふうじこめたわけだ」

「一方で、その真天使の拘束から脱だつ出しゆつするための策として、『真の赤き実のなる大樹ネクサス』が人間に与あたえたものが新約召しよう喚かん。あなたはそう言った」

「覚えてもらえていて何より。そう、新約召喚とはフィオラミリスの封印を破るための術式。並行世界から幻げん獣じゆうたちを召喚するのに必要な扉とびらを開く行こう為いが、そのまま真天使の封印に『傷きず痕あと』をつける行為になるわけだ」

　新約召喚を使えば使うほど『世界の傷痕』は拡大。

　その結果、並行世界側からの力がＳＩＲＥＮサイレン世界へと流入する。

　真天使フィオラミリスが『真の赤き実のなる大樹ネクサス』を封印した世界の空くう隙げきにも、少しずつ綻ほころびが生じていくことになる。

「新約召喚は、『真の赤き実のなる大樹ネクサス』が封印から抜ぬけだすための力……」

「そう思ってくれて構わない。自分が世界の狭はざ間まに監かん禁きんされて動けないのなら、その外部──つまり並行世界に存在する他者に力をわけ与え、その者たちに扉を開けさせればいい。それが世界の傷痕を拡ひろげるということ。『真の赤き実のなる大樹ネクサス』が人間のために用意した果実。それが新約召喚ということさ」

　植物は動けない。

　ゆえに自らが繁はん栄えいするために選んだ共存相手がミツバチであり、鳥類だ。

　植物は甘い蜜みつをミツバチに、甘い果実を鳥類のために生産する。それを求めたミツバチによって受粉し、あるいは鳥類によって種子が遠方に運ばれていく。

　──そして『真の赤き実のなる大樹ネクサス』もまた用意した。

　──新約召喚という究極の果実を。

「福音機関としては、このまま世界の傷痕の拡張を待てばいい。そしてその傷痕の拡張は、新約召喚を使えば使うほど加速していくと？」

「そういうことになるね」

　気楽な様子で首しゆ肯こうするエルベルト。

　この男がここ中セ央ン統ト合ラ樹ルで何を研究しているのかは黒の第一相ミステイシアも知らないし、聞こうとも思わない。ただ一つわかっている事実としては、この男の目的の一つが「真の赤き実のなる大樹ネクサスの成長を観察する」ということ。

「そういえば、銀の第一相イスカリオテと赤の第二相が真天使フイオラミリスの捕ほ獲かくに来てるんだっけ？」

「ええ。今回の目的は二つあるわ」

　研究主任を睨みつけるように観察しながら、黒の第一相ミステイシアはうなずいた。

「一つは真天使フイオラミリスの捕獲。そしてもう一つが、新約召喚で『世界の傷痕』を拡げること。そのためにわざわざ赤の第二相を招集させたんだから」

「赤の大だい特とく異い点てんか。人選としては的確だ。大特異点による新約召喚は、通常の召喚よりもはるかに『傷痕』の拡張効果が大きい。『真の赤き実のなる大樹ネクサス』の覚かく醒せいを促うながすのに、あの娘むすめほど適した役割の召喚士はいないだろう。……ただ、やはり最優先事じ項こうは真天使フイオラミリスの確保ということを忘れずに」

　まるで独り言。

　白しろ塗ぬりの天てん井じようを見つめるエルベルトの口からこぼれる微かすかな吐と息いき。

「フィオラミリスは、並行世界側の力の調和そのものを司つかさどる神性幻げん想そう種。あの天使だけが、『真の赤き実のなる大樹ネクサス』を封印する力を持っている。このままアレを野放しにしておくのも、まだ一応の不安要素ではあるだろう」

「…………」

「おや？　どうしたんだい、そんな不ふ機き嫌げんそうな表情で」

「納なつ得とくいかないわね」

　あくまで空とぼけた表情の研究主任を正面から見み据すえ、黒の第一相ミステイシアはそう吐はき捨てた。

「何の心境の変化かしら」

「何がだい？」

「なぜ、今まで福音機関にも黙だまっていた秘密を、ここにきて教える気になったのかしら」

　新約召喚の起源。

　それは並行世界側の人間が、血ち眼まなこになって研究していたものだ。福音機関とて例外ではない。新約召喚が『真の赤き実のなる大樹ネクサス』によって与あたえられた能力であることも、エルベルトの口から発せられなければ今も謎なぞに包まれていたままだっただろう。

　──そして問題は、この男がいつからソレを知っていたのか。

　──なぜ、知っていながら福音機関にも黙っていたのか。

　より早い段階で新約召喚の起源を公表していれば、福音機関もそれに応じて計画を練ることができていたはずなのに。

「あなたが情報を出し惜おしみしたせいで、福音機関の計画は最低でも一年は出で遅おくれたわ。新約召喚を人間に与えた『真の赤き実のなる大樹ネクサス』を覚醒させ、そして福音機関がソレを支配して手中に収めれば、福音機関の有する新約召喚の力はかつてない高次元のものへと進化する。そう言ったのはあなただったはず」

「情報の確認には時間がかかる。新約召喚の起源となれば、間ま違ちがった情報を伝えるわけにもいかないからね」

「……それが建前だとして、本音は？」

「ただの気まぐれかな」

　研究衣のポケットに両手を入れたままの観察者の返事は、一いつ切さいの感情というものを感じさせない空っぽの微び苦く笑しようだった。

「まあいいじゃない。結果的にうまく事が進んでいるのであれば。それとも他ほかに気になることでもあるのかい？」

「もう一つ」

　湯気だつ珈琲カップの縁ふちに、華きや奢しやな指先でそっと触ふれながら。

「ナザリエル・舜しゆん・イフ・カミウという名前に聞き覚えはあるかしら」

「へえ？」

　エルベルト──そう名乗っていた研究主任が、わずかに唇くちびるをつりあげた。今までどこか人を見下した感のあった口調が、わずかに抑よく揚ようを帯びたものへと変わる。

「驚おどろいた。どこで僕の本名を手に入れたのか気になるね」

「──あまり福音機関を舐なめない方がいい」

　研究主任の額ひたいへと突つきつけられる漆しつ黒こくの片かた手て銃じゆう。

　銀の第一相イスカリオテの「銀」が、その極きわまった剣けんの銀ぎん閃せんから由来するのと同じように。

　黒の第一相イスカリオテの「黒」もまた、その漆黒の銃に由来する。

「舐めるというと？」

「確かに今の話に噓うそはないでしょうね。だけどまだ、お前は福音機関にも隠かくしていることがある。そうでしょう。今の本名のように」

「これは心外だね。まるで僕が何かを企たくらんでいるように聞こえるけれど」

　言葉とは裏腹に。

　銃を突きつけられてなお、研究主任の口調はむしろ楽しげだった。

　──それでいい。

　喩たとえるならば、まるで盤ばん上じようの遊ゆう戯ぎに興じる際の昂こう揚ようを感じさせる声こわ音ねで。

「僕はそんなに信用ない？」

「いいえ、これは私の勘かん。あいにく男って生き物を信用する気にはなれないの」

　握にぎる銃じゆう把は。

　その指先に引っかけた引き金を、銃じゆう弾だんが放たれる寸前まで押しこめる。

「覚えておきなさい。もしも福音機関を裏切るようであれば──」

「裏切りか。そんな容疑者止まりの僕より先に、明確な裏切り者であるレイベルトを捜さがす。それがキミの目的じゃなかったかな？　キミの元相方のね」

「……腹立たしい男」

　黒の口紅ルージユに彩いろどられた黒の第一相ミステイシアの唇から、嘆たん息そくに似た吐息がこぼれる。

　突きつけていた銃をコートの内側へ。

「レイベルトの居場所、教えなくていいのかい？」

「言ったら、それこそ額に風穴開けるわよ。……私が自分で追いかけて探しだす。それが楽しみでこの世界に来たんだから」

　きびすを返す。

　用意された珈琲コーヒーには一度として口をつけぬまま、黒の第一相ミステイシアは中セ央ン統ト合ラ樹ルを後にした。




　たった一人その場に残されて──

「なるほど。珈琲の挽ひき具合が好みじゃなかったか。良い豆を挽いて良い器うつわにそそぐだけでは不十分。……やはり、研究対象外のものは上う手まくいかないな」

　テーブルに置かれた珈琲カップを一いち瞥べつし、白衣の研究者はそう呟つぶやいた。

「まあ、どうでもいいことだけど」







　　　フェーズ４　「兄妹きようだい」
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　第二衛星都市『蒼そう河が』──

　別名、水の都。

　その名のとおり都市内に何本もの川や水路が走っていて、観覧船やゴンドラによる都市観光にも力を入れている都市だ。

　豊富な水資源を利用した水すい棲せいバイオテスタの開発が顕けん著ちよで、観覧船から川を覗のぞきこめば、教育中のバイオテスタが水中を泳ぐ姿を観察することができる。

「ねえミソラ！　あそこの水路、お魚さんがたくさん泳いでます！」

「水質環かん境きよう実験の水路だろ。昔はその川も汚よごれまくってたんだけど、今じゃ子供も泳げるくらいに綺き麗れいになったんだとか。それより、水路に近づいて落ちるなよ」

　高層ビルが建ちならぶ道路の端はしを歩くフィア。

　そんな彼女を、ミソラは歩道の真ん中から手招きして呼びよせた。

　……第二衛星都市か。

　……直近だと、キリシェが第三衛星都市に来る前にいたのもここだったよな。

　ミソラ自身は、この都市を訪おとずれるのは実に半年ぶりだ。

　第三衛星都市『碧へき陽よう』と『蒼そう河が』は昔から親交が深い。両都市の学園研究機関アカデミーで交流会が開かれて、その時にクラスメイトと一いつ緒しよにここへ来た覚えがある。

「まあ、近いってのはありがたいけどな」

「第二衛星都市に入るまで、ウチから歩いて二十分くらいでしたもんね」

　ミソラの自宅がある場所から、区界となる川に沿って北へ歩いていけば検問所。あとは学園研究機関アカデミーの学生証を提示しての身分確かく認にんだ。

「でもいくら近いって言ったって急がないと。レイレイを待たせてるし」

「この近くで待ち合わせですか」

「そう。レイレイから連れん絡らくもらった感じだと、この先のビルを曲がった先だったはず」

　両りよう脇わきを水路に挟はさまれた歩道を進んでいく。

　網あみ目め状に走る水路と、その隙すき間まを縫ぬうようにしてそびえ立つ高層ビル群。『蒼そう河が』ならではの風景を横目に、フィアを連れて早足気味に歩いていって──

「時間どおりだな」

「時間厳守って言ったのレイレイだろ」

　バイオテスタ研究施し設せつ。

　その広大な敷しき地ちを囲むコンクリート壁へきの前に、黒の理装執行者シミユレーターが立っていた。

「赤の第二相の襲しゆう撃げきに出くわしたか。よく無事だったと言っておく」

「これのどこが無事だよ」

　暢のん気きともとれる口調のレイベルトに、ミソラは炭化した上着の袖そでを突きだしてみせた。

　赤の第二相・禰ネ鈴レ。

　彼女が召しよう喚かんした赤獅子マンテイコア、そして彼女が召喚した業ごう火かに煽あおられた時のものだ。上着だけでなく、掌てのひらの表面や頰ほおなども軽い火傷やけどの痕あとができている。

「無事か無事でないかの範はん疇ちゆうで括くくるなら、十分すぎるほど無事だ」

「レイレイは知ってるのか？」

「直接の面識はない。だが前に言ったとおり福音機関の第二相、そして第一相イスカリオテはどいつも別格の怪かい物ぶつだ」

　小声でそう答えるや、つま先を研究施設へと向けるレイベルト。彼に促うながされるままミソラも施設の入口へと歩いていって──

「や、久しぶり」

「ネオリエ？」

　入口に立っていた女性が、自分たちに気づくなり陽気に手をふってきた。

　ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。

　外側にカールした濃のう緑りよく色しよくの髪かみに、赤みを帯びた黄の双そう眸ぼう。

　皺しわ一つない白のシャツに、清せい楚そな印象を与あたえるスカートに黒のショートヒール。その第三ボタンまで胸むな元もとのシャツを開いた大だい胆たんな姿をのぞけば、大だい企き業ぎようの事務員オフイスレデイと言われても何ら違い和わ感かんのない恰かつ好こうだ。

　暴イ君ドの一件で、ミソラが知り合った『見えざる烙らく印いん』の一員。もとは並行世界の出身で、彼女もまた緑の新約召喚の使い手である。

「ええと、なんでアンタがここに」

「それキミが言う？　福音機関なんて厄やつ介かい者ものを預かってほしいなんて話を振ふられたもんだから『見えざる烙印』も困っちゃってさ。それで、キミと面識のあるウチに余計な仕事が回ってきちゃったってわけなのに」

　腰こしに手をあててネオリエが溜息。

「暴イ君ドを追つい跡せきしてた時にも言ったけどさ、まず新約召喚ていうもの自体、誰だれしも容易に使えるっていう代しろ物ものじゃないんだよ」

「理装執行者シミユレーターでいう重反応加速アクセルみたいなものだったっけ？」

「覚えてくれてて何より。要するに専用の訓練と素養とが嚙かみあって、はじめて実用的なものになる。だけど福音機関ていうのは、いわば新約召喚を極きわめるだけに何もかも犠ぎ牲せいにした狂きよう気きの集団。新約召喚に対する執しゆう念ねんと練度が違ちがいすぎる。今回は相手がロクに動けない状態だったから要求も吞のめたけど、これが体調万ばん全ぜんだったら全力で断ってた。よしんばウチが頷うなずいても仲間に反対されてただろうね」

　あまりに危険すぎる。

　福音機関の一員を捕とらえたとなれば、別の刺し客かくから報復されることも考えられるからだ。

　だが今回は、そうした福音機関からの逆ぎやく襲しゆうを受けた場合でも、最後の手段としてネックザールを人ひと質じちとして扱あつかうことができる。そこまで踏ふまえたうえで、ネックザールの収容という要求を受け入れたということなのだろう。

「だから、ウチも本当はこの施設の勤務じゃないんだよ。中セ央ン統ト合ラ樹ルが設置した『見えざる烙印』の拠きよ点てんは複数あって、入れ替かわり立ち替わりで人事異動があるの。ウチも、普ふ段だんはバイオテスタ研究施設の派は遣けん事務員て表書きだしね」

「あ、なるほど。だからいつもスーツ姿だったんだ」

「そういうこと。まあそんなわけで、さっそく施設を案内しよっか。ついてきて」

　施設入口の守衛に愛あい想そ良く手をふって、颯さつ爽そうと敷地に入っていくネオリエ。身分確認を求められないのは、彼女の顔が施設でよく知られているからなのだろう。

　コンクリートで舗ほ装そうされた敷地。

　巨きよ大だいな敷地に、バイオテスタの培ばい養よう棟とう・研究棟・総務棟といった複数の棟むねが建ちならぶ構造になっている。

「ねえミソラ。この研究施設、第三衛星都市でも同じようなのあった気がします」

「どこも似通ったりだよ。昔は一つのでっかい建物を建てて、そこのフロア別で製造実験、量産実験もしてたんだけど、危機管理上の問題やら単純な広さの問題とかで棟をわけた方が効率いいんだってさ。だよなレイレイ？」

「そういうことだな。実際、これだけ広い敷地だ。使えるだけ使った方がいい」

　最さい後こう尾びを歩くレイレイが小さく首しゆ肯こう。

　なにしろ地平線が見えるほど広大な敷地だ。

　棟の向こうに目を向ければ、生まれたての一角馬ユニコーンが走る訓練をしていたり、学習中と思おぼしき妖よう精せいたちが空を浮ふ遊ゆうしている姿もある。

「おかげで奥まで歩くのに時間がかかるんだけどね。雨の日なんか面めん倒どうだよ」

　先頭を歩くネオリエが肩かたをすくめてみせる。

「──というわけで、ここだよ」

　鉄筋製と思われる灰色の棟。通過してきた総務棟や実験棟とは違い、この棟だけは何の標識も見あたらない。

　さらに言えば、他ほかの棟から一ひと際きわ離はなれた場所にあるのも特とく徴ちようの一つだろう。

「ここが『見えざる烙印』の拠点？」

「その一つだよ。名目上はこの敷地の多目的棟ってことだけど、関係者以外は立ち入り禁止だから、普ふ通つうのバイオテスタ研究者が入ってくることはまずないね。彼らも忙いそがしいし、この棟の前を横切ること自体ほとんどないんじゃないかな」

　閉じた自動ドアの横に設置された認にん証しよう機。ネオリエが薄うす型がたのカードをかざして数秒後、複数の作動音が扉とびらの内側から伝わってくる。

「さ、入った入った。ここ十秒すると閉まっちゃうから急いでね」

　開いていく扉を指さしてネオリエがウィンク。

　拠点内部。その棟の造りは、まさに多目的棟といった雰ふん囲い気きだ。

　薄うす暗ぐらい通路がまっすぐ棟の奥まで延びて、その通路の両脇に大小さまざまな会議室用の部屋が用意されている。

「ほかにネオリエの知り合いは？」

「いるよ。でも仕し事ごと柄がら、みんな外に派遣される方が多いからね。棟に残ってる連中は次の任務までの待機中。だからウチが見張り役に派遣されてきたってわけ」

　通路を進んでいくネオリエ。

　その足取りが、棟の奥にある一室の前で止まった。

「ネックザールはここに？」

　無言でうなずく彼女。

「こっちに運んできた時と状じよう況きようは同じだよ。服は、さすがに病院の服だと目立つから元の服に着き替がえさせたけど、新約召喚の触しよく媒ばいはこっちで全部回収したうえで拘こう束そくしてる」

「さすがに慎しん重ちようなんだ？」

「まあね。でも正直ほっとしてる。彼が青の新約召喚の使い手ってことに」

　鋼鉄の扉の前。

　その奥に響ひびかぬよう押し殺した声で彼女は続けた。

「赤の新約召喚って知ってる？　赤の触媒を使って赤系統の召喚を発動させる術式なんだけど、その使い手の場合、いよいよになったら自分の血を触媒に使うからね。そうしたらどれだけ触媒を没ぼつ収しゆうしても新約召喚を制約したことにならないから」

「……自分の血」

「そそ。自分の肌はだをかきむしるとか口の中をかみ切るとか、方法はいくらでもある。その場合は拘束じゃ足りない。睡すい眠みん剤ざい飲ませて意識奪うばうくらいしないと」

　彼女が何気なく呟つぶやいたその言葉に。

　ミソラの思い描えがいた光景は、赤の第二相・禰ネ鈴レの全身に巻かれた血まみれの包帯だ。

「その、自分の血を触媒にするっていうのは一いつ般ぱん的な手段？」

「結論から言うと答えは『否いな』だね。だって赤い薔ば薇らとか絵の具とか、ちょっと良い触媒だと紅玉ルビーとか。赤の新約召喚に使えるものはいくらでもあるもん。血っていうのは強力な触媒だけど、別の触媒があるうちは使う理由がない」

「じゃあ、もしも自分の身体からだを搔かきむしって、自分の血をどんどん触媒に使うような奴やつがいるとしたら──」

「異常。少なくとも正気とは思えないね」

　断言する緑の召喚士。

「それにしたって、まるで心当たりでもあるような聞き方をするねえ？」

　彼女が横目に見つめるのは、自分の焼けこげた上着だ。

　炎ほのおによって焼かれたであろう痕。

　そして赤の新約召喚の話題。それだけで、もう彼女には察しがついているのだろう。

「福音機関で、赤の新約召喚を使う奴に襲おそわれた」

　……正気じゃない、か。

　……あの禰ネ鈴レっていう赤の第二相、俺から見ても明らかに言動におかしな点があった。

「ちょっと気になることがあってさ」

「なるほどね。なおさら、ココで捕つかまえてる人間に聞き出したいこともあるってわけだ」

　鋼鉄の扉を指さすネオリエ。

　自分、フィア、レイベルトを順番に眺ながめ回して。

「念のため聞くけど、用意はいい？」

「大だい丈じよう夫ぶ。フィア──」

「は、はい！　わたし……ここで待ってればいいんですよね」

　こぶりな頭を上下させて、通路の端はしまで後退する天使型バイオテスタ。

　その仕草を横目に、ネオリエが扉を解かい錠じよう。

　監かん禁きん専用の部屋なのだろう。扉の鍵かぎを開けられるのは外側にあたる通路側からだけで、部屋の内側からは開けられないようになっている。

「はい、どうぞ」

　まずレイベルト、その背中を追ってミソラも部屋の内側へ。

　無機質な鋼鉄の壁へき面めんに覆おおわれた部屋。

　その中心に、椅い子すに縛しばりつけられたまま両手両りよう脚あしを拘束された青年がいた。

「……またお前たちか」

　暗色のコートを着た、福音機関の刺客。

　それが自分やレイレイを見るなり、呆あきれまじりの溜息をついた。

「話すことなどない。言ったはずだ。俺の口を割ろうとするならば、拷ごう問もんでも何でも好きなだけ試ためしてみろと。すぐに無む駄だだとわかる」

「そんなつもりなら、最初から病院で手当なんか受けさせねぇよ」

　椅子に括くくりつけられたネックザールの眼前へ。

「だとしたら、何の用だミソラ」

「俺が一方的に話す」

「なに？」

　双眸をかたく閉じたまま、青の第三相ネツクザールの表情がいぶかしげに歪ゆがんだ。

「どういう意味だ」

「……つい一時間前だ。お前とは別の、福音機関の連中に襲われた」

　黒く炭化した上着の袖そで。

　その部位を見せつけるように腕うでを突つきだしてみせる。

「禰ネ鈴レっていう赤の第二相。お前が一番よく知ってるんじゃないか？」

「……禰ネ鈴レが!?」

　驚きよう愕がくとも怒ど号ごうともつかぬ叫さけび声ごえが、ネックザールの喉のどを突いて出た。

「そうか。……ははっ、俺のしていたことなど、とうに無駄だったわけだ……」

「あの子は、本当にお前の妹か？」

「ソレを知ってどうする。禰ネ鈴レがお前に何をどこまで話したか知らないが、その窮きゆう極きよく的てきな目的は変わらない。真天使フィオラミリスの奪だつ回かい。ただそれだけだ」

「いいや。俺が聞きたいのは彼女の目的なんかじゃない」

　吐はき捨てるように告げるネックザールを、ミソラは正面から睨にらみつけた。

「俺が気になってる……いや、気に入らないのは、彼女が自分の血を触媒にして赤の新約召しよう喚かんを発動させてたことだ。その時に、禰ネ鈴レって奴が何て言ってたと思う？　お前なら、それも予想がつくんじゃないか？」




〝ほら、禰ネ鈴レは強いでしょう？　こうして立派に赤の大だい特とく異い点てんになれたもん〟

〝禰ネ鈴レの大好きなネックザールお兄様……褒ほめて。ねえ、褒めてくださいお兄様……〟




「あれは、どういうことだよ。もう一度聞くぞ、あの子は本当にお前の妹か？」

「だとしたら？」

「お前、実の妹に何をしたんだよ！」

　ネックザールの胸むなぐらを摑つかみ、もう片かた腕うでの拳こぶしを握にぎりしめる。

　福音機関の襲しゆう撃げき。にもかかわらず、何より強くミソラの記き憶おくに焼きついたのはその新約召喚以上に、彼女の異様な挙動そのものだった。

「あの禰ネ鈴レって子は、……明らかにおかしかった。自分のことを大特異点になれたとか、まるで感情のない笑い方で……お前の名前を何度も何度も呼んでいた。彼女の精神こころは……壊こわれていた。お前がアレをやったっていうのか！」

「お前には関係のないことだ」

　押し殺した声で返すネックザール。

「関係ない？　フィオラミリスを狙ねらって襲われた俺が、関係ないわけないだろうが」

「敵対関係にあるお前に、なおさら話す義理などない」

「……なら話を変える」

　摑んでいた手を離し、ミソラはレイベルトの横まで後退した。

「銀の第一相イスカリオテとかいう奴も、禰ネ鈴レと一いつ緒しよにこの世界に来ていた。それは知ってるか？」

「────」

「その第一相イスカリオテが、お前のことをまるで爪つま弾はじき者みたいに言っていた。あんな奴と一緒にするなって言い方だった。それは禰ネ鈴レとかいうお前の妹も同じだ」

「……それで？」

「お前自身は、禰ネ鈴レっていう妹のことをどう思ってるんだ？」

　血を触媒に使う新約召喚。

　明らかに錯さく乱らんした意識。

　まともな衣い装しようとは思えない拘束具と血だらけの包帯。そして棘とげだらけの首輪。

「あの姿はまるで、生きたまま奴ど隷れいか実験体にされたみたいだった。お前は、妹のあんな姿を本当に望んでいるっていうのか？」

「…………」

　青の第三相ネツクザールは唇くちびるを嚙かみしめたまま無言。

　緊きん張ちようをはらんだ静せい寂じやくが、鋼鉄で仕切られた部屋を包み込むように浸しん透とうして──




『ミソラ!?　ねえ、ミソラってば!?』




　その沈ちん黙もくを突き破ったのは、認証ライセンスから響いてきた京きよう花かの声だった。

「……京花？」

『アンタ、いまどこで何してるのよ！　アンタがいない間に……学園研究機関アカデミーがどんだけ大変なことになってるか知ってるの！』

「学園研究機関アカデミーが？」

『いったい何なのよアイツ！　いきなり何もないところから剣けんが出てきたり、それを操あやつったりしてたのよ。理装執行者シミユレーターにしたって考えられないわ！』

「……待て京花。落ちつけ、どういうことだよ」

　心臓の鼓こ動どうが速くなっていくのがわかる。

　想定していた最悪の事態。だがいくら福音機関であっても、中セ央ン統ト合ラ樹ルの監かん視し下にある学園研究機関アカデミーにまで直接乗りこんでくる可能性は限りなく低いと思っていた。少なくとも、目の前のネックザールであればそうだ。

　この男は、真天使フィオラミリスを追う際にもあくまで自分だけを狙い続け、他者を巻きこむような真ま似ねはしてこなかった。

「京花、順番に話してくれ。いつ何がどう起きたんだ」

『……つい一時間くらい前のことよ』

　ふるえる声こわ音ね。

　それは怒いかりか、あるいは恐きよう怖ふか。

「灰色のローブを着た正体不明の奴が、学園研究機関アカデミーで待ち伏ぶせしてたの。アンタとレイ様の居場所を教えろって。そいつ、自分のことを銀の第一相イスカリオテって名乗ったわ」




〝あの役立たずと一緒にしてもらっては困る。だが結果的には僥ぎよう倖こうだったな。奴のおかげで、あの女剣けん士しと一戦交えられたのは愉ゆ快かいだった〟




　現れた時刻、そして服装も一いつ致ちする。

　自分が禰ネ鈴レと戦っていた時に現れた、あの灰色の剣士で間ま違ちがいない。

　……あれが銀の第一相イスカリオテ。

　……それに、あいつが言ってた「女剣士」っていうのはまさか。

「京花。お前、その銀の第一相イスカリオテと戦ったのか」

『……戦うなんて、そんな互ご角かくなわけないじゃない……一方的だったわよ……』

　うわずる声。

　認証ライセンスの向こう側で、京花が唇を嚙みしめる姿が容易に伝わってくる。だからこそ、ミソラもまた静かに息をのみこんだ。

「エリス先せん輩ぱいは、無事か？」

『……一ひと太た刀ち』

　それが京花の答え。

「制服の脇わきからスカートまで血まみれになるのを無事って言うなら、無事よ。久く遠どう先輩が止めに入らなかったらどうなってたかわからないわ』

「…………」

『ねえミソラ、あなた知ってるんじゃないの!?　ここ最近、思えば暴イ君ドだって、それに、もっと前にあった真夜中の発光現象もそうよ。いったい何が起きてるのよ！』

「────すまない。これは俺がミソラに口止めしていた件だ」

　そう返したのは。

　自分ミソラの認証ライセンスを横から手に取ったレイベルトだった。

「話すことの方が危険だと判断したうえで黙だまっていた。結果、学園研究機関アカデミーの生徒やお前、そしてエリスに被ひ害がいが出たことは俺の責任だ」

『レイ様!?　え……え、あの……責任なんて、そんなつもりは…………』

「まず状じよう況きようを確かく認にんしたい。負傷者は無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターのエリス・アーセナル。ほかには？」

『……いない、と思います』

「エリスの傷の具合は？」

『え、えっと……いま保健室で手当をしてるところです。傷はすぐに止血できたし、自分の足で歩いて保健室に行けてたから』

　京花の報告を静かに聞き続けるレイベルト。

　その落ちつきはらった様子に、認証ライセンスの先から伝わってくる京花の声も次し第だいに普ふ段だんの冷静さを取り戻もどしていくのがわかる。

「状況は把は握あくした。銀の第一相イスカリオテとやら、今は学園研究機関アカデミーから撤てつ退たいしているな？」

『は、はい。だけどアイツ、私たちの顔は覚えたって……』

「それも承知した。ゆえにだ、奴やつが次に襲おそってくる前に、その手の内について伝えられることはすべて伝えておく。エリスの手当が終わり次第、第二衛星都市のバイオテスタ研究施し設せつに二人で来い。正確な位置は俺からあらためて連れん絡らくする」

「レイレイ!?」

　レイベルトの言葉に、思わず自分の耳を疑った。

　福音機関の手の内ということは新約召喚を意味するはず。それを京花とエリスに話すということは、並行世界の存在や幻げん獣じゆうの存在まで伝えることに他ほかならない。

　……もしそれを中セ央ン統ト合ラ樹ルに知られたら。

　……今度は、福音機関だけじゃなく中セ央ン統ト合ラ樹ルすらどんな行動に出てくるかわからない。

「学園研究機関アカデミーに福音機関が現れた。遅おそかれ早かれ中セ央ン統ト合ラ樹ルの知るところだろう。もう、この流れを止めることは誰だれにもできない」

　認証ライセンスの通話を切って、レイベルトが珍めずらしくも嘆たん息そく。

「エリスと京花。新約召喚をはっきりと目もく撃げきしたのがあの姉妹しまいだけだとしたら、幻獣の情報を話すかわりに口外無用を約束させた方が手っとり早い。いずれにせよ福音機関が次に襲ってきた時、新約召喚への対処方法を知らなければ話にならないからな」

「……わかった。二人には俺から話すよ」

　返された認証ライセンスを受け取りながらミソラもまたうなずいた。

　とっさの判断ではあったが、レイベルトの考えには納なつ得とくできる部分も大きい。福音機関への対たい抗こう手段の確立。それが最優先だ。

　……でも、それにしたってエリス先輩が負傷？

　……赤の第二相と銀の第一相イスカリオテ、どれだけ強力な二人なんだ。

「ネックザール」

　認証ライセンスを強く握りしめ、ミソラは青の召しよう喚かん士へと向きなおった。

「そういうわけだ。福音機関の連中が、俺の友人や学園研究機関アカデミーの先輩を襲ってる。お前もそれはわかってるはず」

「好きなだけ抵てい抗こうするがいいさ。どのみち無む駄だだ。銀の第一相イスカリオテの十三刀、そして禰ネ鈴レの新約召喚に抗あらがう術すべはない」

「抗う？　なに勘かん違ちがいしてるんだよ」

　氷の表情をとり繕つくろうネックザールへ。

　たった一言。

「俺は、お前の妹を正気に戻しにいく。それだけだ」

「……なに？」

「さっきお前に聞いたことだ。あの禰ネ鈴レって子は、とても自分の意思で動いているとは思えなかった。それが命令みたいな強制か、もっと別の洗脳に近いものなのかはわからないけどな。だけど、それを聞いてもお前はそれを喋しやべろうとしない。だから俺は、俺の考えるやり方であの子の正気を取りもどす」

「……正気を取り戻すだと」

　苦々しく表情を歪ゆがめる青の第三相ネツクザール。

「お前が禰ネ鈴レを解放する？　それがお前に何の得になる」

「そんなのは正気に戻してから考える。正気に戻して、それでも福音機関側につくっていうなら好きにすればいい。だけどな、俺にはあの子がどう見ても、自分で自分を傷つけてまで新約召喚を発動させたいようには思えなかった」

　自らを傷つけてまで、あの強力無比な幻獣たちを召喚し続ける。

　そんな行こう為いを望む者などいない。つい直前にネオリエから聞かされたことだ。

「倒たおれたお前を病院に運んだのを忘れたとは言わせない。これだってそうさ。ただ単に、目の前で傷ついてる人間に手をさしのべて何が悪い」

　それが、もしも誰かに強制されてるならなおさらだ。

　禰ネ鈴レという少女もまた、福音機関と新約召喚の被ひ害がい者しやの立場なのだから。

「だからお前は好きなだけ現実逃とう避ひしてろ。俺が、お前の妹を救っ────」




「戯ふざけるな！　お前に……お前などに禰ネ鈴レの何がわかるっ！」




　大気を震ふるわせる激情。

　両手足を椅い子すに縛いましめられたネックザールの怒ど声せいが、鋼鉄の壁かべによって幾いく重えにも反射し、こだました。

「ミソラ……お前に何が……！」

「わからねぇよ。お前が話そうとしないかぎりはな」

「……っ！」

　歯の軋きしむ音が伝わってくるほど奥歯を強く嚙かみしめる銀ぎん髪ぱつの青年。

　そんな中。

「──大だい特とく異い点てん実験の被ひ検けん体、かな」

　部屋の隅で。

　ただ一人、沈黙を保っていたネオリエが不意にそう口にした。

「もちろん断定じゃないよ。ウチが並行世界側にいた時にきいた噂うわさと、あとミソラがさっき言った大特異点て言葉があったでしょ。それで思い浮うかんだだけだから」

「ネオリエ、その被検体っていうのは？」

「要は、有う無むを言わさず強制的に強力な召喚士になるための手段ってこと」

　胸ポケットから新緑色の若葉を取りだすネオリエ。緑の新約召喚の術者である彼女にとっては、幻獣を使し役えきするための触しよく媒ばいだ。

「召喚できる幻獣って、実は一体一体に個体差があるの。たとえばこの若葉を触媒にして樹木精ドリアードを召喚した時、個体によっては背の高い樹木精ドリアードだったり、まだ小こ柄がらな樹木精ドリアードが召喚されることもある」

「……腕うでのいい召喚士なら、強力な幻獣を呼べるってこと？」

「と思うでしょ？　だけど、今のところ召喚の技量と幻獣の強さを説明できる関係は見つかってない。完全に運だって言われてるんだよね。──で、そんな運次第ではあるんだけど、召喚される個体の中に、理論的には存在するってくらいの確率で、凄すさまじく強力な個体が現れる時があるの。それが……」

「禰ネ鈴レの言ってた『特異点』か」




〝規格外の幻獣たち。あらゆる規則と基準の適用を許さない。この子たちの強さは、一体一体がすべて真しん獣じゆうに匹ひつ敵てきする〟




「そう。特異点て呼ばれる個体は、本来なら偶ぐう然ぜんの奇き蹟せきのみがなしえる召喚。だけど過去に数人だけ、召喚する幻獣がすべて特異点になる『大特異点』と呼ばれる召喚士の存在が確認されている。これは完全に天性の才覚だね。そして、その大特異点を人じん為い的に生みだそうとしてる実験がある」

「それで被検体って意味か……」

「もちろん確定ってわけじゃないよ。ウチの聞いた噂と、ミソラの話を聞き比べて、思いあたるのがソレってことだけだから」

　乾かわいた苦く笑しようをうかべるネオリエ。

　そんな彼女を横目に、ミソラはわずかにうなずいてみせた。

「いや、それなら説明がつくと思う」

　あまりに強力な幻獣たち。その幻獣たちを召喚する実験の代だい償しように、あの少女から正常な思考が欠落してしまったのだとすれば──

「答えろネックザール。お前、自分の妹をそんな実験の犠ぎ牲せい者しやにしてまで福音機関に尻尾しつぽを振ふり続けたいっていうのかよ！」

「…………っ」

　ネックザールは答えない。

　血が噴ふきだすほどに唇くちびるを嚙みしめて、青の第三相はその場にうなだれた。

　そして──




　　　　２




　第三衛星都市・学園研究機関アカデミー。

　広大な敷しき地ちにそびえたつ学生棟とうの奥に用意された、屋外運動場。

　その手前には女子更こう衣い室が設けられ、更衣室からは直接、運動後の汗あせを流すためのシャワールームが繫つながっている。

　──水しぶき。

　頭から首筋を伝って肩かたへと流れ、そのまま胸の曲線をなぞりながら脇わき腹ばらに触ふれて。

「っ、く……」

　鋭するどい痛みの走った脇腹に指をそえ、エリスはわずかに身をかがめた。

　赤く染まった指先。

　理装執行者シミユレーターの能力である可逆生成パラダイムにより、傷ついた血管に血小板を集中させて血けつ栓せん化。そこに血漿凝固因子フイビリノゲンの生成を加速させ、出血を抑おさえこむ。

　すでに傷口は塞ふさがりかけの状態ではあるが、それでもこうして、時折思い出したように血がにじみ出るのまでは止められない。

「────」

　したたり落ちる水すい滴てきと、血。

　だが銀髪の少女はなお、頭上から降りそそぐ水に打たれる所業をやめなかった。

　制服も下着も脱ぬぎ捨てて一糸まとわぬ裸ら身しんをさらし、銀の第一相イスカリオテの刃やいばによって抉えぐられた傷の汚よごれを洗い流す。

　そのうえで白しろ襦じゆ袢ばんを羽織り、氷のように冷たい水を一時間近く浴び続ける。

　──禊みそぎ。

　──寒かん稽げい古ことも呼ばれる、古代武術から引き継つがれてきた精神鍛たん錬れんの業。

　エリス・アーセナル・舞まい花かという少女にとってはさして特別なものでない。幼少期から続けてきた日々の鍛錬、その一いつ環かんだ。

　そして、その水に濡ぬれた床ゆかを進んでくる足音。

「よお副会長、探したぜ」

「……女子用のシャワールームに堂々と侵しん入にゆうするとは、もう歴れつきとした変態ですね」

　久遠真しん一いち郎ろう。

　飄ひよう々ひようとした様子で手を上げる三年生男子に、エリスは大きく息をついた。

　女子更衣室を堂々と通って女子専用のシャワールームに入ってくる。ここまで大だい胆たんな行為となると、もはや痴ち漢かんというより一種の才能的な度胸が必要だろう。
















「妾わたし以外の女子がいたらどうするつもりだったのですか」

「しゃあねえだろ。副会長の認証ライセンスにいくら連れん絡らくしても繫がらないんだし。それで発信場所を見てみたら、もう何時間もココから動いてないしな」

「それで？」

「傷、浅くないんだろ？　さっき保健室で消毒だけはしてたけどさ」

　わずかに紅あかく染まった白袴を指さす久遠真一郎。

「そんな水浴びしてたら塞がった傷もまた開くっての。おとなしく止血しろって。いや、俺からしたら目の保養になるけど」

「消えなさい。あと五秒以内に出ていかなければ通報します」

　濡れそぼった肢し体たい。艶つややかに身体からだの曲線を浮かび上がらせる白襦袢の襟えり元もとをただし、エリスはきっぱりと久遠に言い放った。

　……傷？

　……傷などどうでもいいのです。

　水に打たれながら、エリスは頰ほおの内側を嚙みしめた。

　ぎゅっと握にぎりしめた拳こぶし。全身もまた小刻みに震えているのがわかる。

　──水の冷気？

　──否いな。エリスのそれは自分の未熟さに対する純然たる怒いかりだった。

　義妹いもうとの見ている前で醜しゆう態たいをさらしてしまった。

　そんな自分が許せない。

　相手が誰だれであろうと、見たことのない奇き妙みような能力を有していたとしても、自分が負けることは許されない。それが京花という義ぎ妹まいの見ている前ならばなおさらだ。

　彼女にとっての自分エリスは「越こえなければならない最大の壁」でなければならない。そんな自分が他人に遅おくれをとることだけは許されないはずだった。

「そして何用ですか、京花」

　シャワールームから逃にげるように姿を消した久遠に代わって。

　現れたのは制服姿の京花だった。

「…………」

　不安の影を色いろ濃こく映しだした双そう眸ぼうで。

「さっき……ミソラと連絡がつながったから……」

「なんと言っていましたか」

「その……私たち狙ねらわれるから気をつけろって。それで、話したいことがあるから第二衛星都市に来てほしいって。場所は、エリスの認証ライセンスにも送信されてると思う」

「なるほど。心当たりがあるというわけですか」

　銀の第一相イスカリオテと名乗る男。

　理装執行者シミユレーターでないことは明らかだった。さらに福音機関という組織も、ＳＩＲＥＮサイレンどころか、その外側の大陸でさえ聞いたことがない。




〝敬意を以もつて答えよう。お前の推測は正しい。俺はこの世界と繫がった並行世界の人間だ〟




　……あの男は、自分を並行世界の人間と名乗った。

　……いまだ妾わたしのあずかり知らぬ世界があるということ？

「確かく認にんしますが、ミソラはあの灰色の剣けん士しの能力に心当たりがあると？」

「たぶん……そういうことだと思う」

　弱々しく京花が首しゆ肯こう。

「私、更衣室の外で待ってるから。水浴び終わったら早く来て」

「不要です」

「え？」

　京花が呆あつ気けにとられた様子で目をみひらいた。

「ど、どういうことよエリス!?　不要って!?」

「情報提供という名の施ほどこしは受けない。そういう意味です」

　髪かみ先さきから水滴を滴したたらせながら、エリスは背後の義妹へと振り返った。

「相手の情報を妾わたしだけが知りえる。それは不公平というものです。このような事態ですから合流と最低限の情報共有は必要でしょうが、妾にとって、欲ほつする情報の中にあの灰色の剣士の強さの秘密は含ふくまれていない」

「でも……」

「同じ相手に、妾わたしが二度後おくれを取ると思いますか」

　睨にらんだつもりはない。

　だが自分エリスのその一言と同時、気け圧おされたように京花が一歩後ずさった。

　そんな義妹に──

「京花、臆おくする必要はありません」

　エリスは、自分でも自覚のないままふっと表情を和やわらげていた。

「あなたの前で妾わたしは負けない。それが、妾わたしがあなたに伝えられる唯ゆい一いつの…………」

「え？」

「い、いえ。何でもありません！」

　はたと我に返り、惚ほうけた表情の京花へとあわてて首をふる。

　白襦袢の胸むな元もとをあえて緩ゆるめてみせて。

「出て行きなさい。それとも、ここで妾わたしの裸はだかを眺ながめて自信喪そう失しつしたいですか」

　白襦袢の胸元から覗のぞく豊満な双そう丘きゆう。きめ細かな肌はだ。その深い谷間に、首筋から伝わる水滴が吸いこまれるように滑すべりおちていく様を見せつける。

「ほら。羨うらやましいですか？」

「な、なによ！　ちょっと早熟な身体してるからって自じ慢まんしないで！　私だってあと一年か二年すればドンと成長するんだから！」

　顔を赤らめた京花がぷいっと顔をそらす。

　そのまま足早にシャワールームから出ていく姿を見送って。

「京花、あなたは先にミソラと合流していなさい。妾わたしも、止血を終えたら合流します」

「わ、わかったわよ！」

　予想以上に予想どおりの反応で答える京花。

　そんな義妹の幼げな姿に、エリスは誰にも悟さとられぬ程度に苦笑をこぼした。

　たった一人残されて──

「そうです。成長しなさい京花。けれど、あなたに必要なのは身体ではなく精神の健全な成長。……これだけは本当に期待している。噓うそじゃない」

　一いち抹まつの哀あい愁しゆうを灰色の瞳ひとみに映し、銀ぎん髪ぱつの義あ姉ねは弱々しく口にした。
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「誰が……誰が望んでいると言った！」




　底知れぬ激情に突つき動かされた怒ど号ごうが、無機質な鋼鉄の部屋にこだました。

　ネックザール。

　福音機関・赤の第二相の実じつ兄けいであり、自身も青の第三相として知られる巡じゆん礼れい戦せん闘とう者。

　そんな彼が初めて、内に秘ひめた心情をかいま見せた瞬しゆん間かんだった。

　──自分の妹を犠ぎ牲せいにした大だい特とく異い点てん実験。

　──そんなものを望んでまで福音機関に忠誠を誓ちかうのか。

　ミソラがそう叫さけんだ直後。

　激流をさえぎる堰せきが切れたかのように、じっと無言で耐たえていた銀髪の青年が、ミソラ以上の声量でもってそう発したのだ。

「望んでない。そうなんだな？」

「…………」

　荒あららげた息のまま、こちらをまっすぐ見上げるネックザール。

「…………いいだろう。どうせ俺は、福音機関から見放された爪つま弾はじき者だ」

「見放された？」

　ミソラの疑問には触ふれず、かわりに彼が口にしたのは──

「今回の襲しゆう撃げきに参加している刺し客かくは二人だ。お前が出くわした銀の第一相イスカリオテと赤の第二相である禰ネ鈴レ。どちらも福音機関の幹部級。そして裏で動いているのが黒の第一相イスカリオテ。だがこいつの目的は真天使フイオラミリスの捕ほ獲かくではない。中セ央ン統ト合ラ樹ルの中ちゆう枢すうに忍しのばせた福音機関の偵ス察パ員イと接せつ触しよくするのが目的だ」

「黒の第一相イスカリオテだと……？」

　ミソラでもネオリエでもなく、真っ先に反応したのは横に立つレイベルトだった。

「黒の第一相イスカリオテが中セ央ン統ト合ラ樹ルに向かったと言ったな。接触相手は誰だ」

「エルベルト。福音機関内で『観察者』と呼ばれる男だ」

「エルベルト!?　噓だろ、中セ央ン統ト合ラ樹ルのエルベルトって言えば、ＳＩＲＥＮサイレンで一番有名な研究者のことだぞ！」

　ネックザールの挙げた名に、気づいた時にはミソラは声を張り上げていた。

　……あの天才研究者が偵ス察パ員イ？

　……だとしたら、中セ央ン統ト合ラ樹ルの情報なんか最初から福音機関側に筒つつ抜ぬけも同然だ。

　ＳＩＲＥＮサイレンの学生、研究者ならばその名を知らぬ者はいないであろう研究者。

　──『Ｎ因子』施せ術じゆつの安定化技法の発見。

　すべての理装執行者シミユレーターはＮ因子施術を受けている。その発見者であり最大の貢こう献けん者。

　さらに精せい霊れい型バイオテスタや妖よう精せい型バイオテスタなどの新種製造にいたっては、ほぼ必ずと言っていいほど研究協力者として彼の名が掲けい載さいされている。

「……エルベルト。なるほど、そういうことか」

　一方で、針のように目を細めて呟つぶやく黒のⅠ級理装執行者シミユレーター。

「ミソラ」

「ん？」

「まだ確定した訳ではないが、コイツの言葉には一定の信しん憑ぴよう性せいがある。エルベルトという中セ央ン統ト合ラ樹ルの研究主任。あの男が福音機関の幹部だとすれば、そんな重大情報まで明かす行こう為いそのものが、福音機関への背信行為だからな」

「でもレイレイ、その話が本当だっていう証しよう拠こは……？」

「俺が中セ央ン統ト合ラ樹ルで確かめる」

　冷静な口調で答えるレイベルト。

「直接、本人に問いただすのが一番手っとり早い。理装執行者シミユレーターが中セ央ン統ト合ラ樹ルへ出向くのは不自然ではないからな。お前より俺が適任だ」

「頼たのむよ。……だけど、どういう心境の変化だ？」

　ミソラの視線の先に佇たたずむのは青の第三相ネツクザールだ。

「変化？　変化などない」

　今も火傷やけどが治りきっていない身で、銀髪の青年は血を吐はくような面おも持もちでゆっくりと首を横にふってみせた。

「俺が福音機関に入ったのは禰ネ鈴レに施された洗脳を解き、禰ネ鈴レを取りもどすことが目的だった。……真天使フイオラミリスを捕とらえる任務も、組織内で成り上がるために必要だったから」

「洗脳？　じゃあやっぱりあの姿は──」

「禰ネ鈴レの極度の精神混乱は、正確には大特異点実験の副作用によるものだ。そして奴やつらは、そうなることを予想しながらも禰ネ鈴レを大特異点の被ひ検けん体に選んだ。俺のいう洗脳とは、禰ネ鈴レの精神が錯さく乱らんしていることを知りながら、いまだに妹を福音機関が利用し続けていること。もはや禰ネ鈴レは、大特異点の被検体であることを自分の意志で拒こばむ理性すら残っていない。……それを洗脳と言わずに何と言う？」

　明確な怒ど気きをはらんだ声こわ音ねが、その場にゆっくりと浸しん透とうしていく。

「禰ネ鈴レの正気を取り戻もどすと言ったな。いいだろうミソラ。その交こう渉しよう、応じてやる。お前が禰ネ鈴レを福音機関から解放できた時には、俺も相応の埋うめ合わせを用意してやる」

　かたく閉じられた双眸。

　その瞳の奥に隠かくれた感情は見えずとも、そう告げる彼の言葉には今までにない熱意と、そして昂たかぶりとが融ゆう和わしていた。

「俺も禰ネ鈴レも、二度と真天使フイオラミリスを狙ねらわない。そのうえで、福音機関について俺の知るかぎりの情報をくれてやる」

「……信じていいのか？」

「妹ネレが戻ってきてくれれば、俺はそれでいい。それ以外は何も望まない」

　深く、深く、息を吐くネックザール。

「対策を練るのであれば今すぐ動くことだ。銀の第一相イスカリオテは対人戦せん闘とうに特化した剣けんの鬼き才さい。そして禰ネ鈴レの新約召しよう喚かんはすべてが赤の特異点。どちらも弱点らしき弱点はない。もっとも現実的な対たい抗こう策は、ただひたすらに逃にげ隠れることだがな」

「……それは、今から考えるさ」

　背後のネオリエへと目配せ。

　彼女が察した様子でうなずくのを確かめて、ミソラはレイベルトと共に部屋を出た。

　──通路に出た目の前で。

「……ミソ……ラ？」

　ぐったりと青ざめた金きん髪ぱつの少女。

　通路の壁かべによりかかり、その場に片かた膝ひざをつくフィアの姿が。

「フィア!?　お、おいまさか！」

「だいじょ……う、ぶ……です。ちょっと……また目め眩まい……休め、ば……治るから」

「そういう問題じゃないだろ！　俺の肩かたに摑つかまれるか？　あそこのベンチまで行って横になった方がいいから」

　奈な々なの家で起きた症しよう状じようとまったく同じ。

　だが今回は、もはや立つこともままならずに床ゆかに膝ひざをつくほど。同じ症状でも昨日より悪化している気がする。

「……ごめんなさい」

「謝るようなことしてないだろ。いいんだよ。体調悪い時は誰だれだってあるんだから」

　入口に設けられた待合い場所へ。

　ベンチにつくなり、力ちから尽つきたフィアがその場に倒たおれこむ。

「レイレイ、悪いけど──」

「ああ。俺は中セ央ン統ト合ラ樹ルへ向かう。研究主任エルベルト、奴の正体を確かめることは必ひつ須す事じ項こうだ。奴の正体を摑むことで福音機関の動向も判明するし、何よりネックザールの言葉の真しん偽ぎを確かめる必要がある」

「頼んだ。でも、何となく本当なんじゃないかなってさ。アイツが、禰ネ鈴レを取りもどすために福音機関にいたこと」

　仰あお向むけに寝ねかせたフィア。

　目をつむって弱々しい吐と息いきをこぼす彼女を見て、なおさらそう思う。

　……アイツも、こんな気持ちだったのか？

　……妹を心配する気持ち。助けたくて助けたくて、仕方なかったのかもしれない。

　だから、たった一人でＳＩＲＥＮサイレンへと赴おもむいた。

　いわば先兵。中セ央ン統ト合ラ樹ルに拘こう束そくされる危険性があるとわかっていて、なお単身、真天使フイオラミリスを捕らえるために挑いどんできた。

「だが問題は、どうやって赤の第二相の洗脳を解くかだな。銀の第一相イスカリオテとて、いつまた学園研究機関アカデミーを襲撃するかもわからない」

「……ああ、そうだよな」

「それと、ここの施し設せつはもともと中セ央ン統ト合ラ樹ルが設置したものだ。表向きはバイオテスタの研究施設だから休きゆう憩けい室や事務室もあるはず。そこに寝かせて具合を見ろ」

　背を向けるレイベルト。

「油断するなよ。俺も、福音機関の襲撃前に戻るつもりではいるが、今から中セ央ン統ト合ラ樹ルに向かうとなれば、どんなに急いでも戻りは夜になる」

「……それまでここが見つからないことを願うのみ、か」

　赤の第二相と銀の第一相イスカリオテ。

　二人を相手にフィアを守りきれるかと問われれば、ミソラとて即そく答とうできる自信はない。福音機関に対抗するための戦力としてレイベルトは必要不可欠と言ってもいい。

「用件を終えたら俺から一度連れん絡らくを入れる」

「わかった。じゃあまた後で」

　多目的棟とうの外へと去っていく黒のⅠ級理装執行者シミユレーター。

「フィア、具合は？　また例の幻げん聴ちようが聞こえるのか？」

「……幻聴…………」

　自分の額に手をあてながら、擦かすれ声で言葉をそのまま反はん芻すうするフィア。

「ああ。昨日言ってただろ。夢の中で誰かと会話してるみたいな感じがしたって」

「ちが、う……」

「違ちがう？」

「ちが、う……フィオラの声が…………聞こえ…………」

「フィオラミリスか？」

　無言でうなずく天使型バイオテスタ。

「……焦あせってる」

「え？」

　彼女が口にした言葉は、ミソラが予想したあらゆる言葉とも違った。

「わからないです。だけどフィオラミリス、すごく怒おこってて、悲しんでる。ＳＩＲＥＮサイレンの中心部で────を────止め……ない、と…………」

「ＳＩＲＥＮサイレンの中心って、まさか中セ央ン統ト合ラ樹ル？」

　今まさにレイベルトが向かった場所だ。

　彼かの地に、真天使フィオラミリスが危き惧ぐするほどの『何か』がある？

「────────」

「フィア……おい、フィア!?」

　天てん井じように向かって弱々しく手を伸のばす少女。その行動に何の意味がこめられているか理解するより先、差しだされた手を握にぎるためにミソラもまた手を伸ばす。

　触ふれる指先。

　だがミソラがその手を摑んだ時には、フィアはすでに意識を失った後だった。

『ちょっとミソラ！　ミソラってば、この多目的棟ってのにいるんじゃないの!?』

「……京花？」

　認証ライセンスの通信から突とつ然ぜんに響ひびく着信音と、続けて聞こえてくる怒ど鳴なり声ごえ。

『もう建物の前まで来てるっていうのに、この扉とびら、さっきからどんなに叩たたいても押しても開かないんだけど？　さっさと開けてくれないと扉ごと爆ばく発はつさせて──』

「わかった。わかったから落ちつけってば！　ああそっか。ここ外からだと、ネオリエの持ってる通行証がないと開かないんだもんな」

　表向きは多目的棟ながらも、ここは『見えざる烙らく印いん』の拠きよ点てんの一つ。理装執行者シミユレーターの資格を持つ京花であっても入れないというわけだ。

「内な側かからなら開けられるよな。いま開けるから、扉の前で待ってろって」

　認証ライセンスの通話を遮しや断だん。

　横たわるフィアに自分の上着をかけてやる。意識を失いながらも呼吸だけは安定していることに胸をなでおろし、ミソラは目の前の扉へと歩いていった。




　　　　４




　第二衛星都市・『見えざる烙印』拠点──

　同施設の研究者には多目的棟と告げられている施設の、その一階で。

「悪い、待たせた」

「フィアは平気なの？　目眩で意識失うってちょっと普ふ通つうじゃないわよ」

「それは、この件が終わったら真しん剣けんに確かめてみる」

　ベンチに座る京花。

　彼女の横に自分も腰こし掛かけて、ミソラは何気なく天井を見つめた。

　……いや、理由はほぼ予想がついてる。

　……何かが原因で、天使型次世代新生物フイアと神性幻想種フイオラミリスの精神が交こう錯さくしはじめてる。

　意識を失う直前のこと。

　フィアは、フィオラミリスの声が聞こえると言っていた。

　つまりフィオラミリスが何かを伝えようとしている。その相手はフィアか自分か。まだ結論を出すには至らないものの、必ず理由があると考えるべきだろう。

「──本題に入っていい？」

　溜ため息いきとともに赤毛の少女が腕うで組ぐみ。

「いま言った『この件が終わったら』っていうのは、学園研究機関アカデミーで襲おそってきたアイツの件って理解でいいのよね？」

「ああ、さっき話した通りな。すぐには信じられないだろうけど」

　休憩室を探し、ネオリエの名前を出してフィアをベッドに寝かせる。彼女の容態を看みながら、その合間に、京花の質問の大半には既すでに答えを返した状態だ。

　銀の第一相イスカリオテと福音機関。

　京花とエリスを襲ったのは、ＳＩＲＥＮサイレンとはまるで違う組織に所属する男だということ。

　さらに新約召喚。

　それが、バイオテスタに酷こく似じした生物たちを転移させる能力であることまでは伝えた。自分たちの知る物理現象で解かい析せきできるものではない力。魔ま法ほう、あるいは奇き蹟せきというほかに表現しようがないということも。

「冗じよう談だんだって願いたい心境ね。何よ魔法って。本当にタネも仕し掛かけも無いの？」

「お前だって見ただろ。俺が、腕うで切断されかけて川に落ちて水みず浸びたしになった時のこと」

　フィオラミリスの旧約召喚。

　無数に召喚された光ひかり妖よう精せいと銀色に輝かがやく竜りゆうたちが、漆しつ黒こくの天上を燦さん然ぜんと照らしだした現象。「中セ央ン統ト合ラ樹ルは、極光オーロラ現象って公式発表してたけどな」

「……アレね。たしかに怪あやしいとは思ってたわよ」

　困こん惑わく気味に京花が顔をしかめてみせる。

「でも、なんでこんな突然なのよ。福音機関？　そんな連中が学園研究機関アカデミーに現れたのも、いくら何でも唐とう突とつすぎるわ。今まで聞いたこともない組織に、見たこともない不可思議な能力。ＳＩＲＥＮサイレンで何が起きてるっていうの」

「それは──」

　言いかけた言葉を、ミソラはすんでのところで喉のどの奥へ押し返した。

　答えようがない。

　答えるためには、それこそフィアの身に宿った真天使フイオラミリスの存在を説明することからだ。

　……だけど、それを説明したら。

　……京花まで福音機関から本格的に狙ねらわれるはめになる。

　銀の第一相イスカリオテが京花を襲しゆう撃げきしたのは、自分とレイベルトの居場所を探さぐるため。だが真天使フイオラミリスの存在と居場所を京花が知ってしまえば、今度は京花の身が直接狙われることになる。

「────」

　隣となりに座る京花に無言で見つめられる、その直後。

　耳をつんざく緊サ急イ警レ報ンが、『見えざる烙印』の拠点を揺ゆるがした。




『施設内、全職員に連絡。

　多目的棟エリアにて火災発生。緊急マニュアルに従い、速すみやかに避ひ難なんしてください』




「火事!?　この棟むねの周りって……ウソでしょ、この周りって芝しば生ふしかないじゃない。誰だれかが放火でもしたっていうの」

　原因不明となる突然の火災。

　つい数時間前に目まの当たりにした光景を想起し、背筋に冷たいものが走っていく。

「まさか、もうこの場所を？」

「ちょっとミソラ!?」

　京花の声に応こたえる余よ裕ゆうもなく、眼前の扉をこえて施設の外へ。

　目の前に広がるのは広大な緑の芝生────を紅ぐ蓮れんに塗ぬりつぶす、猛たけ々だけしく燃えさかる炎ほのおの海だった。

「あら？　思わぬところで標的発見？」

「禰ネ鈴レ！」

　棘とげつきの拘こう束そく具ぐをまとう赤の第二相。

　灼しやく熱ねつの炎を背景に、銀ぎん髪ぱつの少女が壊こわれた笑えみを浮うかべる光景がそこにあった。

「……どうやってこの場所を」

「簡単ですわ。お兄様を探しにここまで来ただけだから」

「ネックザールを辿たどって？　ネックザールがこの場所を教えたのか？」

「絆きずな、ですわ」

　よくぞ聞いてくれた。

　そんな満面の笑みを浮かべる少女。

「禰ネ鈴レ、お兄様の場所はわかるもん。精せい霊れいが教えてくれるから」

「……精霊？」

「精霊『炎の破壊精霊イフリート』。禰ネ鈴レだけの特別な召しよう喚かんよ。そして、役立たずなお兄様を迎むかえにと思ったけど予定変へん更こう。先にあなたとフィオラミリスを捕つかまえちゃおっと」

　禰ネ鈴レの背後で燃えさかる炎が、無数の火の粉を噴ふき上げた。

　真しん紅くの世界。

　ふくれあがった炎から生まれた赤獅子マンテイコアが、悠ゆう然ぜんとした歩調で近づいてくる。

「──さあ、始めましょう」

　天を抱だき寄せるように頭上を仰あおぎ、大だい特とく異い点てんの少女は歌うように宣言した。
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　多目的棟とう一階・監かん禁きん室。

　鼓こ膜まくが痛むほどの音量で鳴り続ける緊急警報。天井の照明もまた、警けい戒かいを報しらせるように赤の非常灯が点てん滅めつを始めている。

　その中で──

「とんだ事態だね。まさかこれが狙いかな？」

　拘束したままの青の第三相ネツクザールを見下ろして、ネオリエは冷ややかに吐はき捨てた。

「捕とらえられたフリをして、逆に標的の場所を仲間に伝える。今ここに来てるお客さんはソチラが呼んだと解かい釈しやくせざるを得ないんだけれど？」

「違ちがうと言えば信じるか？」

　対するネックザールは淡たん々たんと。

「この状じよう況きようで、どうやって俺が仲間を呼べると思う。片かた端はしから新約召喚の触しよく媒ばいを没ぼつ収しゆうした挙げ句、厳重な監かん視しをしていたのはお前本人だろう」

「……なるほど。じゃあどういうこと？」

「俺と禰ネ鈴レが福音機関に目をつけられたのは理由がある。それは、俺たち兄妹きようだいが精霊の声を聞けるということだ」

「……精霊の声を？」

　青の第三相ネツクザールの言葉に、ネオリエは思わず聞き返していた。

　精霊。

　他の幻げん獣じゆうたちと一線を画す──純じゆん粋すいなる霊れい的てき波動体。新約召喚によって招かれる幻獣と違い、精霊は「精霊の声」が届く者にだけ力を与あたえると言われている。

　だが、それはネオリエでさえ風の噂うわさで聞いたに過ぎない伝承だ。

　……精霊を召喚できるなんて。

　……そんな召喚士、実際にお目にかかったことなんてないのに。

　ネオリエの得意とする召喚のなかに『緑風精霊エアリエル』という幻獣こそいるが、それは精霊という名が付いていても、厳密には精霊とは似て非なる妖精の一種。

　精霊とは、新約召喚で招く対象の中でも伝説級の存在なのだ。

「そんなバカな。精霊の声を聞くだなんて、聖地の聖女でもあるまいし……」

「疑うのも当然だ。事実、俺も禰ネ鈴レもその可能性がわずかに見られただけで、才能が開花する可能性は非常に低かった。そのため俺と禰ネ鈴レは、その能力を強化するために幼少期から特とく殊しゆな訓練を受けてきた。それは今も変わらない」

「訓練……」

　ネックザールの『閉じた瞳』。

　ここに連行された時から、思えばネオリエも気になっていた。

　なぜこの青年が両目を閉じているのか。そして両目を閉じた状態で、どうやって周囲の様子を事細かに把は握あくしているのか。

「噂に聞く霊れい知ちってやつ？」

「そう。俺も禰ネ鈴レも、両目は物理的に視界を遮さえぎっているのではなく、特殊な儀ぎ礼れいによって視覚を封ふう印いんしている。『聞こえざる精霊の声』に集中するためにな」

　だが、その才覚がゆえに兄妹は福音機関に目をつけられた。

　兄は優ゆう秀しゆうな召喚士として。

　妹は大特異点実験のこの上ない被ひ検けん体として。

「じゃあ、この場所も？」

「精霊が禰ネ鈴レに囁ささやいたんだろうな。だが俺からしても予想外だった。まさかここまで早く、俺の居場所を精霊が感知するとは……」

　兄妹の絆。

　皮肉な話だ。大特異点実験の被検体として心を壊されかけながら、なお妹の心しん奥おうには、兄を慕したう気持ちが強く残っているのだろう。

　そして──

「この拘束を解け」

　兄ネツクザールが発した言葉に、ネオリエは一いつ瞬しゆん理解が及およばなかった。

「いま何て？」

「そのままの意味だ。禰ネ鈴レの新約召喚は炎。ミソラに逆召喚の能力があったとしても接近を許さない。新約召喚そのものの知識が不足するなか、赤の大特異点に対たい抗こうするのは困難を極きわめる。……俺の新約召喚なら対抗できる」

「自分の立場わかって言ってる？　一応、ソチラはまだ捕ほ虜りよなんだけど」

「でなければ、一時間とたたずにこの研究所が灰になる」

　脅おどしではない。

　刻一刻と迫せまる壊かい滅めつの未来をただ冷静に告げる、そんな口調。

　……さあどうしようね？

　……唯ゆい一いつ確かなことが、ここで迷っていれば時間だけを浪ろう費ひしていくこと。

　握にぎる掌てのひらに汗あせがにじむのを感じながら。

「好きにするがいい。俺は捕虜だ。俺の力、生かすも殺すもお前が決めろ」

「──緑風精霊エアリエル」

　指を打ち鳴らす。

　部屋に突とつ如じよとして吹ふき荒あれる緑の風。ネオリエの背後に控ひかえていた幻獣が、つむじ風のごとくネックザールの周りを駆かけめぐる。

「触媒は、外の通路を出た隣の部屋にまとめて管理してあるから」

　切断された縛いましめ。

　ネックザールを拘束していた縄なわが床ゆかに落ちるのを後しり目めに、ネオリエは彼に背を向けた。

「鍵かぎはかかってない。好きに出かけるといいよ。ただし監視はさせてもらうから」

「問題ない」

　立ち上がる青の第三相ネツクザール。

　そんな彼の頭上を、無気配でただよう緑風精霊エアリエル。

「二に言ごんはない。俺にとって……これが妹を解放する最初で最後の機会だ」

「それを聞いてちょっと安心した。福音機関は手のつけられない凶きよう人じん共の巣そう窟くつって印象しかなかったけど、少しはマトモなのもいるんだね」

　かたく瞳を閉じたままの銀髪の青年に、ネオリエは片目をつむってみせた。

「なら行きな。大事な妹が待ってるんでしょ？」
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　天めがけて噴き上がる炎。

　周囲の酸素を取りこんでふくれあがる真紅の壁かべが、弧こを描えがくように地を這はい進み、芝生を黒く炭化させながら拡張していく。

「閉じこめられた!?」

　多目的棟、そしてその周囲一帯を取り囲む炎の渦うず。

　その渦か中ちゆうに囚とらわれたことを察知し、京花が悲鳴とも驚きよう愕がくともつかぬ声を上げた。

「ミソラ！」

「構うな。周りの炎は脅しだ……来るぞ、本命が！」

　灼熱色の獅子が吼ほえ、そして大地を蹴けった。幻げん想そう種『赤獅子マンテイコア』。いまだＳＩＲＥＮサイレンにおいても製造に成功したことのない伝説の獣けものが、土つち埃ぼこりをあげて突とつ進しんしてくる。

「京花！」

「わかってるわよ！」

　加速する赤獅子マンテイコアめがけ、京花が両手の投ダ擲ー矢ツを投げはなつ。相手の急加速に合わせた交叉法カウンター。一直線に飛びこんでくる獅し子しに、矢をかわす術すべはない。

『────ッッ！』

　飛来する矢に反応する赤獅子マンテイコア。

　十本近い投ダ擲ー矢ツ。風の影えい響きようを受けて複雑に軌き道どうを変えながら迫る矢を見るや、空中で猫ねこのように身体からだを旋せん回かいし、直ちよく撃げきを回かい避ひしようとする。

「いい動体視力してるじゃない。だけど暴イ君ドほどじゃない」

　後うしろ脚あしに矢の一本が着ちやく弾だん。

　続けざまに胴どう体たいにも一本、金属製の投ダ擲ー矢ツが突つきささる。

「『99パーセントの水』、発動」

　京花の宣告。

　鏃ポイントに付着した液状爆ばく弾だんが、その着弾の衝しよう撃げきに反応。猛もう烈れつな爆ばく風ふうと音とを伴ともないながら、赤獅子マンテイコアを吞のみこむほどの炎ほのおをまき散らす。

「やった！」

「あら？　何か嬉うれしいことでもあったの？」

　京花の歓かん声せいに、真顔で首をかしげたのは包帯を巻いた少女だった。

「そんな弱い炎じゃ、禰ネ鈴レの赤獅子マンテイコアには傷一つつけられないのに」

　濛もう々もうとたちこめる黒こく煙えん。

　その煙けむりから、無傷の赤獅子マンテイコアが飛びだした。爆炎の炎で火傷やけどを負うどころか、爆ばく発はつの衝撃すらまるで応こたえた様子がない。

「そんなっ……!?」

「退さがれ京花！」

　あわてて跳とび退のく京花にかわって、ミソラは眼前の赤獅子マンテイコアへと足を踏ふみだした。

　……炎に耐たい性せいがあるのは予想できた。

　……だけど、あれだけの爆風を受けても無傷だっていうのか。

　特異点。真獣に匹ひつ敵てきするという規格外の個体という情報も、この無類の耐たい久きゆう性せいを見れば受け入れざるを得ない話だ。

　牙きばをむく獅子にあわせ、ミソラも拳こぶしを振ふりかぶる。

「一いち撃げきあたえれば禰ネ鈴レの赤獅子マンテイコアだって逆召しよう喚かんできる。そう思ってるんでしょう？」

　熱波。

　視界をさえぎる紅ぐ蓮れんの風が、赤獅子マンテイコアの背後から突如として吹き荒れた。

「……禰ネ鈴レか!?」

「でもダーメ。そうはさせませんわ」

　二にの腕うでの包帯を取りはらい、赤く腫はれ上がった素す肌はだをさらす少女。

　鋭えい利りな刃はを思わせる金属製の付け爪スカルプチユアでもって自分の肩かたを抉えぐり、流した血。狂きよう気きにも似た代だい償しようによってのみ生まれる赤の触しよく媒ばいから、大地を焦こがす熱波が召喚される。

「くっ……」

　炎の壁に取り囲まれた状態で、皮ひ膚ふを焦がす灼しやく熱ねつの波動が押し寄せる。それも暴風並みの威い力りよくをともなってだ。

　炎に耐性のある赤獅子マンテイコアは当然に無傷。

　だが、人間であるミソラがそれを連続で浴び続ければどうなるか。

「さあ、どうします？」

「……さあね！」

　瞼まぶたを焼かれる痛みに視界をなかば奪うばわれながら、ミソラは眼前の赤獅子マンテイコアへと走った。

　丸太のように巨きよ大だいな前まえ脚あしの一撃が背中をかすめるのを感じながらも、さらに奥の懐ふところへと潜もぐりこむ。

「自分から赤獅子マンテイコアの間合いに？……いえ、まさか！」

　禰ネ鈴レの声にまじる動どう揺よう。

　気づいたのだ。ミソラの走った目的が単に赤獅子マンテイコアへと接近するためのものではなく、その巨きよ体たいを盾たてにして、禰ネ鈴レの放った熱波をやり過ごすためだということに。

「コイツの巨体なら風かぜ除よけには十分すぎるだろ」

　今度こそ確実に一いち撃げき見み舞まえる。

　握った拳に力をこめ、無防備な獅子の胴体へと振り上げて──

「だめ、ミソラ！　罠わなよ！」

「なっ!?」

　炎を突きやぶって現れた人間の腕。

　それが、今まさに拳を振り上げかけたミソラの喉のど元もとめがけて摑つかみかかってきたのだ。

　──首筋にふれる指先。

　その爪つめが首に食いこみかけた刹せつ那な、ミソラは瞬しゆん時じに身をひるがえしていた。

「ミソラっ！」

「無事だよ、何とかな」

　わずかに赤くなった首筋に触ふれながら、灰色の剣けん士しを睨にらみつける。

　……まったくの無気配で現れやがった。

　……京花が教えてくれなかったら、首を締しめ付けられるまで気づかなかった。

「あら？　情けないですわ、奇き襲しゆう失敗ですの？」

「いいところで叫さけばれたな。悲鳴を上げることだけは一人前か」

　銀の第一相イスカリオテ。

　全身を灰色のローブに包んだ男が、自分と京花とを順に見比べる。

「しかし手間が省けた。ネックザールの回収のつもりが、最大の標的対象と出くわすとは。つまり、真天使フイオラミリスもこの近くにいるということか？」

「禰ネ鈴レも同じことを考えていましたわ。お兄様ったら、敵に捕つかまるなんて醜しゆう態たいを晒さらした時はとんだ恥はじさらしと思いましたが、中々どうして役に立ってくれるものです」

　並び立つ福音機関の刺し客かく二人。

　そして、二人の前には灼熱色の巨大な獅子。

　……この段階で二対三。

　……だけど禰ネ鈴レには炎翼竜ドレイクがいる。他ほかにも幻げん獣じゆうを温存してておかしくない。

　さらに京花の液状爆弾は、禰ネ鈴レの幻獣には相あい性しようが最悪だ。どれだけ強力な爆炎であっても、赤の新約召喚で招かれる幻獣には効果が薄うすい。

「京花」

「わかってるわ。私の相手はコイツでしょ」

　太もものホルダーから新たな投ダ擲ー矢ツを握にぎりしめ、銀の第一相イスカリオテを見み据すえる京花。

「さあ、来なさいよ。学園研究機関アカデミーの時にアンタの動きは見てるんだから！」

「…………」

　対する銀の第一相イスカリオテは、片手に両りよう刃ば剣けんを携たずさえたまま無言。

「来ないの？」

「お前は俺の求める相手ではない」

「……何ですって？」

　ぴくりと、京花が片かた眉まゆをつりあげる。

「どういう意味よ。私じゃ物足りないってわけ！」

「そんな言葉が出てくる時点で話にならないと言っている。それだけだ」

　焼けこげた地面に突き刺さす刃。

　片手に剣、もう一本の剣を大地に突き刺す灰色の剣士。

「お前には狂気と執しゆう念ねんが見られない。お前の心にあるのは、漠ばく然ぜんとした強さへの羨せん望ぼうだけだ。渇かわきがない。強さを求める意志がお前には欠落している」

「何を、意味のわからないこと言ってんのよ！」

　全身を独こ楽まのように旋回させる京花。

　重反応加速アクセルによるＡＴＰの極大生成、そこからもたらされる爆ばく発はつ的てきな瞬しゆん発ぱつ力りよくと筋力とで、手にした十近い投ダ擲ー矢ツを投げつける。

　液状爆弾。矢が一発でも当たれば、あるいは足あし下もとにでも着弾すれば、その衝撃によって発動する爆発は、人間である銀の第一相イスカリオテには十分すぎる威力をもつ。

「わからぬだろうさ。生きつ粋すいの『戦士』たりえぬお前には」

　突き刺した剣を引き抜ぬく剣士。

　そして。

「しょせん玩がん具ぐか」

　その場に立ったまま銀の第一相イスカリオテが振るった両手の剣。

　──十字を描く銀閃。

　その刹那の輝かがやきが消え去った後に、鏃ポイントだけを切り落とされた投ダ擲ー矢ツが、ぱらぱらと地に落下する光景だけがあった。

「……ウソでしょ」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく赤毛の少女。

　切り離はなされた鏃だけが、後方の芝しば生ふに着弾して破は裂れつ。だが当然、銀の第一相イスカリオテが立っている場所は爆炎のはるか範はん囲い外がい。

「理装執行者シミユレーターとやらの決定的な脆もろさだな。今の投とう擲てきもバイオテスタとやらの鎮ちん圧あつには有効だろうが、あいにく俺はバイオテスタではない」

　京花の能力と投ダ擲ー矢ツとの相乗効果を見み抜ぬいたうえで、それを断たちきる術すべを瞬時に選せん択たく。

　そこに裏打ちされた極限の剣けん技ぎ。バイオテスタにはない、長年の弛たゆまぬ修練によって人間のみが得られる『技術』の結けつ晶しようだ。

「っ、まだよ！　そんなの言われたって引き下がれない！」

「痴しれ者ものが」

　自身を鼓こ舞ぶし、さらに投ダ擲ー矢ツを引き抜く京花。

　だがその投とう擲てきよりも早く、灰色の剣士は彼女の眼前まで迫せまっていて──




「京花、あなたが戦士である必要はどこにもない」




　炎ほのおが割れた。

　多目的棟とうを包んでいた炎の壁かべ。その一角が、まるで海が割れるように切り裂さかれ、その隙すき間まをかいくぐるように眩まばゆい剣光が飛びこんできた。

「戦う相手が違ちがうのではないですか」

「お前か！」

　振り下ろされた朱しゆ塗ぬりの長刀を寸前で受けとめる銀の第一相イスカリオテ。

「エリス!?」

「京花、この男の声に耳を傾かたむける必要はありません」

　受けとめられた刀を手元に引き戻もどす銀ぎん髪ぱつの少女。

　朝と変わらぬ制服。銀の第一相イスカリオテによって切り裂かれた脇わき腹ばらの生地からは、彼女の腹部に止血用のさらしが巻かれている様子が見て取れる。

「もう一度言いましょう。京花、あなたが戦士である必要はどこにもない」

「……え？」

　とまどいながら目を瞬まばたきさせる京花。

　そんな義妹いもうとへと横顔を向け、義あ姉ねである少女は涼すずやかな声こわ音ねでこう続けた。

「あなたは理装執行者シミユレーターなのでしょう？　あなたに与あたえられた力は戦うためのものではなく、バイオテスタと共に在るべき力です。バイオテスタの鎮圧に特化した力と技わ法ざ。それを恥はじる必要はどこにもない」

「…………」

「そして──」

　朱塗りの長刀を手元でひるがえす。

　エリス・アーセナル・舞花。その名のごとく、燃えさかる炎を背景に己おのれの愛刀を構える所作は、さながら舞を舞まうかのように美しく洗練されていた。

「戦いくさ人ひとの宿命は、妾わたし一人で十分です」




「……もう、すぐ目移りしちゃって標的のことを忘れるんだから」

　炎を割って飛びこんできたエリス。

　そして彼女と無言で向かい合う銀の第一相イスカリオテ。こちらの状じよう況きようなど忘れきったかのような姿を一いち瞥べつして、召しよう喚かん士の少女が大きく溜ため息いき。

「まあいいですわ。真天使フイオラミリスは禰ネ鈴レが捕まえちゃえばいいんだし。来なさい炎翼竜ドレイク。あなたの息吹いぶきで、あの二人を焼いちゃって」

　膨ふくれあがる背後の炎。

　天をこがすほどに肥大化した炎の渦うずの奥で、巨きよ大だいな質量をもつ幻獣が産うぶ声ごえを上げた。

　──地鳴り。

　大地を蹴けりつけて、はるか上空へと羽ばたく真しん紅くの竜りゆう。

「な……なによ、あの竜」

「避よけろ京花！　この場所はやばい！」

　開かれた竜の顎あごに灯ともる真紅のちらつき。

　その正体を直感で理解し、ミソラは隣となりの京花を抱かかえて真横へと跳とんだ。

　竜の息吹。

　上空から叩たたきつけるように吐はきだされた紅ぐ蓮れんの吐と息いきが、たった一いつ瞬しゆん前までミソラたちのいた地面を焦こがし、そこに巨大な陥かん没ぼつを作りだす。

　……キリシェの太陽風を竜の息吹って喩たとえたことがあったけど。

　……これが正しよう真しん正しよう銘めいの本物か。

「ミソラ、平気なの!?」

「ちっと焦げただけだ。支障ねぇよ」

　背中に走る激痛。

　京花を庇かばった際に、かわしきれなかった息吹を一瞬浴びたせいだ。

「あー惜おしい。でも、いい勘かんしてる。初見で炎翼竜ドレイクの息吹を避けた人間なんて久しぶり」

　悔くやしがる口調の禰ネ鈴レ。

「しょうがないなあ。赤獅子マンテイコア、その人間の足を止めて」

　咆吼で応こたえる獅し子し。

　その頭上では、禰ネ鈴レの命めいを待ちながら次の息吹を溜ためる真紅の竜。

　……息吹をかわせば赤獅子マンテイコアに襲おそわれる。

　……逆に、赤獅子マンテイコアと戦おうとすれば頭上から竜の息吹が降ってくる。

　赤獅子マンテイコアの熱耐たい性せいならば炎翼竜ドレイクの息吹にも耐たえられるだろう。禰ネ鈴レとしては、赤獅子マンテイコアごと自分ミソラを息吹に巻きこみさえすれば勝利が確定する。幻獣二体の攻こう撃げきを奇き跡せき的に回かい避ひできたとしても、禰ネ鈴レの召喚する炎が待っている。

「理解しましたか？　言ったでしょう。禰ネ鈴レの新約召喚を発動させた時点であなたの負け。禰ネ鈴レを待つのでなく、むしろ奇襲をしかけてくるべきでしたわ」

「……あいにく、そういうのは大っ嫌きらいなんだよ」

「そう。ではこれにて終演」

　灼しやく熱ねつ色の獅子が地を駆かけ、真紅の竜が天上から息吹を放出する。

　避ける術すべはない。

　禰ネ鈴レの口元に残ざん酷こくな笑えみが浮うかんだ、その刹せつ那な。




　──『Rh/謳えs hec ele Selah世界の扉』──




　蒼あおき光が弾はじけた。

　円えん環かんをなしていた光の文様がミソラの眼前に浮かびあがり、そこから青めいた半はん透とう明めいの肢し体たいをもつ少女が現れる。

「悪いな水精霊ウンデイーネ、手間をかける」

『────』

　水の始原精霊が片手を上げた。

　……ぽちゃんっ。

　焦しよう土どと化した大地の割れ目から、澄すみきった水が噴ふきだした。数すう滴てきの水みず飛沫しぶきが瞬またたく間まに空へと達する巨大な水柱となる。

　炎翼竜ドレイクの息吹が、その蒼き奔ほん流りゆうとぶつかりあって対つい消しよう滅めつ。迫り来る赤獅子マンテイコアもまた、水精霊ウンデイーネの放った巨大な水すい弾だんを受けて押し流される。

「お兄様っ!?　何をするのです、なぜ禰ネ鈴レの妨ぼう害がいを……!?」

　赤の第二相である少女が発する非難の声。

　それに応じぬまま。

　暗色のコートを羽織った青の第三相ネツクザールが、落ちついた歩調で自分ミソラの横に並び立つ。

「ネックザール？」

「協力してやる……いや、立場が逆か」

　躊躇ためらいがちに。

　使い慣れない言葉にとまどいながらも、銀髪の青年はそう続けた。

「……協力、してくれ。妹を取りもどしたい」

　その背後に水精霊ウンデイーネを従えて。

　かつて福音機関の刺し客かくであった男が、その場で深く頭を下げた。

「それさえ叶かなうなら、俺もいまここで改めて誓ちかおう。俺の福音機関に対する忠誠は、今日この時までだ。今までのお前への非もすべて詫わびる。だから……」

「バカ、遅おそいんだよ」

　言い終えるのを待たず、ミソラは拳こぶしを握にぎりしめた。

「最初から素す直なおにそう言っとけ。──京花、多目的棟のフィアはまだ動ける状況じゃない。悪いけど向こうの消火を頼たのむ！」

　そして同時に大地を蹴る。

　アナスタシアの後こう継けい者しやである少年と、福音機関に選ばれた精霊使いの召喚士。

　どちらが先にでもなく。

　言葉を介かいしてでもなく。

　まったく同時に、二人は赤の第二相へと駆けだした。

　赤の大だい特とく異い点てん──

　囚とらわれた少女を、解放するために。







　　　インターミッション２







　ある世界の、ある村に──

　新約召喚の才ある子供として知られた兄妹きようだいがいた。

　兄の名を、ネックザール・Ｏ・イスカ。

　妹の名を、禰ネ鈴レ・Ｏ・イスカ。

　兄妹には二人にしかない特有の素質があった。

　──霊れい知ち。

　聞こえざる精霊の声を聞き取り、精霊の力を行使する力。

　その力は、聖地と呼ばれる場所で霊知を高める修練を積むことで開花した。自らの視覚を封ふうじ、精霊の声を聞き取ることに全神経をそそぐ訓練。

　だが早々に精霊の使し役えきを可能にした兄と違い、妹はその精神の幼さゆえか、精霊の声を聞くことはできても、その召喚にはどうしても至らなかった。

〝焦あせらなくていい〟

〝禰ネ鈴レは十分にすごいじゃないか〟

　兄がそう諭さとすとおり、精霊以外の新約召喚については妹の才能が圧あつ倒とう的てきだった。

　だが妹は……そんな自分をどうしても受け入れがたかった。

　たった一人の家族。

　世界で一番大好きで、世界で一番尊敬している兄ネックザール。

　兄に慰なぐさめてもらうのではなくて。

　兄に褒ほめてもらいたくて、たまらなかった。その願望が日に日に肥大化して、いつしか妹の心の何もかもを吞のみこんで──

　福音機関が禰ネ鈴レの前に現れたのは、まさにその矢先のことだった。

　そして妹は志願する。福音機関においてもいまだ確立されていない『大特異点』実験、自分がその被ひ検けん体となることに。

　その効果は、召喚する幻げん獣じゆうの中から特異点と呼ばれる個体を強制的に選びだす。ならば同様に、自分に囁ささやく精霊も強制的に呼び出せるのではないか。

　そう考えての志願。

　……今度こそ精霊を召喚できる。

　……ようやくお兄様にも褒めてもらえる。

　そして一年近くに及およぶ『大特異点』実験の果てに、精霊の召しよう喚かんに成功。

　だが──

　大特異点の才能のない者が、そうなるための実験。その対価はあまりに大きかった。

　全身を拘こう束そくする特とく殊しゆ器具。

　洗脳にも似た自我の喪そう失しつ。

　自らの身体からだを傷つける血の触しよく媒ばいの使用。

　そして強大すぎる精霊の召喚。

「お兄様。禰ネ鈴レは……禰ネ鈴レは……立派になりましたわ！　こんなにも強くなりました！」

　ようやく妹の居場所を探しあてた兄の前で高らかに宣言する彼女。

　その精神は、既すでに壊こわれかけていた。

　兄を世界で誰だれよりも慕したう一方──

　そんな兄に認められたいという衝しよう動どうが迷走し、大特異点の召喚で兄を傷つけることで、自分の成長を兄に示そうとする歪いびつな愛情の発現。




　そして後日。

　兄ネックザールもまた福音機関に忠誠を誓うこととなる。

　──妹を取りもどす。

　組織へのかりそめの忠誠の裏に、誰より強い願いを抱いだいて。

　それが、始まりだった。







　　　フェーズ５　「すべてを焦こがす炎ほのおの、その先に──」
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　緊サ急イ警レ報ンの鳴りひびく多目的棟とう。

　その周囲を取り囲む炎の壁かべは時間を増すごとに火勢を増し、もはや何なん人ぴとの侵しん入にゆうも突とつ破ぱも許さない灼熱の牢ろう獄ごくと化している。

　猛たける炎。

　火花がはじけ、突とつ風ぷうに炎が煽あおられる風音がこだまするなかで──

「お兄様？　どうして……福音機関を裏切るおつもりですか」

「そんな機関どうでもいい。俺はお前を取りもどす。それだけだ」

　真正面から向かい合う兄妹。

　かたく閉じた瞳ひとみの奥で、それでも互たがいの眼まな差ざしを確かめあうように。

「禰ネ鈴レ、昔に戻もどってくれ」

「？　おかしなお兄様。禰ネ鈴レはいつだって禰ネ鈴レですわ」

「そのとおりだ。お前はいつだって俺の一番大事な存在だ。……今日までも、そしてこれからも」

　青の新約召喚、その触媒となる瑠璃ラピスラズリを握りしめるネックザール。

　対する禰ネ鈴レは無手。

　その手に触媒となるものは何一つ握られていない。が、その指先の先せん端たんには、自身の肌はだを搔かきむしることで噴ふきだした血の痕あとがこびりついている。

「ああ、わかりましたわ」

　不意に、晴れ晴れしい声とともに禰ネ鈴レが指を打ち鳴らした。

「お兄様の意地悪。お兄様は、わざと禰ネ鈴レを困らせようとしているのですね？　大特異点の力。禰ネ鈴レの才能に嫉しつ妬としてるのですわ。そうでしょう」

「……それが嫉妬で済むのなら、どれだけ幸せだったことだろうな」

　自じ嘲ちようにも似た笑えみをうかべる銀ぎん髪ぱつの青年。

「禰ネ鈴レ、お前に大特異点の才能なんてない。……いや、あってはいけないんだ。そんな才能なんてなくても、お前は十分に努力してきた」

「分からず屋なお兄様。大特異点の力、こんなにも素晴らしいのに」

　燃えさかる炎を指さして。

　そして自分の傍かたわらに控ひかえる赤獅子マンテイコアを撫なでながら、少女の浮うかべる歪ゆがんだ微び笑しよう。

「でもいいですわ。それなら禰ネ鈴レの強さ、何度でもお兄様に披ひ露ろうしてさしあげますから。ご覧ください」

　地を蹴ける赤獅子マンテイコア。水精霊ウンデイーネの水すい弾だんで十メートル以上も吹ふき飛ばされて地に打ちつけられながら、その巨きよ体たいには傷一つない。

「水精霊ウンデイーネ」

　ネックザールの宣言と同時に、透すき通った身体の少女が手を振ふり上げる。

　大地から噴きだした水みず飛沫しぶきが凝ぎよう縮しゆくし、空中で作り上げる無数の水弾。

　それが機き関かん銃じゆうさながらの勢いで発射されるものの、赤獅子マンテイコアが瞬しゆん時じに反応、進行方向をほぼ直角に切りかえて水の弾だん丸がんを回かい避ひする。

「あら、ダメですわお兄様。さっきは不意の一いち撃げきを浴びてしまいましたが、そんな単調な攻こう撃げきでは禰ネ鈴レの赤獅子マンテイコアを倒たおせません」

「足を止めるだけでいい」

「……なんですって？」

　禰ネ鈴レが眉まゆをひそめた直後、水精霊ウンデイーネの身体が縦に裂さけた。

　否いな──それは分ぶん裂れつだった。

　裂けた身体がそのまま先と同じ大きさの水精霊ウンデイーネへと復元。

　一体が水の弾丸を放射しながら、残り一体が両手を組んで祈いのるような仕草。それに呼応して、赤獅子マンテイコアの真下の大地からも大量の水が噴きだした。

　水の弾丸に集中するあまり、足あし下もとからの水すい撃げきをまともに受ける赤獅子マンテイコア。

　が、それだけでは灼しやく熱ねつ色の幻獣は倒せない。赤獅子マンテイコアの体表に宿る超ちよう高温が水を相そう殺さいして蒸気へと転てん換かんし、噴ふん射しやの威い力りよくを減少させているからだ。

「どういうつもりですかお兄様。並の赤獅子マンテイコアならともかく、禰ネ鈴レの赤獅子マンテイコアは特異点です。その程度の噴射では──」

「ミソラ」

　青の第三相ネツクザールに名を呼ばれるより早く。水精霊ウンデイーネが水の弾丸を発射すると同時に、ミソラは大地を蹴って赤獅子マンテイコアへと駆かけていた。

　足下からの噴射を受けて姿勢を崩くずす赤の幻獣。

　咆吼を上げる獣けものの胴どう体たいへと、全力で拳こぶしを打ちつける。

「──『方程式オムニス』発動。全反応式を連結する」

　小刻みにふるえる赤獅子マンテイコア。
















　その灼熱色の体表が淡あわい光に包まれて、そして本来の世界に還かえっていく。

「赤獅子マンテイコアが!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる少女。

　すべての新約召喚を逆召喚する。そうした情報の断だん片ぺんをネックザールから聞いていたとしても、目の前で起きた光景は、赤の第二相・禰ネ鈴レをして驚愕と警けい戒かい心しんを芽生えさせるに余りあるものだった。

「なるほど。特異点の個体に対してもその能力は通じるか」

　ネックザールの握にぎる瑠璃ラピスラズリからほとばしる蒼そう光こう。新約召喚が生みだす光の円えん環かんから、空中でくるりと一回転しながら現れる冬妖精スノウリイ二体。

「俺が後方から支し援えんする。炎を避さけて禰ネ鈴レまでたどり着け」

「そう簡単に言うなっての」

　真っ赤に腫はれた左こぶしを見せつけるように突つきだす。

　赤獅子マンテイコアを逆召喚する際の、あの一いつ瞬しゆんの殴おう打だでさえこれだけの火傷やけどだ。超高熱を宿す幻獣相手に、あと何回挑いどむのか考えるだけで気が遠くなる。

「あの空飛んでる炎翼竜ドレイクはもっと熱ヤバいんだろ」

「炎翼竜ドレイクだけじゃない。禰ネ鈴レの召喚がこれで終わりだと思うな。来るぞ」

「……お兄様」

　自分の両りよう肩かたに金属製の付け爪スカルプチユアを突きたてる少女。

　白磁のように白く日焼けを知らぬその肌に、真しん珠じゆ色の爪つめが食いこんで──

「お兄様が邪じや魔まをしなければ、赤獅子マンテイコアと炎翼竜ドレイクだけでも標的ミソラを追い詰つめられたはずなのに。……お兄様！　なぜお兄様は禰ネ鈴レの邪魔をするのですか！　いつもいつもお兄様は、禰ネ鈴レの言うことを聞いてくれたのに！」

　少女の肩かたから流れ落ちる赤いしずく。

　自分の身体を搔きむしることで、そこから噴きだす鮮せん血けつが新約召喚への触媒となる。

「来なさい幻灯騎士デユラハン、ならびに火嵐鳥フアイア・バード！」

　地に落ちた鮮血がそのまま輝かがやく赤の円環を描えがきだす。

　こぼれた赤のしずくの数だけ新約召喚の扉とびらが生まれ、そこから現れたのは炎に包まれた甲かつ冑ちゆうの騎き士し、そして両りよう翼よくから火の粉を降らす巨きよ大だいな火鳥だった。

　それが──

　二体、さらに三体。

　禰ネ鈴レが自分の身体を傷つけるほどに、次々とその数を増やしていく。

「無限に幻げん獣じゆうを召しよう喚かんできるのか……」

「見てのとおりだ。そしてどれもが特異個体だ、並の幻獣とは考えるな」

　空中からは炎翼竜ドレイクと火嵐鳥フアイア・バード。地上からは幻灯騎士デユラハン二体に、再び召喚された赤獅子マンテイコアが同時に迫せまってくる。

　だがミソラの何よりの懸け念ねんは、そうした幻獣たちを召喚した少女本人だ。

「ほら、お兄様見てください。禰ネ鈴レを褒ほめて……っ！　禰ネ鈴レは、禰ネ鈴レは……こんなにも、頑がん張ばっているではありませんか！　ねえ、どうして褒めてくださらないのですか!?」

　戦えば戦うほどに──

　少女は自らの身体からだを傷つけて、そしてその心もまた壊こわれていってしまう。

「……ネックザール」

「先に言ったとおりだ。やることは何一つ変わらない」

　感情を押し殺した口調で返す兄。

　だがその拳はふるえ、奥歯を嚙かみしめる口元は苦々しく歪みきっていた。

「冬妖精スノウリイ！」

　空中から一直線に降下してくる火嵐鳥フアイア・バード。

　炎翼竜ドレイクのように炎を吐はくことはなく、自らが火球そのものと化して突とつ進しんしてくる幻獣。対し、空中でそれを待ち受けるのは青の妖精二体。

　冷気の放出。空中の水分がまたたく間に凍いてつき凝縮し、火球と化した火嵐鳥フアイア・バードを虚こ空くうでさえぎる壁となる。

　通常の幻獣同士の対決ならば、弾はじかれていたのは火の鳥の方だっただろう。

　だが特異点に、そんな力の常識は通用しない。

「なんて脆ぜい弱じやくな氷でしょう」

　禰ネ鈴レの微笑と共に、巨大な氷の壁が無数の結けつ晶しようとなって砕くだけちった。

　特異点──百個体に一体未満という可能性で召喚される強力な火嵐鳥フアイア・バードが、冬妖精スノウリイ二体がかりで作り上げた氷ひよう壁へきをいともたやすく貫つらぬいた。

「知っているさ」

　だがネックザールもまた動じない。

　水精霊ウンデイーネが打ち上げる怒ど濤とうの水柱。極ごつ寒かんの冷気をまとった水が火嵐鳥フアイア・バードに直ちよく撃げきする形で噴き上がる。

「お前の幻獣の強さは誰だれよりも知っている。それが兄だ」

　噴き上がる水を受けながらも進もうとする火嵐鳥フアイア・バード。その翼つばさの羽ばたきが、突とつ如じよとして凍こおりついたように停止した。

　水精霊ウンデイーネが打ち上げた巨大な水柱。

　それが冬妖精スノウリイの冷気をうけて輝く氷柱つららとなり、火嵐鳥フアイア・バードを蒼そう氷ひようの拘こう束そくによって空中で絡からみとり内部に閉じこめたのだ。

　さらに。

「いい足場、あるじゃんか」

　宙を舞まう無数の飛沫しぶきと氷の結晶。

　火嵐鳥フアイア・バードを封ふうじこめた氷の柱を足場にし、ミソラは空へと駆け上がっていた。

「まさか狙ねらいは……」

「とりあえず、空中にいるコイツが一番厄やつ介かいそうだろ？」

　蒼の階段。

　氷柱の凹おう凸とつにつまさきを引っかけて、その急きゆう勾こう配ばいをほぼ垂直に駆け上がる。その先に、はるか上空を悠ゆう然ぜんと浮ふ遊ゆうする炎翼竜ドレイク。

　水精霊ウンデイーネが水を宙へと噴射してから、この間わずか数秒。

「炎翼竜ドレイク──」

「遅おそい」

　禰ネ鈴レの声が響ひびきわたるより先、急きゆう浮ふ上じようしかけた幻獣の翼をミソラの拳がとらえた。

　重反応加速アクセルによって強化された筋力。その殴打を受けて竜りゆうが大きく姿勢を崩し……姿勢を立てなおすこともなく、そのまま光の中へと消えていく。

「もう一体！」

　消えかける炎翼竜ドレイクの翼を蹴りつけ、空中で落下の軌き道どう変化。

　眼下には、今まさに地上のネックザールめがけて飛びかかろうと構えた赤獅子マンテイコア。その背中へと肘ひじを打ちつけた。

『────ッッ！』

　予想だにしない不意の一撃を浴びて硬こう直ちよく、咆吼を上げる間もなく還っていく獅し子し。

　これで二体。

　だが一方で、ネックザールの眼前へと残る幻灯騎士デユラハンが迫っていた。

　その能力、特性すべてが未知。

　が、禰ネ鈴レが召喚した幻獣であるということだけで、この幻獣が凶きよう悪あくきわまりない強さであることだけは疑うべくもない。

　対するネックザールは無手。

　冬妖精スノウリイも水精霊ウンデイーネも、先の火嵐鳥フアイア・バードを封じる連れん携けいのために離はなれた位置。ミソラもまた駆けつけるには距きよ離りがありすぎる。

　幻獣のいない召喚士。

　襲おそいかかる特異個体の幻灯騎士デユラハンを前に、すがる策てはない。新約召喚の使い手であるネオリエがこの光景を目もく撃げきしていればそう判断していただろう。

「だけど、そうじゃないんだろ？」

　消えていく赤獅子マンテイコアが残した光の粒りゆう子しを浴びながら。

　ミソラはネックザールに告げた。

　──知っている。

　──青の第三相と呼ばれたこの男には、まだ最後の幻獣が残っていることを。

　伝説に謳うたわれる獣。

　その召喚に用いるための固有触しよく媒ばいは、水精霊ウンデイーネの生みだした水を冬妖精スノウリイが凍らせることで生まれる蒼の氷ひよう晶しようだ。

「力を貸してくれ」

　蒼の氷結晶。

　宙を舞いながら降ってくるその欠片かけらを握りしめる銀ぎん髪ぱつの青年。

「──大氷狼フエンリルよ」

　光が弾はじける。氷晶を中心として一ひと際きわ強い光を放つ輝く円環から、顕けん現げんしたのは凄すさまじい凍気を従えた巨大な狼だった。

　真しん獣じゆう・大氷狼フエンリル。

　神話上の獣として名高い伝説の狼が、その燃える鎗やりを振ふり上げた幻灯騎士デユラハンをはるか後方の炎えん塊かいの中まで軽々と蹴けり飛ばした。

　不意の一いち撃げきを受けて粉々に砕ける甲かつ冑ちゆう。

　炎ほのおの渦うずに吞のみこまれた幻灯騎士デユラハンが、起き上がることなく消えていく。

「うそ……禰ネ鈴レの炎翼竜ドレイク、火嵐鳥フアイア・バードも、赤獅子マンテイコア、幻灯騎士デユラハンまで……そんな…………みんな、みんないなくなっちゃった…………」

　ふらりとよろめく禰ネ鈴レ。

　あれだけ召喚したはずの幻獣が、残りは傍そばに控ひかえた幻灯騎士デユラハン一体。その衝しよう撃げきか、それとも出血による目め眩まいによるものか。あるいは──




「いっ……いやぁぁぁぁぁっっっっっっっっっ！」




　自分の頭を抱かかえ、赤の第二相である少女が悲鳴を上げた。

「こんなの、こんなの嫌いやっ！　禰ネ鈴レの、禰ネ鈴レの召喚は……強いんだから！　誰にも負けないってお兄様が言ってくれたのに！」

　自らの肩から肘先までを搔かきむしる。

　赤く染まった肌はだがさらに痛々しく血に染まり、それと共に再び新約召喚の発動を示す光の円えん環かんがいくつも地面に生まれていく。

　……くそ、どうすればいい。

　このまま時間が経たてば経つほど、禰ネ鈴レは自らの身体を傷つけていく。さらに最愛の兄が自分を裏切ったこともあり、精神の摩ま耗もうが加速している。

「ネックザール」

「焦あせるな。禰ネ鈴レが真しん獣じゆうを召喚すれば決着がつく」

「……今なんて？」

「真獣を打ち破る」

　言葉に確かな力をこめて、銀髪の青年はそう口にした。

「真獣召喚には特とく殊しゆな契けい約やくが必要だ。真獣ごとに固有の触媒が必要となり、かつ真獣自身が認めた者にしか使し役えきされない。それを禰ネ鈴レは、福音機関の施ほどこした大だい特とく異い点てん実験によって強制的に召喚した。それが最大の理由のはずだ。禰ネ鈴レの精神がああも不安定になってしまっているのは」

「……制せい御ぎよできなかったってことか」

　ともすればバイオテスタの暴走にも似た現象だ。

　大特異点である禰ネ鈴レが呼びだす幻獣は、通常でも真獣に匹ひつ敵てきする力を持つ。だがそんな特性ゆえに、禰ネ鈴レが召喚しようとする真獣にいたっては「強すぎるがゆえに制せい御ぎよ不能」な個体となってしまっているということなのだろう。

「その真獣を強制的に召喚したのが、アイツの混乱の原因なんだな？」

「いや、正確には真獣ですらないか」

　いまだ悲鳴を上げ続ける禰ネ鈴レを、悲ひ愴そうまじりの表情で見つめるネックザール。

「『炎の破壊精霊イフリート』の名、おとぎ話にでも聞いたことがあるだろう」

「そいつが根源？」

「禰ネ鈴レはまだ精神が未熟すぎる。一人で精霊と向き合えるほど成熟していなかった。……いや、それは俺にも責任の一いつ端たんがあるんだろうな」

　自じ嘲ちよう混じりの微び苦く笑しよう。

　──禰ネ鈴レという少女の傍には、いつでも最愛の兄がいた。

　──兄がいたから新約召喚にも挑ちよう戦せんできたし、精霊の声を聞く訓練にも耐たえられた。

　だが。

　いつしか妹は、兄に認めてもらいたいがゆえに禁断の領域へ進んでしまった。

　それが福音機関による大特異点実験。

　大特異点の召喚士になることで、少女は精霊の召喚に成功した。

　だが本来なら召喚できないはずの精霊を強制召喚した代だい償しようが小さいはずがない。結果、精霊を召喚し続けることで、彼女の心はその負荷に耐えきれず錯さく乱らんしていった。

「禰ネ鈴レがいま苦しんでいるのは、福音機関による洗脳──つまり大特異点実験の被ひ検けん体となることで、精霊を強制的に召喚できてしまっているからだ。ならば負荷となる精霊そのものを禰ネ鈴レから除外すれば──」

「彼女の精神がこれ以上錯乱することはなくなると。わかった、今の説明で十分だ」

　横に立つ銀髪の青年へ、ミソラは小さく首しゆ肯こうしてみせた。

「お兄様……お兄様……どうして。禰ネ鈴レのこと……嫌きらいなの!?」

　閉じた瞳ひとみからこぼれる涙なみだ。

　首筋を伝って肩かた先さきへと流れ、透とう明めいなしずくが鮮せん血けつ色のしずくと混じりあう。

「もう嫌いや！　禰ネ鈴レのこと嫌いなお兄様なんてお兄様じゃない！　いいもん、禰ネ鈴レには精霊がいる！　炎の破壊精霊イフリートがついていてくれるんだから！」

「目を覚ませ禰ネ鈴レ！　お前はまだ精霊を従えられるほど強くない！」

「違ちがう！　禰ネ鈴レは、精霊だって従えられる！」

　迷いを振りはらうように首をふる少女。そんな彼女の両りよう肩かたを伝う血が、みるみるうちに灼しやく熱ねつの火花を散らしながら燃え上がっていく。

「血が、燃えてる!?」

「来るぞ、これが最後の召喚だ」

　少女の身体からだを包みこむ炎。

　その背後から、とてつもなく強大な『何か』が飛びだした。




　　　　２




　多目的棟とう・一階──

　通路の窓ガラスごしに映る炎はますます勢いを増し、炎の先せん端たんからは、まるで活火山の火口のごとく濛もう々もうと黒こく煙えんが噴ふきだしている。

　……もう時間がない。

　……早く逃にげないと、この凄まじい炎に棟むねそのものが吞みこまれる。

　外部からの消火隊は期待できない。

　この棟に引火した炎とは別に、棟一帯をぐるりと取り囲むように炎の結界が取り巻いている。外部からの邪じや魔ま者ものを阻そ害がいする意志でもあるかのように、そびえ立つ炎の壁かべが城じよう壁へきのごとく棟を外部から切り離している。

「ああもう、どうなってるのよ！」

　手に投ダ擲ー矢ツを握にぎりしめ、京きよう花かは棟の通路を走っていた。

　棟の扉とびらを無理やり液状爆ばく弾だんで破は壊かいしてこじ開けて、建物の中から消火に専念する。たかだかこれだけのことなのに、流れ落ちる汗あせを吸って制服が重くなっている。

　肺が焼けつくような暑さ。

　……あいつらの狙ねらい、何なのよ。

　……この広い研究施し設せつからこの棟だけを狙って襲ってきた。

　……そんな重要なモノでもあるっているの？

　いや、ダメだ。

　時間がない。あれこれ思いを巡めぐらせるより先、とにかく建物が燃え落ちるのを食い止めるのが先決だ。それからエリスへの加勢。

「どうせ邪じや魔まですって言うんでしょ。わかってるわよ、そんなこと……」

　灰色の剣けん士しと戦っているはずの義姉エリス。

　一度は、あの銀の第一相イスカリオテの不可思議な能力によって遅おくれをとった。それが義姉エリスのなかで今も燻くすぶっていることは間ま違ちがいないはずなのだ。

　それゆえの再戦。

　ＳＩＲＥＮサイレンがほこる最強の五人。無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの称しよう号ごうにかけて。

　刻まれた敗北を癒いやすのは、治ち療りようでも悠ゆう久きゆうの時の流れでもなく、同じ相手を完かん膚ぷ無なきまでに打ち破る勝利。

　ただそれだけなのだから──
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　土つち埃ぼこり。

　炎に炙あぶられて水分を失い、砂さ漠ばくの砂のように乾かん燥そうしきった大地。

　大地を蹴るごとにパッと土つち煙けむりの花が咲さき、虚こ空くうで風に流されて消えていく。

「いい刀を選んだではないか」

　炎の輝かがやきに照らされる二人分の人ひと影かげ。

　赤の第二相である少女の放った真しん紅くの壁。その火勢がわずかに弱い箇か所しよを切りひらき、炎の結界の外へ脱だつ出しゆつ。そのまま高速で斬きり結びながらさらに大地を駆かけ続ける。一秒とて同じ場所に留とどまることがない。

　自分の間合いを数センチ単位で調整しつつ、さらに相手の剣けんが空を切る絶ぜつ妙みような位置取りを奪うばうための高速の駆け引き。

　剣の応おう酬しゆう以上に、その戦いは至高の心理戦の様を呈ていしていた。

「先さつきとはまるで別物だな」

「あの刀は、バイオテスタの鎮ちん圧あつ専用です」

　朱しゆ塗ぬりの長刀を手にしたエリス。

　強きよう烈れつな真紅の炎のなか、その淡あわい色味の切っ先が、まるで桜の花びらが舞まうような色の軌き跡せきを描えがいて振るわれる。

　それを、得意の両剣で挟はさみこむように受けとめる銀の第一相イスカリオテ。

　弾はじくのではなく受けとめる。

　エリスのふるう長刀を、より近きん距きよ離りで観察するために。

「なるほど。葉のように薄うすく、軽い。だが真に驚きよう異いなのは刀を構成する芯しん鉄てつだな。凄まじく柔やわらかい。よくぞ俺の一撃を受けて折れないものだ」

「鉄を選びぬく作業だけで一年を費ついやしましたから」

　挟みこまれた長刀を力ずくで引き抜ぬくエリス。

　彼女が普ふ段だんから携けい帯たいしている刀はバイオテスタ専用だ。

　人間と比ひ較かくにならない巨きよ体たいの一いち撃げきを受けても折れない強度と厚み。そして強きよう靭じんな鱗うろこを持つ肉体にも十分な衝撃ダメージを与あたえられるだけの重み。さらに刃はを潰つぶし、どんな角度から振ふり抜いても峰みね打うちになるよう仕上げてある。

「バイオテスタの鎮圧では、扱あつかいやすさ以上に、頑がん丈じようであることが重要ですので」

「それが今回は匠たくみの一刀というべきか」

「真刀『舞まい花か』。妾わたし自ら鉄を厳選し、火造りしたものです。対人戦特化のために」

　自分の背せ丈たけにならぶほど長い刀身。重反応加速アクセルによって強化したエリスの腕わん力りよくに適合する鉄の分量を用いた、この世界で一本の業わざ物ものだ。

　エリス・アーセナル・舞花。

　彼女自身が手がけたからこそ、その刃『舞花』もまた、彼女の名を継けい承しようしている。

「……とはいえ」

　真刀・舞花を水平に構えながら。

「先の一戦でこの刀が手元にあったとしても、妾わたしが遅れを取ることに変わりはなかったでしょうね。刀の違いなど些さ細さいなものです」

「謙けん虚きよだな。お前はもっと気位が高いかと思っていたが」

「ええ。よく勘かん違ちがいされます。こんな冷たい表情の女ですから」

　スカートの裾すそがひるがえる。

　絹糸のような銀ぎん髪ぱつをなびかせてエリスが地を蹴けった。

「気位も尊厳も妾わたしはいらない。過か剰じような自尊プライドは眼まなこを曇くもらせるだけ。そうでしょう？」

「まったく愉ゆ快かいな女だ」

　低い笑い声をこぼしながら身を退ひく銀の第一相イスカリオテ。

　空を切る切っ先。返す刀でエリスが追つい撃げきするよりも早く、銀の第一相イスカリオテはその懐かい中ちゆうへとわずか一歩で距きよ離りを詰つめていた。

「であるとして、お前の眼まなこは何を見み据すえているというのだ？」

「────」

「先の傷、軽くはないだろう」

　風圧でめくれあがる上着から、幾いく重えにもさらしをまいた少女の脇わき腹ばらが覗のぞいて見える。

　消毒と止血。

　ただそれだけを応急処置として施ほどこしただけの有様だ。もし縫ほう合ごうまで終えていたとしても、こうも激しい戦せん闘とうを行えばたちどころに傷が開くのは自明。

「肌はだを抉えぐられる恐きよう怖ふ、早くも忘れたわけでもあるまいに？」

「退けぬ理由があるのです」

　甲かん高だかい金属音。

　灰色の剣士が突つきだした剣が、同時に二本とも弾かれた。鈍にび色いろの切っ先がエリスの肌に触ふれる寸前で、エリスの振り下ろした剣が間に合ったのだ。

「負けたままでは愚ぐ妹まいに醜しゆう態たいを晒さらすことになりますので」

　剣を振り下ろしたまま、銀髪の少女は自じ嘲ちようじみた笑えみをうかべてみせた。

　痛みは堪たえることができる。

　傷もまた、時の流れのなかでいつしか癒いえることだろう。

　だが敗北による心の呵か責しやくは、正当なる勝利でしか許されることがない。

「意地か。その氷の表情に隠かくれながらも、なんという激情にあふれた女よ」

「意地？　激情？　いいえ」

　エリスの笑みが、一いつ瞬しゆんだけ不敵な微び笑しようへ。

「誓ちかい、です」

　長刀を横よこ薙なぐ無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　それを片手の剣で受けとめるや、ほぼ同時にもう片手の剣を突きだす銀の第一相イスカリオテ。しかし、その時には少女の姿はそこにない。

　舞を舞うような歩法でもって、身体を高速で捻ねじりながら剣士の真横へ。

　交こう叉さする身体と身体。剣と剣。

　火の粉にまじって、エリスの銀髪と銀の第一相イスカリオテのローブの切れ端はしが宙に躍おどる。いずれも互たがいの切っ先がかすめ取っていったものだ。

「凄すさまじいな。それだけ高速で身体を捻ひねってよく関節を痛めぬものだ」

「幼少よりの舞ぶ踊ようの賜たまものです。とはいえ、妾わたしは重反応加速アクセルによって身体能力を上じよう昇しようさせていますから大きな事も言えません。生身の貴方あなたの方がよほど信じがたい」

　呼吸一つ乱さず、額に浮うきでた汗をぬぐうエリス。

　まさしく五分。

　常人離ばなれした銀の第一相イスカリオテの剣けん技ぎと、重反応加速アクセルによって加速したエリスの体術。

「だが、興じてばかりもいられぬか」

「同感です」

　理装執行者シミユレーターであるエリスとしては、最優先事じ項こうは施し設せつ炎えん上じようの防止。

　かたや銀の第一相イスカリオテも、最優先事項は真天使フィオラミリスの捕ほ獲かく。さらに言えば赤の第二相・禰ネ鈴レの精神状じよう況きようも気がかりではある。

　迅じん速そくなる決着を。

　それがエリス、そして銀の第一相イスカリオテが同時に達した結論だった。

「──よもや無策というわけではあるまい」

　灰色の剣士が握る剣から生まれる、神秘的な銀色の輝き。

　膨ぼう大だいな光の奔ほん流りゆうが渦うず巻まきながら織りなす光の円えん環かん。そこから顕けん現げんしたのは、十一本から成る銀色の守護剣だった。

　銀の第一相イスカリオテ。

　その名の由来とも象しよう徴ちようとも言うべき新約召しよう喚かん。両手に握る剣を含ふくめれば十三本。どれ一つとして同じ重さ、形状のものがない。

「これで二度目。なるほど、この剣の仕し掛かけ、どんな手品の類たぐいかと思いましたが、どうやら妾わたしの目の錯さつ覚かくではなさそうですね」

　男の頭上に浮ふ遊ゆうする新月刀シヤムシールを見上げるエリス。

「意外だな。すでに新約召喚の情報程度、手に入れていると思ったが」

「必要ありません」

　たった一本の長刀を握にぎりしめる。

「これが妾わたしの知らない超ちよう高度の機械技術であっても、あるいはお伽とぎ話ばなしの魔ま法ほうのようなものであっても些いささかの違ちがいなし。要は本質を摑つかめるかどうか。妾わたしが貴方の十三刀流を破れるかどうか、ただそれだけです」

「ならばそれに足るもの、見せてもらおうか」

　先に動いたのは銀の第一相イスカリオテだった。

　片手剣を宙に放ほうるや、頭上に浮遊する小刀の柄つかを摑み、それを手首の返しだけで投とう擲てき。さらにもう片手に戦輪チヤクラムを構える。

　──初戦と同様の戦法。

　──投げはなった剣に対し、こちらが避よけるか受けとめるかで二の太た刀ちを変える。

　前回はこの未経験の十三刀流に遅れをとった。

「ふっ」

　小さく息を吐はき、エリスは銀の第一相イスカリオテへと踏ふみこんだ。

　肩かた先さきをかすめていく小刀。

　多少の被ひ弾だんは覚かく悟ごのうえで突き進もうと大地を蹴る。否いな、蹴ろうとした矢先──

　急停止。

　今まさに踏みだそうとした足を止めたのは、エリスの方だった。

「いい反応だ」

　その数センチ先の虚こ空くうを削けずる銀の剣けん閃せん。

「……薙なぎ刀なた術まで極きわめていますか」

　はらりと落ちていく自分の前まえ髪がみを手ではらいのける。

　銀の第一相イスカリオテが振り下ろした薙刀。鎗やりに劣おとらぬ間合いと、刀の切れ味を併あわせもつ長なが柄え武器。エリスの長刀すら間合いの勝負では比べるべくもないだろう。

「遠い、ですね」

　思わず少女のこぼした言葉には、わずかな尊敬の念すら込こめられていた。

　──剣の結界。

　遠えん距きよ離りでは投剣による巧たくみな牽けん制せいで間合いを調整し、被ひ弾だん覚かく悟ごで接近した相手を薙刀で制圧。接近することさえ許さない。

　さらに薙刀をかいくぐったとしても、待っているのは両手に握る片手剣。

　……遠い。

　……剣の間合いがではなく、剣けん士しとして歩んできた距離が違う。

　あらゆる間合いに対応するあらゆる剣を習得する。

　古今東西それを実現した剣士は存在しない。それができるのは無む邪じや気きな子供が空想する絵物語の主人公だけだ。現実には、たった一本の剣を使って一つの流派を学ぶだけでエリスは十数年を要した。

　……そう思っていたのに。

　……よもや、まさか「本物」と出くわすとは思いませんでした。

　才能の違いか。男と女の肉体の違いか。

　それとも執しゆう念ねん？

「悔くやしいですね。剣を交えて、こうも歴然とした格の差を感じたのは初めてです」

「抜かせ。それで引き下がる性しよう分ぶんでもあるまい？」

　挑ちよう発はつにも似た銀の第一相イスカリオテの冷れい笑しよう。

　対し、エリスの応こたえは無言の首しゆ肯こうだった。

「覚悟を決めました」

「ほう？」

「妾わたしがあなたの力を知らないように──」

　スカートの裾をわずかにめくる。

　艶なまめかしい太もも。そこにベルトで固定された小さなポーチから、少女が取りだしたのは掌てのひらに収まるほどの小さな注射剤アンプルだった。

「貴方もまた、妾わたしの第二可逆生成ちからを知らない」

　青色の溶よう液えき。

　すべての理装執行者シミユレーターは中セ央ン統ト合ラ樹ルにてＮ因子適合化施せ術じゆつを受けることで、本人の脳波と体内の生化学反応を同期リンクさせる力を身につける。そのＮ因子が溶とけた反応加速溶液。

　──臨界突破試薬ブースト。

　自己施術。自らＮ因子を体内に撃うちこむことで、一時的にだが体内の生化学反応を限界以上に引き上げる。

「臨界突破試薬ブーストとやらか」

「よくご存じで」

　左ひだり肩かたの動脈へ、その注射針をためらわず打ちこむエリス。

　青の溶液が空になるまで押しこみ、使い捨ての注射剤アンプルを足あし下もとへと投げすてる。

「技量の差を邪よこしまな手段で埋うめるのは、不本意ではありますが……」

「手段もまた強さの一面。何を恥はじる必要がある？」

「……相手が貴方で良かった」

　一瞬の微び笑しよう。だがすぐに眼まな差ざしを鋭えい利りなものにして、エリスがわずかに身をかがめる。

　そう銀の第一相イスカリオテが視し認にんした時には。

　銀ぎん髪ぱつの理装執行者シミユレーターの姿は、そのすぐ眼前にまで迫せまっていた。

「速い！」

　フードによって覆おおわれた陰かげの下、銀の第一相イスカリオテが目をみひらく。

　疾しつ走そうを越こえた転移。

　幼少時から弛たゆまぬ修練を積んだ少女が理装執行者シミユレーターとなり、重反応加速アクセルによって肉体を強化し、さらにそれを限界以上に引き上げたことにより到とう達たつした肉体の極限値。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに放つエリスの剣が、灰色の剣士が握る薙刀を宙高くへと弾はじきとばす。さらに返す刀で無防備の胴どう体たいへ。

　が、それをすんでのところで受けとめたのは銀の第一相イスカリオテが持つ小刀だった。

　威い力りよくに劣るかわりに小回りと防ぼう御ぎよに適した武器。

　翻ほん弄ろうの歩法。

　無数の残ざん影えいを生みだしながら横へと駆かける灰色の剣士。だが臨界突破試薬ブーストによって限界強化したエリスの視力は、その緩かん急きゆうすらたやすく見切る。

「そこです」

　無数の分身のなか、狙ねらい違たがわず本体へと振ふり下ろされる桜色の軌き跡せき。

　それを先の小刀で受け流し、もう片手で新月刀シヤムシールを振り上げる灰色の剣士。複雑に歪わい曲きよくした刀身が描えがく複ふく雑ざつ怪かい奇きな剣の軌き道どう。

　足下を薙なぐ軌跡の一いち撃げきを跳ちよう躍やくでかわし、さらにエリスが肩かた口ぐちめがけて斬きりこむ。

「出来る！」

　傷一つ。

　肩先をかすめた少女の一撃に、異世界の剣士の上げた声はもはや賞賛を通りこした歓かん喜きの雄お叫たけびだった。

「これだ、これを待っていた！　これほどに心震ふるえる鍔つば迫ぜり合い、久しくなかったぞ！」

「口を開けば隙すきが生まれるだけです」

「吼ほえたくもなる。それが衝しよう動どうというものだ」

　歓喜の声を上げながらもエリスの剣をことごとく捌さばききる灰色の剣士。

　十三刀流。

　小刀かと思えば大剣に、大剣かと思えば新月刀シヤムシールが迫せまり、後方へかわした次の瞬しゆん間かんには戦輪チヤクラムが飛んでくる。

　次にどの剣で攻せめたててくるか予想できない。

　予想できたとしても、それすら察知してすぐさま別の剣へと持ち替かえられる。

　……これでようやく五分。

　臨界突破試薬ブーストを使用したエリスをもってして、銀の第一相イスカリオテの振るう十三本の守護剣は、かろうじて応おう酬しゆうに持ちこめる域。

「だが、いつまで保もつ？」

　両手の剣を交こう叉ささせ、薄うす紅べに色いろの長刀を受けとめる銀の第一相イスカリオテ。

「中セ央ン統ト合ラ樹ル、そして理装執行者シミユレーターの情報は押さえてある。その臨界突破試薬ブースト、強力な効果であることは認めるが代だい償しようも大きい。そうだろう？」

「内通者がいるのは厄やつ介かいですね」

　その言葉と裏腹に、エリスの表情に焦あせりはない。

　もとより臨界突破試薬ブーストの効用など、学園研究機関アカデミーの一いつ般ぱん生徒であっても興味で調べようとすれば入手できる情報レベルだ。

　──能力の前借り。

　全身への過度の負担はもちろん、臨界突破試薬ブーストの使用を理装執行者シミユレーターが限界までためらう理由が臨界突破試薬ブースト投とう与よ後の副作用だ。一度の注入だけで、その後一週間は重反応加速アクセルも可逆生成パラダイムも使えなくなることが知られている。

　使用効果は一分前後。

　つまり間もなくエリスは、理装執行者シミユレーターとしての能力を失う。彼女の剣けん技ぎや身体能力こそ残るが、重反応加速アクセルなしで銀の第一相イスカリオテを相手にするのは無む謀ぼう以外の何者でもない。

　それはエリス自身が誰だれより理解している。

「どうする」

　少女の剣を押さえこみながら、銀の第一相イスカリオテ。

「臨界突破試薬ブーストの作用、あとどれだけ保つ？」

　絶望を予感させる問い。

　それに対し。

「せいぜい保ってあと──」




「無尽つきること、なし」




「……なに？」

「妾わたしが貴方あなたの力を知らないように、貴方もまた妾わたしの第二可逆生成ちからを知らない！」

　エリスが叫さけんだ。

　臨界突破試薬ブーストによって極限まで強化された膂りよ力りよくでもって、銀の第一相イスカリオテの身体をその両剣ごとはるか後方へとはじき飛ばす。

「っ!?　今なんと言った……？」

「『無む尽じん臨界突破』──中セ央ン統ト合ラ樹ルから、そう呼ばれる妾わたしの能力です」

　本来ならば臨界突破試薬ブーストによって『前借り』し、根こそぎ奪うばわれてしまう理装執行者シミユレーターとしての能力。

　だがＳＩＲＥＮサイレンにはたった一人、その制約を受けない例外がいる。

「妾わたしの第二可逆生成パラダイムは、臨界突破試薬ブーストの使用によって生成されるＮ因子阻そ害がい物質を分解すること」

　エリスの手に握にぎられた二本目の注射剤アンプル。

　一本目の注射剤アンプルよりもさらに大型。それをためらいなく、再び自分の肩かたへ注入する光景は、他の理装執行者シミユレーターが見れば青ざめていただろう。

　能力の前借りどころか、永久に理装執行者シミユレーターの能力を失いかねない程ほどの大量投与。

「まさか……」

「察しのとおり。妾わたしに臨界突破試薬ブースト投与の限界量は存在しません」

　空の注射剤アンプルを見せつけるように突つきだす少女。

　飲酒に一定の耐たい性せいをもたらすアルコール分解酵こう素そのように。どれだけ臨界突破試薬ブーストを投与しても、その反動が生じる前に有害成分を分解する生化学反応。

　エリス・アーセナル・舞花の第二可逆生成ちから。

　彼女自身の剣技、重反応加速アクセルとも相まって、現在ＳＩＲＥＮサイレンで確認されているあらゆる第二可逆生成ちからの中でも最上位に位置づけられる能力だ。

　ゆえに無ゼロ級きゆう。

　まだ十代の少女であるエリスを理装執行者シミユレーターの頂点として決定づけた禁じ手。

「聞いた覚えがあるぞ。臨界突破試薬ブーストの制約を受けない、たった一人の例外が理装執行者シミユレーターに存在すると。まさか貴様が！」

「異世界とやらにまで知れわたっているとは、光栄ですね」

　空の注射剤アンプルが地に落ちる。

　と同時に、少女と灰色の剣けん士しは剣を振り上げていた。

　立て続けに響ひびく金属音。

　すぐ隣となりで燃えさかる炎ほのおの壁かべすら眼中になく、炙あぶられる熱でふきだす汗あせを拭ぬぐうことも忘れ、互たがいが互いに、相手の振るう剣だけを凝ぎよう視しする。

「くっ！」

　銀の第一相イスカリオテの上半身が大きく揺ゆらいだ。銀の第一相イスカリオテが空中の刺突剣レイピアを摑つかもうとするより先、エリスの長刀がその刺突剣レイピアを一いつ瞬しゆん先にはじき飛ばしたのだ。

　臨界突破試薬ブーストによって爆ばく発はつ的てきに強化されるエリスの重反応加速アクセル。その上じよう昇しようした空間把は握あく能力と反応速度が、たった一度だけ成功させた『先読み』だった。

　が、その唯ゆい一いつ無二の隙に対してエリスの追つい撃げきはなかった。

　……臨界突破試薬ブーストの代償。

　……やはり来ましたか。だけど、こんなにも早く身体が悲鳴を上げるとは。

　なびくスカートから覗のぞく太ももが真っ青に染まっている。

　筋きん繊せん維いがずたずたに千切れての内出血。本来なら一分程度が限界である臨界突破試薬ブーストを使い、重反応加速アクセルで肉体を酷こく使しし続けた代償だ。

　銀の第一相イスカリオテの剣と鍔つば迫ぜり合いを続けた上じよう腕わん筋きんも、鈍にぶい痛みを訴うつたえている。

　……いえ、それでも臨界突破試薬ブーストの連続使用は慣れているはずなのに。

　……こんなにも早く反動が来るのは初めてです。

　臨界突破試薬ブーストによるエリスの戦せん闘とう可能時間は、日常訓練では優に三十分を上回る。

　それがこんなにも早く身体が悲鳴を上げるのは、偏ひとえに、銀の第一相イスカリオテとの戦闘がそれだけ熾し烈れつであるということの示し唆さに他ほかならない。

　だからこそ。

「これが──」

「最後！」

　それは、どちらが先に上げた声だっただろう。

　合唱すら想起させるほどに美しく唱和した、少女と剣士の咆吼。

「制せい御ぎよを解放。収束せよ！」

　銀の第一相イスカリオテの命めいに応じ、十三本の守護剣が空中で組み合わさるように融ゆう合ごう。

　一本の巨きよ大だいな戦剣グラデイウスへと生まれ変わる。

「我が全ぜん霊れい！」

　両手で握りしめた戦剣グラデイウスを上段から一気に振り下ろす剣士。

　両足に限界が訪おとずれたエリスには避さけようもない。もとより避けるつもりもなかった。

　これが最後の一刀。

　──エリスの振り上げる朱しゆ塗ぬりの長刀。

　──銀の第一相イスカリオテが振り下ろす最後の守護剣。

　両者が衝しよう突とつし、そして。

「勝負あったな」

　こだまする金属の破は壊かい音。

　砕くだけたのは、エリスの握る長刀だった。

「俺の──」

「いいえ」

　剣を握ったままの剣士に向け、エリスは小さく首をふってみせた。

「妾わたしの刃ははまだ生きています」

「っ……これは!?」

　剣士からもれる驚きよう愕がくの声。

　気づいたのだ。

　粉々になって砕けたはずのエリスの長刀。それが。




　無数の破は片へんとなって、銀の第一相イスカリオテの視界いっぱいにちりばめられていたことに。




　淡あわい薄紅色に輝かがやく刃の破片。

　それはまるで、本物の桜の花びらのように。

　──散るならばいっそ美しく。

　──風に舞まう桜の花弁のように在りましょう。

　真刀『舞花』に込こめられた誓ちかいであり、最後の刃。

　刀身が砕けた際に、その刃が超ちよう極ごく小しようの欠片かけらとなり、風に舞う花弁のごとく宙へと舞って敵の視界を封ふうじる。

「認めましょう。剣士としては貴方がはるか格上でした」
















　銀の第一相イスカリオテが我に返るより先。

　その懐ふところに潜もぐりこんだエリスの肘ひじ先さきが、その無防備な胴どう体たいを打っていた。

「っ……！」

　無言で両りよう膝ひざをつく剣士。

　そんな彼に対し、限界を迎むかえたエリスもまた片膝をつきながら。

「なぜですか」

「────」

「妾わたしの身体が、もう臨界突破試薬ブーストに耐たえられなかったことは知っていたはず。時じ間かん稼かせぎに徹てつすれば貴方の勝利は揺るがなかった」

「……おかしなことを聞く」

　打たれた鳩みぞ尾おちを押さえながら、その剣士は擦かすれ声でこう言った。

「この戦いくさに、そんな興ざめた真ま似ねができるわけがない」

「…………」

「愉たのしいな……まったく愉ゆ快かい……だ。出会いこそ違ちがえば、本気で……求きゆう婚こんしていたかもしれん…………」

　押し殺した笑い声を残して。

　灰色の外がい套とうをまとった剣士は、その場にくずおれた。

「…………」

　その言葉に。

「……確かに。手加減なく夫ふう婦ふげんかはできそうですね」

　滅めつ多たに見せない苦く笑しようを湛たたえて。

　銀ぎん髪ぱつの少女もまた、意識を失ってその場に倒たおれた。
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　炎の竜たつ巻まき。

　禰ネ鈴レの身体からだを包みこむ炎が、渦うずを巻きながら天へと昇のぼっていく。

　研究施し設せつの上空を真しん紅くに染める火。

「もう嫌いや……お兄様も、誰だれも、何も信じられない！　信じられるのは精せい霊れいだけ！」

　炎が巻き起こす突とつ風ぷうに煽あおられ、幾いく重えにもこだまする少女の絶ぜつ叫きよう。

　そして──

「来なさい、炎の破壊精霊イフリート！」

　天を衝つく炎の竜巻から、巨大な炎に包まれた『何か』が飛びだした。

　一対ついの翼つばさを有する真紅の巨きよ人じん。

　炎がそのまま人形に凝ぎよう縮しゆくして動きだした。喩たとえるならば、それ以外に形容のしようがないだろう。

「こいつが……！」

「禰ネ鈴レの精霊。こいつを召しよう喚かんしてからだ、禰ネ鈴レの心が乱れ始めたのは」

　炎の巨人を睨にらみ上げるネックザール。

　その頰ほおからしたたりおちる汗が顎あご先を伝い、首筋へと落ちていく。

　──灼しやく熱ねつの業ごう火かのなかで。

　──この精霊が現れた途と端たん、背中を極ごつ寒かんの冷気が駆かけめぐっていった。

「いま一度聞く。ミソラ、あの精霊を祓はらえると言ったな」

「別に、相手が精霊だろうが真しん獣じゆうだろうが変わらねぇよ。何だってやってやるさ」

　頷うなずくと共に、その両拳こぶしをかたく握にぎりしめる。

「それでお前の妹が助かるならな」

　空高くを浮ふ遊ゆうする炎の巨人。

　そんな上空の精霊が────不意に、視界から消失した。

「……消えた!?」

「後ろだ！」

　ネックザールの咆吼。

　と同時に、ミソラの背後に猛もう烈れつな熱波と、そして猛たけ々だけしい気配が生まれていた。

　重反応加速アクセル。

　方程式オムニスによって極限まで加速される生化学反応。飛ひ躍やく的に上昇した空間把握能力と反応速度がなければ、背後からの一いち撃げきを受けてそのまま勝敗は決していただろう。

　──ジッ。

　炎が凝縮した精霊の拳が、瞬しゆん時じに身を反転させたミソラの首筋をかすめていく。

　ふりそそぐ無数の火の粉の一ひと粒つぶ。

　大きさ一センチにも満たない火花程度の火気。それが上着の肩かた口ぐちに付着した瞬しゆん間かん、大人すら吞のみこむほどの巨大な火球となって燃え上がった。

「なっ!?」

　肩口から一気に襲おそいかかる火球。

　それがミソラの全身を包みこむ直前に。

「大氷狼フエンリル！」

　氷の真獣が動いた。

　ミソラの肩かたに取り憑つく炎ほのおの塊かたまりを、その巨大な顎あぎとでもってかみ砕く。

「──助かった、悪わりぃな」

　真正面の炎の破壊精霊イフリートへと拳を突つきだす。

　空を切る拳。ミソラが拳を振ふるうどころか、姿勢を立てなおした時にはもう精霊の姿はそこになく、禰ネ鈴レの背後へと転移している。

「ネックザール、今の移動は……」

「精霊の特とく徴ちようだ。炎の破壊精霊イフリートであれば、ほんのわずかな火の気さえあればどんな場所にでも一いつ瞬しゆんで転移できる」

　上空を舞う無数の火の粉を目印マーカーとして。

　ミソラたちの真上、背後、横、あるいは多目的棟とうの上空にでも任意の場所に転移できる。だとすれば厄やつ介かいこの上ない。

　……俊しゆん敏びんなバイオテスタっていうのは何度も見てきたけど。

　……転移する相手っていうのはさすがに初めてだ。

　いまの一瞬の攻こう防ぼうだけでも想像がつく。

　どれだけ高速の重反応加速アクセルで対たい抗こうしようと、容易たやすく捉とらえられる相手ではないと。

「足りない！　もっと、もっと激しくよ炎の破壊精霊イフリート！　あなたの力はこんなものじゃないでしょう。禰ネ鈴レの周りの全部を燃やしつくして！」

『────』

　炎の精霊の全身が大きく膨ぼう張ちよう。

　次の瞬間、破は裂れつした全身からゆらゆらと揺ゆらめく輝きが空へと舞った。

　輝く炎の結けつ晶しよう。

　宝石さながらに凝縮した高熱の宝石が、はるか頭上から驟しゆう雨うのごとくふりそそぐ。

「絶対にふれるな。あの結晶に触ふれた瞬間、そこを基点に大爆炎が生まれるぞ」

「さっきの火花と同じやつか……」

　千を超こえる結晶となって降ってくる赤の結晶。

　それが地上に落下した途端、猛烈な爆ばく風ふうをともなった業火として燃え上がる。

「行けるか？」

「やるしかないだろ」

　ネックザールの問いに首しゆ肯こうで応こたえ、ミソラは燃え上がる大地を蹴けった。

　地上の爆炎を常に横目に捉え続けながら。

　降りそそぐ炎の結晶の軌き道どうを計算し、それを紙かみ一ひと重えでかわしながら地上を駆ける。

　直ちよく撃げきはおろか、炎が掠かすめることさえ許されない。

　──突き進む炎の迷めい宮きゆう。

　わずか数十センチという炎の隙すき間まを縫ぬうように身体を押しこみ、業火が破裂する直前のタイミングを狙ねらってその真横を疾しつ走そう。

「嫌いやっ！　禰ネ鈴レに……近づかないで！」

　悲鳴を上げる少女。

　怯おびえた彼女を護まもるがごとく、炎の精霊が禰ネ鈴レを抱かかえてはるか上空へと飛ひ翔しようする。

　そして。

「炎の破壊精霊イフリート！」

「水精霊ウンデイーネよ！」

　精霊を従える兄妹きようだいの声が、重なった。

　まず動いたのは水精霊ウンデイーネ。

　二体に分ぶん裂れつしていた身体が再び一つに融ゆう合ごう。その足あし下もとからわき出した蒼あおく輝かがやく水みず飛沫しぶきが空へと昇り、降りそそぐ炎の結晶からミソラを護る薄膜カーテンとなる。

「さすがですわお兄様。でも、それだけでは禰ネ鈴レに届きません……！」

　水精霊ウンデイーネは水の薄膜カーテンを維い持じするのに力を割さいている。

　炎翼竜ドレイクを倒した時のように、氷の階段の元となる水柱を生みだす余力はない。

　であれば、地上のミソラがどれだけ高く跳ちよう躍やくしたとしても、はるか天上の炎の破壊精霊イフリートと禰ネ鈴レには届かない。

　それは誰の目からも明らかでありながら──

「転移できるのは精霊単体だ。禰ネ鈴レを抱えている今、炎の破壊精霊イフリートは動けない！」

　そう叫さけぶ兄の声に迷いはなかった。

「跳とべ！……跳んでくれ！」

　その声に──

　すべてを託たくしたネックザールの声に背中を押され、ミソラは跳んだ。

　重反応加速アクセルによる筋力強化。

　その跳躍に何一つ意図などない。ただまっすぐ、たとえこの跳躍だけでは届かないことがわかっていてもなお、その声に応えた。

「あは、なんと無様な足あ搔がきでしょう」

　精霊に抱えられたまま、眼下のミソラを見下ろして嗤わらう少女。

「届くわけがないのに。人間は天使でも鳥でもない。飛ぶことなどできはしないのです。たかが人間一人。精霊の高みにたどり着こうなどと──」

「届くさ」

　地上にいる兄ネツクザールにかわって。

　はるか高度へといたったミソラは、さらなる上空を漂ただよう妹ネレに答えた。

「それを教えてくれたのは、アンタの兄貴だぜ」

「……なんですって？」

　禰ネ鈴レの声が強こわばる。

　気づいたのだ。

　眼下のミソラのすぐ下から、ミソラを追って一体の獣が浮ふ上じようしてくる気配。

「背中、借りるぜ」

『────』

　気高き氷の真獣。

　大氷狼フエンリルが、自らの背をミソラの足場とするために跳んでいた。

「そんなっ!?　あの気位の高い大氷狼フエンリルが、見知らぬ人間を背に乗せるなんて……！」

「見知らぬ？　そんなわけないだろ」

　真獣の背に乗って。

　そこを足場に、さらなる上空へとミソラは跳んだ。

「大コ氷イ狼ツ、アンタのこと慕したってたんじゃないのか？」

「……え？」

「俺のために力を貸してくれたんじゃない。大コ氷イ狼ツはな、アンタを助けるために力を貸してくれてんだよ」

　拳を握りかためる。

　禰ネ鈴レを抱えた炎の破壊精霊イフリートへ、ミソラはまっすぐに跳んだ。

「だから──」

「帰ってきてくれ、禰ネ鈴レ」

　はるか地上から。

　縋すがるような面おも持もちのネックザールに見守られるなか──




　ミソラの拳が、少女を抱える精せい霊れいへと届いた。




　炎の絶ぜつ叫きよう。

　精霊が無数の火花を散らしながら光となって還かえっていく。

「っっ……痛つぅ！」

　炎の破壊精霊イフリートの残した猛烈な熱波を浴びながらも、禰ネ鈴レの手を空中で摑つかみとる。すでに意識を失った少女を抱だきかかえようとして──

　……だけど、まずい……ぞ、これ。

　……これが……精霊に触れた代だい償しよう……なのか？

　精霊の業ごう火か。

　衣服も肉体も火傷やけど一つ負っていないというのに、身体からだの芯しんから、骨の髄ずいが焼けただれるような激痛と痙けい攣れんとに襲われた。

「ミソラ!?」

　地上からも、その異常に気づいたネックザールの声。

　だが距きよ離りがありすぎる。

　ネックザール自身はもちろん、水精霊ウンデイーネが駆かけつけるより落下の速度が速い。大氷狼フエンリルもいまだ空中で身動きがとれないまま。

「くっ……そ……」

　禰ネ鈴レの手だけを摑んだまま、全身の自由を激痛と痙攣とに奪うばわれた状態で、真っ逆さまに落下していく。

　遥はるか上空にいたはずが、気づいた時にはもう焼けこげた地上が目の前で──

「待って！」

　ふわりと。

　ミソラと、そしてミソラの摑んだ禰ネ鈴レの身体が空中で静止した。

　自分の肘ひじ先さきを摑まれる感かん触しよく。その先に──

「ま、間に合ったぁ。間かん一いつ髪ぱつです……」

「フィア!?」

　輝く翼つばさを顕けん現げんさせた金きん髪ぱつの少女が、必死の顔つきで自分たちを摑んで浮ふ遊ゆうしていた。

　二人分の体重を支えながら、そのままゆっくりと下降していく。

「フィア、お前、寝ねてろって言ったのに！」

「周りがあんな火事になってるのに、寝られるわけないです。すごい音で緊サ急イ警レ報ン鳴ってるのに」

「……そ、それはそうだろうけどさ」

　あまりの正論ぶりに言葉が出ない。

　と──そんな口ごもっている自分ミソラを見つめて、フィアがくすっと微笑ほほえんだ。

「冗じよう談だんです」

「え？」

「一人は不安だったから。そっちが理由じゃダメですか？　一人で寝てるより、こうしてミソラの近くにいる方が安心します」

　えへへと照れくさそうにしながらも、少女は小声で教えてくれた。

「……まあ。とにかくありがとな。正直助かったよ」

「はい、です」

　着地。

　さすがに重かったのか大きく息をはきだすフィア。そこへ──

「禰ネ鈴レ！」

　地上に寝かされた少女の下もとへとネックザールが駆けつけた。水精霊ウンデイーネ、冬妖精スノウリイ、そして大氷狼フエンリルに見守られるなか、意識のない妹をそっと抱だき上げる。

「……禰ネ鈴レ」

　気を失ったままの少女。意識が戻もどった時、その人格と記き憶おくとが本来の彼女に戻っているかどうかはミソラにもわからない。

　できたことはただ一つ。

　彼女の心にはまだ重すぎる精霊という重荷を、彼女から外したという些さ細さいな助力だけ。

　──どれだけ、時が流れていただろう。

　多目的棟とうを覆おおっていた炎ほのおが消えて。ネックザールの周りに集つどっていた幻げん獣じゆうたちもまた、時の経過とともに本来の世界へと還っていって。

　棟むねの消火にあたっていたネオリエと京花。

　そして、よろめきながらも歩いてくるエリスの姿が近づいてきて。

「…………っ」

　わずかに、倒たおれていた少女のまぶたが揺ゆれたのはその時だった。

「……禰ネ鈴レ？」

　自分を抱きかかえる兄の言葉に、銀ぎん髪ぱつの少女が目を開けた。

　封ふうじられていた瞳ひとみ。精霊の声を聞くために特とく殊しゆな儀ぎ礼れいで視界を閉じていたはずの瞼まぶたがゆっくりと開き、そこにある兄の姿を無言で眺ながめて。

　そして。

「……お兄様……ひどい火傷」

　妹が手を伸のばした先は、禰ネ鈴レの炎によって炙あぶられたネックザールの頰ほおだった。

　痛々しく腫はれた頰、首もと。

　その姿を見つめていた少女の瞳からこぼれる、透とう明めいなしずく。

「禰ネ鈴レの、せいですか」

「────」

「……ごめんなさい。禰ネ鈴レ、お兄様に褒ほめてもらいたくて…………なのに、なのに……」

「いいや」

　声をうわずらせる妹に、兄である召しよう喚かん士はそっと首を横にふった。

「悪いのはお前じゃない。お前を助けられなかった俺にすべての責任がある。今はただ、お前が戻ってきた。それで十分すぎる」

「でも──」

「やり直そう。きっと何かがズレてしまっただけだ。まっすぐ歩いてきたつもりが、いつの間にか道をそれてしまっていた。やり直そう。全部、最初から」

「……はい」

　その両瞼に涙なみだのしずくを溜ためながら、少女はそっと頷うなずいたのだった。
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　第二衛星都市。

　隣りん接せつする第一衛星都市との区界にほど近い跨こ道どう橋きようで──

「待たせたな」

「いい時間よ。ちょうど集合の時間、私もいま来たばかりだから」

　橋の手すりによりかかる黒コートの女性。

　眼下の路面を見下ろす姿勢から、ちらりと横目を向けて。

「一人、見えないようだけど？」

「あの娘むすめは役目を終えた。観察者エルベルトの言うとおり、ミソラという人間、あらゆる新約召喚を無力化する能力を持っていると見て間ま違ちがいない」

「精霊をもってしても？」

「それも観察者エルベルトの予想の範はん疇ちゆうだったはずだ。新約召喚そのものに干かん渉しようするわけだから、相手が幻獣だろうと真しん獣じゆうだろうと、精霊であっても大差はない」

「……そ。じゃあ帰りましょう」

　くるりと背を向ける黒の第一相イスカリオテミスティシア。

　そんな彼女へと、灰の第一相イスカリオテは、

「例の件。観察者エルベルトは何と言っていた？」

「世界の傷きず痕あとのことなら、順調よ。だいぶ崩ほう壊かいも進んでいる。あともう一押し」

　真なる赤き実のなる大樹ネクサスの顕現。

　並行世界側の人間に新約召喚を与あたえた、根源。

　力を与あたえし果実。

　その実をはぐくむ樹きが真天使フイオラミリスの封ふう印いんから目覚め、成熟を果たす時は近い。と同時に、福音機関が求める新約召喚がさらなる高次元へと昇しよう華かする。

「情報が得られたのなら何よりだ」

「ええ。多少気にくわないことはあったけど、この世界まで足を運んだ甲か斐いはあったわ」

　風になびく横髪を鬱うつ陶とうしげに押さえつける黒の女性。

「そう。これが──」
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「始まりの終わり。この世界を革新する扉とびらの開放は、もはや誰だれにも止められない」




　凍こおりついた海。

　どこまでも続く蒼そう天てんと、その下に広がる凍いてついた蒼そう海かい。

　空に浮うかぶ雲も、飛沫しぶきをあげて盛り上がった波も、何もかもが停止した空間──

　大気の流れも音の広がりもそこには無い。

　静かに。

　その世界は時の流れから忘れ去られ、ただ静かに、眠ねむりについていた。

「懐なつかしい……本当に……どうしてこんな気持ちになるのかな」

　その凍りついた海面の上で──

　研究主任エルベルトは、その果てなき蒼の世界の果てを見つめていた。

「ミカエル、そして紫し苑おん。今ごろキミたちはどうしているのかな。この世界を見ていると、キミたちの顔を思い出す。……自分でも不思議だよ。二度と会うまいと決別したのは僕の方なのに、その僕が、よりによってこんなにも感傷深い心地ここちになるなんて」

　上着のポケットに無造作に手を入れた恰かつ好こうで。

　その世界とまったく同じ色に輝かがやく蒼そう髪はつをなびかせながら。

「願わくは、キミたちに幸福な世界のあらんことを。……決して、僕のような破は滅めつと悔かい恨こんの道を進まぬように」

　そして振ふり返る。

　その後ろに立つ、聖なる法衣をまとう女性に向けて。

「待たせたねアナスタシア」

「……大した時間ではない。少なくとも、私たちが争い続けてきた時間と比べれば」

　微び笑しようの研究主任。

　そんな彼に対し、白を基調とした法衣姿の女性の表情はあくまで冷ややかだった。

「それで、企たくらみは終わったの？」

「大したことじゃない。福音機関の幹部と会って、少しだけ情報を提供しただけのこと。僕やキミにとっては常識にも等しい知識だけど、それでも彼らには喉のどから手が出るほど欲ほしい情報だろうからね」

　福音機関の幹部との接せつ触しよく。

　本来なら絶対黙もく秘ひが求められるはずのことさえ、日常話さながらの口調で告げる彼。

「だけど一つ意外だったのは──今日、久しぶりに本名ナザリエルの方で呼ばれることがあった。驚おどろいたと同時に懐かしかった。まさかとは思うけれど、僕の名前を教えたのはキミかい？」

「……さあ」

　一いつ切さいの感情を込こめない声こわ音ねで返す、彼女。

「それこそ大した情報ではないでしょう？　私やあなたの過去や素す性じようが知られたとしても、この世界の行く末に何一つ関かかわることではないのだから」

「キミらしい答えだ」

　彼女が自分の足あし下もとを見つめるように。

　ナザリエルと呼ばれた研究主任もまた、凍てついた海面の奥を見み据すえた。

　──わずかなる胎たい動どう。

　──大気も音も、時間さえも止まったはずの世界で蠢うごめくただ一つの樹木。

　すべての元げん凶きよう。

　真天使フィオラミリスが封印せし、世界の結合と均きん衡こう破は壊かいをもたらす最悪の神性存在が、今まさに成長を続けている。そしてその成長の源となる力の波動は、新約召喚によって刻まれた『世界の傷痕』から無限に供給されつつある。

「改めて問おう。どう動く？　こちら側の真なる赤き実のなる大樹ネクサスを止めたくても、此こ処こにいないキミではどうしようもない」

「…………」

　無言を保つアナスタシア。

「福音機関は勘かん違ちがいをしているけれど、実のところ神性幻げん想そう種フィオラミリスはさしたる脅きよう威いでない。彼女はもう真天使としての力を失っている。真なる赤き実のなる大樹ネクサスを再び封印することはできないだろう」

「……でしょうね」

「だけど、それでもキミの瞳は屈くつしていない。その信念の根こん拠きよは、キミが見いだしたあの少年かい？　方程式オムニスを従えしミソラという彼が、真なる赤き実のなる大樹ネクサスを止める新たな可能性となる。そう信じている？」

　淡たん々たんと訊たずねる研究主任。

　対し、輝く蒼髪をなびかせる彼女の答えは────




　　　　２




　第二衛星都市。

　多目的棟とう・『見えざる烙らく印いん』拠きよ点てん。

　その一階に設けられた休養室で、銀ぎん髪ぱつの少女がベッドに横たわっていた。特とく殊しゆな金属で作られた拘こう束そく具ぐを外し、自らの血で染まった服も脱ぬぎさり、下着姿となった彼女。

　真新しい包帯が、その首から肩かたにかけて丁てい寧ねいに巻き直されている。

「目が覚めたか」

　ベッド脇わきの椅い子すに腰こしかけて、妹を見つめるネックザール。

「具合はどうだ？」

「────」

　それには答えぬまま。

「……お兄様」

「なんだ」

「……精せい霊れいが……怯おびえています…………世界が……傷つき、壊こわれ始めていると」

　碧みどり色の双そう眸ぼうで兄を見つめる妹。

　精霊の声を聞くための儀ぎ礼れいは止めた。もはや新約召しよう喚かんで炎の破壊精霊イフリートを呼びだすことは叶かなわないが、まだ彼女の耳には精霊の声がわずかに届いているのだろう。

「お兄様の水精霊ウンデイーネも、同じことを囁ささやいているのではないですか？」

「…………」

　今度はネックザールが押し黙だまる番だった。

　精霊の怯え。

　並行世界側にいる精霊の声が、召喚せずとも自分へと如によ実じつに伝わってくる。

　そして世界間を越こえて精霊の声が伝わるという事象そのものが、この世界と並行世界側に存在する『世界の傷痕』が拡がっていることの証あかしにほかならない。

　──浸しん透とうしていく静せい寂じやく。

　兄妹きようだいがともに言葉を探しあぐねることで生まれる、張りつめた緊きん張ちよう。

「お兄様」

　その緊張の糸を断たちきるように声を発したのは、禰ネ鈴レだった。

「あの人は……」

「あの人？」

「禰ネ鈴レを助けてくれた、あの人は、何という名前でしたか。左手に腕うで輪わを嵌はめた──」

「ミソラのことか」

「……ああ、そうでした。ミソラさん、でした」

　痞つかえが取れたようにほっと表情をやわらげる妹。

　炎の破壊精霊イフリートを逆召喚した少年。

　ネックザールの召しよう喚かんした大氷狼フエンリルの背に乗って、はるか上空の禰ネ鈴レまで辿たどりついた。

　あの少年の宿した力は──

「ふしぎな力……」

　開いた目で天てん井じようを見上げながら。

　並行世界の召喚士である少女は、自分を見つめる兄にそう告げた。

「世界の傷痕を癒いやすことで、幻げん獣じゆうたちを本来の世界へと還かえしていった。あの力はまるで、真なる赤き実のなる大樹ネクサスの新約召喚に対たい抗こうするための力のようでした」







　　　あとがき







　すべてを焦こがす炎ほのおの、その後に残る灯ともしびは────




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン４』、手にとってくださってありがとうございます。

　３巻から４か月のお時間を頂いての第４巻。

　その間にもう暦上では２０１５年に突とつ入にゆうして、３巻では夏の名残なごりが残っていたのに、今はもうすっかり凍こごえる寒さに。冷え性の細音としては、冬が来るたびに暖だん房ぼうのありがたみを痛感しています。

　という一方で、環かん境きようさえ整えられれば、小説を書くのに一番適している時季が冬なのかもなと感じます。たとえば、雪は音を吸収する性質があるようで。

　外の音が雪に吸収される真冬の時季は、それだけ静かに一つの作業に没ぼつ頭とうできるのがいいなあと。（ただ、雪の日は会社に行くのがとても大変ですが……）




　さておき。

　そろそろ本題の『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』４巻へ。

　二体の竜人を中心に、人間とバイオテスタとの関係をメインにしたのが３巻でした。

　対してこの４巻では、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』のもう一つの主題である「新約召しよう喚かん」へと、焦しよう点てんを当ててみたいと思った次第です。

　人と次世代新生物。

　人と幻げん獣じゆう（新約召喚）。

　どちらの関係も両世界で重要な要素になりますが、今回は後者について、ちょっと今までと違ちがった視点をお見せすることができればなあと。

　特に青の第三相ネックザール。

　彼と、そして彼の妹における事情は『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』の企き画かく段階から構想を練っていましたので、細音としてはいよいよ書く機会がやってきたかという心境でした。

　あとは純じゆん粋すいに、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン４』として面白いものに仕上がっていれば幸いです。




　──さて。ここで御お礼れいを。

　１巻から変わらず多大なご指導・ご助力を頂いた編集Ｈ様。

　そして美び麗れいなイラストで引き続き本作を彩いろどってくださった蒼あお崎さき律りつ先生。

　今回、ネックザールと大氷狼フエンリル。それに禰ネ鈴レのデザインがとにかく素敵でした。デザインの細かい部分まで力を入れて頂き、感謝です！

　そして何より、拙せつ書しよを手にとってくださった全すべての方へ。

　本当にありがとうございます。

　２０１５年という新しい年になっても、一つ一つ丁てい寧ねいに物語を描えがいていけるよう精進したいと思いますので、どうか今後ともおつきあい頂ければ幸いです。




◆今後の刊行予定

　２０１５年２月25日（土）刊行

『世界の終わりの世界録アンコール３』イラスト：ふゆの春はる秋あき先生

　出版：ＭＦ文庫Ｊ（メディアファクトリー文庫）様

　前々よりご報告させてもらっているＭＦ文庫Ｊ様のシリーズも、どうにか３巻を刊行できる見込みです。

　こちらは純ファンタジー世界を舞ぶ台たいに、見果てぬ世界を旅する少年騎き士しの成長を描く物語なのですが、この『世界録アンコール』１巻が、発売３週目でAmzon Kindleのライトノベルランキング第１位に！（嬉うれしい以上にビックリしました）

　まだ既き刊かんも２冊と少なめですし、ＭＦ文庫Ｊ様の『世界の終わりの世界録アンコール』特設サイトで試し読みもできますので、よければ、こちらもご覧になって頂ければ嬉しいです。




　そして『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン５』は、今年４月の刊行予定です。

　今まで多くの人物、バイオテスタ、幻獣が登場してきましたが、そのすべてが一堂に期するような、そんな盛り上がりの展開にできればなと思います。

　２月の『世界の終わりの世界録アンコール３』と、４月の『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン５』。

　どちらも、今まさに全力で書き上げている最中ですので、どうかこれからも両作品を見守って頂ければ幸いです。

　それでは、また次巻でお会いできますように。





　２０１４年12月　雨の降る冬の曇どん天てんに


細音　啓けい　　　
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